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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　地球で育った平凡な青年佐さ々さ木きは、女神に後頭部を踏まれるという事故により命を落とした。

　佐々木を踏んでしまった女神ミコトは、お詫びとして記憶を残したまま別の世界に転生させてくれるという。

　そして佐々木は、女神ディースの管理する世界──『ディルポロス』へと転生することになった。それに加え、女神ディースは佐々木の助けになるよう、レベルが５上がるごとに、ありとあらゆるスキルとアイテムが秘められた『チートルーレット』を行う権利を授けてくれた。

　こうして『ディルポロス』にて転生した佐々木は、新たにアレクという名前を与えられ、家族に愛されながらすくすく育っていった。

　しかし、彼がチートルーレットで手に入れたタワシが騒動を起こしてしまう。アレクは転生やチートルーレットのことを両親に説明できず、タワシは世界樹から貰ったと噓をついてしまったのだ。それどころか、そのことを宣伝に世界へ向けてタワシの販売を始めてしまう始末。

　このままでは、もしや世界樹が怒って乗り込んでくるのでは──

「──なんてことを心配している僕なんだ」

「物語のあらすじか何かかな？」

「うん？」

「そんな感じがした」

「そうなんだ」

　姉に対して僕の半生──いや、佐々木時代も含めたら半生以上？　とにかくそんな僕の歴史を話していたところ、物語のあらすじのようだと姉は感じたらしい。

　確かに物語といえば物語といえる。アレク少年の波は乱らん万ばん丈じょう物語。そのあらすじだ。

「とにかく、そんなことがあったんだ」

「そっか。そんなことが……」

　うっかり転生関連の独り言を聞かれてしまった僕は、これまでの全てを姉に話した。

　最初はどうにか誤魔化そうとして──

『ほ、ほら、僕ってよく荒こう唐とう無む稽けいな妄想とかしているじゃない？　今回もそんな感じのつぶやきなんだよ』

　なんてことを話したときは、『うん。それは確かに……』などと、軽く誤魔化せそうな雰囲気も漂った。……それはそれで、なんだか解げせない。

　だがしかし、『転生』や『ディースさん』というワードもしっかり聞かれてしまったらしく、結局誤魔化すこともできなかった。

「アレクちゃんは、元々佐々木ちゃんだったんだ……」

「うん、まぁ……」

　元佐々木か。そう言われると、なんか名字が変わっただけのように感じるな……。実際には諸々全て変わっているのだけど……。

「これって、セルジャンさんやミリアムさんも知らないの？」

「知らない……。伝えていない……」

「そっか」

「僕はもうアレクだから……。父と母の間に生まれたアレクなんだ。僕自身はそう思っているけど……父と母が前世のことを知ったらどう思うか、怖くて……」

　僕自身は父のことも母のことも大好きだし、間違いなく実の両親だと思っている。なんか魂でそんなふうに理解したし。

　だけど、父と母はどうなんだろう。自分達の息子アレクだと思っていた僕が、転生した元佐々木だと知ったら、二人はどう思うだろう？　わからない。わからなくて怖い。それで、伝えていない……。

「もしかしたら父と母は、僕のことを息子だとはもう思ってくれないかも……」

「アレクちゃん……」

　愛する両親にそんな感情を抱かれたら、僕は……。

　思わず怖くなり、僕は布団にくるまってメソメソしてしまう。

「大丈夫だよアレクちゃん！　セルジャンさんもミリアムさんも、アレクちゃんが大好きだって見ていてよくわかるもん！」

「そうかな……？」

「もちろんアレクちゃんが二人のことを大好きなのも、しっかり伝わってるよ！」

「うん……」

「それから私もね、私もアレクちゃんが大好きだよ！　だから大丈夫、何があっても私達は家族だから！」

　そう言って姉は、布団ごと僕をぎゅうぎゅう抱きしめてくれた。

　……まぁ正確にいえば姉は従姉妹いとこなので、そこまで家族ってわけでは──いや、野暮だな。それは野暮な物言いだ。一生懸命励ましてくれる姉からは、強い家族愛を感じる。ありがとう姉。

「ちょっと元気が出てきたよ。ありがとう」

「うんうん。私はアレクちゃんが大好きだから」

「うん。ありがとう」

「私はアレクちゃんが大好きだから」

「え？　あ、えぇと、僕も姉のことが大好きだよ？」

「そっかそっか。うんうん、良かった良かった」

　なんか『大好き』の強要をされた気がする……。いや別にいいんだけどさ。

「だからセルジャンさんもミリアムさんも大丈夫だと思うよ？　アレクちゃんに前世の記憶が残っていたとしても、家族は家族なんだから」

「そう……だよね」

「もちろんアレクちゃんが話しづらいなら無理に話せなんて言わないけれど、みんなアレクちゃんが大好きだから大丈夫。それだけは覚えておいてほしいな」

「うん。ありがとう」

　確かに姉の言う通り、話してしまっても大丈夫じゃないかなって思うときもある。

　僕が意を決して伝えたとしても、たぶん母は平然と受け入れてくれそうな気がする。特に大げさなリアクションもなく、平然としていそう。

　父は驚くと思うけど、それでもしっかりと受け入れてくれそうな気がする。姉みたいに、『それでもアレクは僕の愛する息子だから』とか言ってくれて、なんとなく感動のシーンが始まる予感がする。そう考えると、バレちゃっても案外大丈夫っぽい気はする。

　とはいえ、やっぱりあえて話すこともないのかなぁとも思う。両親に余計な心労を掛けちゃうし、なんだかんだ衝撃の事実だからね、話しづらい。

　それに、そんな簡単にバラしていったら、そのうち全員に広まってしまいそうで……。

「けどさ、姉に話せて、ちょっと良かったと思う」

「そうなの？」

「うん。やっぱりずっと一人で抱え込んでいたことだから、誰かに聞いてもらいたかったかもしれない」

　もちろん女神様二人は知っていて、話せる話題ではあるけど、この二人は僕を転生させた張本人だからね、少し立場が違う。

　隠さなきゃいけないと思っていた人に知られてしまい、それでも『大丈夫』と言ってもらえたのは嬉しかったし、ホッとした。

「これからも、よかったら相談に乗ってくれないかな？」

「相談？」

「どうしても前世の記憶がある分、人とはちょっとズレているなって感じるときがあるんだ」

　常識とか価値観とか、前世と今世では違うことも多い。ときどき困ることもある。

「あぁなるほど、それでなんだ。アレクちゃんはちょっと変わってるなって、実は私も思ってたの」

「あれ？　やっぱりそうなんだ？」

「父親の生首をモチーフにした人形とか、母親のおっぱいを大きくした人形とか、普通はあんまり作らないかなって」

「…………」

　そこら辺、前世がどうとかあんまり関係ない気もする……。というか、僕もそれらの人形がおかしいってことはわかっているからね？

「大丈夫、任せて。いつでも相談に乗ってあげる。アレクちゃんは、いつでも私に頼っていいからね？」

「うん。ありがとう姉」

　というわけで、姉は僕の貴重な相談相手になってくれるそうだ。姉に前世のことがバレてしまい、一時はどうなるかと思ったけど、良い方向に落ち着いてホッとしている。

　良かった良かった。これで全ては万事解決。そうとなれば、いい加減布団に籠こもるのは止やめよう。いい加減外に出ようじゃないか。

「というわけで僕はもう大丈夫だから、そろそろ放してくれると嬉しいんだけど？」

「え？　もう？」

「うん、大丈夫だから」

「もうちょっと、もうちょっとだけ……」

　姉が布団ごと僕をぎゅうぎゅうしているので、出ようにも出られない。

「というか、お姉ちゃんも一緒に入っていいかな？」

「もう出ようと思っていたんだけど……」
















　いつの間にか、世界樹捏ねつ造ぞう問題が、転生者の家族問題にすり替わっていた……。

　元々僕は、世界樹が怒って十字軍を差し向けてくるんじゃないかと恐れていたのだ。それで布団にくるまってガタガタと震えていたはずなのだけど……姉の『アレクちゃんが転生者でも大丈夫』という励ましによって、何故かなんとなく立ち直っていた。

　よくよく考えると、世界樹の方は全然解決されていなかった。一応そっちも姉が、『なんだったら一緒に人族の国へ逃げよう』と言ってくれたが、あんまり逃げたくはない。大好きなこの村を追放されてしまうのは、とても悲しい。

　そんなわけで僕は、またしても布団にくるまってガタガタと震えていた。

「十字軍が、十字軍が……」

　なんだかもうお馴な染じみになってきた僕の布団スタイルだけど、今回は本当に寒くて震えていたりする。どうも心労がたたったのか、熱まで出ているようだ……。

「お兄ちゃん大丈夫？」

「ヒッ!?」

　突然声を掛けられて、僕は飛び上がらんばかりに驚いた。

　声の方向に視線を向けると、そこには幼おさな馴な染じみのレリーナちゃんがちょこんと座っていて、心配そうに僕を見ていた。

　本気で驚いた。本当に十字軍が攻めてきたのかと思った……。というかレリーナちゃんは、相変わらずいつの間にか僕の部屋に侵入しているな……。

「お兄ちゃん？」

「え？　あぁうん。大丈夫だよレリーナちゃん。心配してくれてありがとう」

　実際には熱っぽいし体もだるいし悪寒とかもするのだけど、無駄にレリーナちゃんを心配させることもないだろう。

「なんだかお父さんが余計なことをしたって聞いたけど……」

「あぁ……。いや、レリーナパパさんは悪くないよ。僕が悪いんだ」

　確かに世界樹の名を使ってタワシの販売を始めたのはレリーナパパなのかもしれない。だけどそれは、全部僕の発言が元になっている。全ての原因は僕にあるんだ。

「お兄ちゃんは悪くなんかないよ。お兄ちゃんが悪いことするような人じゃないって、私は知っているから。安心して？　私がついているから」

「……ありがとう、レリーナちゃん」

　レリーナちゃんが、優しく僕を励ましてくれる……。

　なんてことだ、こんなにも優しい子に僕は怯え、腹に少年漫画雑誌を仕込もうとしていたなんて……。それも、なるべく分厚いやつを選ぼうとしていただなんて……。

「私が来たからには、もう何も心配いらないよ。私がここにいるから。ね、お兄ちゃん？」

「そうだねレリーナちゃん」

「私がいれば何もいらない。他に何もいらないの。そうでしょお兄ちゃん？」

「そ、そうだね……？」

　僕はなんて情けないんだ。レリーナちゃんがこんなにも励ましてくれているというのに、震えや悪寒が止まらない。……というより、若干悪化した気がする、何故だろう？

「だけどレリーナパパさんに僕が謝っていたって、レリーナちゃんの方からも伝えてもらえるかな？」

　あとで自分からも謝るつもりだ。あの日は──僕と父とレリーナパパで行ったあの酷ひどい会議の日は、全員が全員冷静じゃなかった……。

「そうなの？　なんだかお兄ちゃんに迷惑をかけたって聞いて、厳しく怒っちゃったんだけど」

「う、うん。むしろ迷惑をかけたのは僕の方だから、できるだけレリーナパパさんには優しくしてあげてほしいかな……」

　無限リバーシ地獄、世界樹捏造事件と続き、最後には愛娘レリーナちゃんからの叱しっ責せきか……。レリーナパパの胃に穴が開くな。

「ところで、もうお兄ちゃんはご飯を食べたのかな？　まだなら私が食べさせてあげるけど？」

「え？　あぁ、ありがとう。だけど、もう食べたんだ」

　もう食べた、なんか麦を煮たやつ。……もし食べていなかったら、僕は七歳の幼女から『あーん』をされるところだったのかな。

「そうなんだ。じゃあ、他に何か私にしてほしいことはない？　なんでも頼っていいよ？　私達はたった二人だけの幼馴染なんだから」

「なんでも……？　うーん、そう言われてもな……」

　というか、レリーナちゃんがウキウキと楽しそうに見えるのは、僕の気のせいだろうか？

　弱っている僕につけ込み、この機に乗じて自分に依存させようとしているのでは？　──なんて思ってしまったのは、僕の気のせいだろうか？

　あと、幼馴染はもう一人いた気がしたのは、僕の気のせいだろうか？

「ありがとう。けど本当に大丈夫だよ？　それに、明日にはジスレアさんも村に戻ってくるだろうし」

　ジスレアさん──この村に住むお医者さんの名前だ。優秀な女医さんである。とても優秀な美人女医さんなのである。

　……まぁエルフだから、全員肩書きの前には『美人』か『イケメン』って付くんだけどさ。たとえニートだろうが家事手伝いだろうが、『イケメンニート』に『美人家事手伝い』になる。

　さておき、ジスレアさんは現在他の村で診療を行っているため、村を離れている。間まが悪いことに、僕はジスレアさんが不在時に体調を崩してしまったわけだ。

　日程的に明日には戻ってくるはずなので、もし僕の体調が回復していなかったら診てもらおうと思っている。

　とはいえ、体調不良の原因が心理的なものだと思われるので、根本的な治療ができるのかは微妙だ。ジスレアさんも『心の病は治せない』と、よく言っている。というかよく言われる。レリーナちゃんもよく言われている。

「ジスレアさん……？」

　何故かレリーナちゃんの声が、少し硬くなった気がする。

「う、うん。ローデットさんも回復魔法は使えるけど、病気に効く魔法は使えないみたいだし……」

　あんなでも一応聖職者のローデットさんは回復魔法が使える。しかし、できるのは怪我を癒やすことだけで、病気には使えないらしい。ちなみに、なかなか高額な治療費を取られる。

　まぁ、例えローデットさんが病気に効く魔法が使えたとしても、例え治療費が安価だったとしても、とてもじゃないが今は教会へ行く気にはなれない……。

「ローデットさん……」

「えっと、どうかしたのかな……？」

　レリーナちゃんが俯うつむいて何かを考えている。どうしたんだろう？　……さすがに女性の名前を出しただけで激げき昂こうするなんてことはないよね？

「ねぇ、お兄ちゃん」

「なんだい？」

「お兄ちゃんは、お父さんの名前を覚えていないって聞いたけど？」

「……レリーナパパさんが、そう言っていたの？」

「うん」

　娘に何を愚痴っているんだレリーナパパ……。

「いや、別に覚えていないわけじゃないよ？　もちろん覚えて──」

「ううん。それは別にいいの」

　いいんだ……。

「なんでお父さんの名前は覚えていないのに──ジスレアさんや、ローデットさんの名前は覚えているの？」

「…………」

　またしてもレリーナちゃんが能面のような顔になってしまった……。よもやそんなことで能面化するとは、この僕の目をもってしても読めなかった……。

「なんでって言われても……そ、そもそも僕はレリーナパパの名前をしっかり覚えているよ？」

「じゃあ言ってみて？」

「えぇと……」

　というか、僕は一応病人なんだけど……。そんなに問い詰めないでくれないかな……。

「こ、ここでレリーナパパの名前を言うのは簡単だよ？　だって僕は覚えているもの。……だけど、僕の中で『レリーナパパ』は『レリーナパパ』なんだ。あくまでも主体はレリーナちゃんであって、やっぱり『レリーナちゃんのパパ』って印象が、僕の中で強いんだ」

　お、なんとか上手いこと言い訳できた気がする。……と、思ったんだけど、なんだかレリーナちゃんは難しい顔をしているね。

「お兄ちゃん、シュタイって何？」

「え？　ああ、えーと、『ものの中心』とか『重要なところ』『大事な部分』みたいな感じかな？」

「そうなんだ。つまり……お兄ちゃんは私が大事ってことかな？　私がいないとダメだってことかな？　お父さんは、その大事な私のおまけだから『レリーナパパ』なんだ？」

　言い方ァ！

　いや、まぁ僕もそんなようなことを言ったか。おまけとまでは言っていないけど……。あと、『レリーナちゃんがいないとダメだ』ってのは、勝手に付け加えられた気がする……。

「もちろん、レリーナパパさんにはお世話になっているし、感謝しているんだけどね？　だけど、やっぱりレリーナちゃんが大事だから。なんたってレリーナちゃんと僕は──たった二人だけの幼馴染だから」

「お兄ちゃん……！」

　……ごめん、もう一人いたはずの幼馴染の人。

　しかし、尊い元幼馴染の犠牲によって、レリーナちゃんはいつものレリーナちゃんに戻ったようだ。

　良かった……。さすがに病床の身で能面ーナちゃんの相手はつらくて……。

　──その後、レリーナちゃんは普通に僕の看病をしてくれた。

　おでこのタオルを交換してくれたり、水を持ってきてくれたり、合い間合い間に「私がついているから」「頑張ってお兄ちゃん」なんて元気づけてもくれた。

　他にも「お兄ちゃんは私がいないとダメ」や、「お兄ちゃんには私さえいればいい」「私から離れると不幸になる」など、激励の言葉もくれた。

　そんな献身的なレリーナちゃんの看病が続いたが、残念ながら僕の体調は良くならなかった。なので結局、僕はジスレアさんの診察を受けることとなる。

　というか、やっぱり体調が悪化した気がする……何故だろう？
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「アレク、いい？　入るよ？」

「……ふえ？」

　僕が布団の中でうつらうつらしていると、何やら名前を呼ばれた気がした。

　なんとなく扉に視線を向けると、すでに長髪の美女が部屋の扉を開けていて、ずんずんと僕の側へ近づいてくるのが見えた。

「え……？」

「体調を崩したと聞いた」

「えー……あー」

　だんだん頭が覚かく醒せいしてきた。ここは僕の部屋で、僕は布団で寝ていたんだ。そして、目の前にいるのは──美人女医のジスレアさんだ。

「って、せめて返事をするまで待っていてほしかったんですけど」

「あぁ、ごめん」

　あんまり悪びれる様子もなく、勝手に部屋の椅子に腰を下ろすジスレアさん。

　ジスレアさんは、長い銀色の髪をもつ、ちょっとキツめの顔立ちの美女だ。普段からあまり感情を表に出さず、その顔立ちや口調から誤解されがちだが、子どもにも優しく思いやりのある親切な美人女医さんだ。

　個人的に、美人女医を名乗るからには白衣と眼鏡を身に着けてほしいところだけど、残念ながらジスレアさんはどちらも装備していない。普通の村人と同じ格好で、医者要素も皆無だ。なんだかそこは少し残念。

「とりあえず、おはようございます」

「おはよう」

　僕は体を起こしてから、ジスレアさんに挨拶をした。

　それにしても、母といいレリーナちゃんといいジスレアさんといい、何故僕の部屋に無断で入るのか……。まぁいいんだけどね、どうせ常日頃から女神ズに見られているわけだしさ……。

「それで、体調を崩したって？」

「あ、はい。少し前から具合が悪くなって、熱も──」

「ああ、説明は別にいい──『キュア』」

　病状を説明しようとした僕に対して、ジスレアさんは手の平を向けて遮り、そのまま呪文を唱えた。

　呪文と同時に、ジスレアさんの手の平から淡い光が放たれる。その光に全身が包まれたかと思うと、僕が今まで感じていた倦怠感や熱っぽさ、体の鈍い痛み等も、全て綺麗サッパリ消え去った。逆に、こんなにも体にダメージがあったのだと気付かされ驚くほどだ。

「あー……」

「どう？」

「……え？　あ、はい。すごく楽に……というか完全に治ったみたいです。ありがとうございます」

「なら、何故いつもアレクは不満そうな顔をするの？　不安になるからやめてほしい」

「…………」

　前世の影響か、ジスレアさんに診てもらうとき、僕は勝手に聞かれてもいない問診に答えようとしてしまう。それをジスレアさんに遮られて、即座に病気を治される。──そんなことが毎回繰り返されている。

　どうしても僕は、こちらの説明を全く聞かないお医者さんにビックリしてしまうんだ。思わず、『なにこの先生!?　大丈夫かな……？』なんて気持ちを抱きそうになった瞬間、病気が完治している。その感情の落差に、僕は毎回戸惑ってしまう。
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「すみません。あまりの早業で、驚いた部分がですね──」

「あんまりそういう感じには見えなかった」

　ジスレアさんは少し不満そうに髪をクルクルと弄んでいる。

　そういえば初めてジスレアさんを見たとき、縛ってもいない長髪は治療のときに邪魔になるのでは？　なんて思ったものだ。全くの杞き憂ゆうだったけど……。

　なんというか、未だにいろいろと慣れない部分がある。僕の知っている医療、医学とは違いすぎるんだ。むしろこれを医療と呼んでいいのかすら微妙だ。

　そりゃあ結果的に治っているからいいんだけどさ、例えばジスレアさんに『何の病気だったんですか？』と聞いても、基本『知らない』としか答えてくれない。……やっぱこれ医療ではないよね？

　どうにもそんな僕の感情が表に漏れてしまうのか、ジスレアさんに治療された後、僕はいつも微妙な顔をしてしまう。

「いえ、本当にすみません。というかありがとうございました。おかげでバッチリです」

　せっかく治したというのに、患者が不満そうな顔をしていたらジスレアさんも気分が悪いだろう。心を込めて謝ろう。そして、感謝を伝えよう。

「やはり先生の魔法は素晴らしいですね。あっという間に治していただいて驚いたというのも事実なんですよ？　もはや先生の施術は人類を超越した……神の御み業わざと言っても差し支えないのでは？　ゴッドハンドですね？」

「……はぁ」

　ジスレアさんはため息を吐つきながら、呆れた目で僕を見る。目つきの鋭い美人女医さんにそんなふうに見られると、ドキドキしてしまう。何かに目覚めそうだ。

　ちなみにこのやり取りも毎回やっていて、僕は毎回新たな扉をあと少しで開きそうになっている。

「ところでジスレアさんは、どうしてここへ？　いえ、僕の方から診療所へ伺おうと思っていましたし、助かりましたけど」

　確かに今日、僕はジスレアさんの診療所へ行こうとしていた。それが、実際にはジスレアさんの診療所に向かうどころか、気が付いたらジスレアさんが目の前にいたわけだ。

「アレクを診てやってほしいと、レリーナにお願いされた」

「レリーナちゃんが？」

　そうなんだ……。やっぱりレリーナちゃんは優しい子だ。ちょっと変わったところもあるけど、基本優しい子だ。

「レリーナちゃんは、なんと言っていましたか？」

「えぇと、『できるだけ早く診てあげてほしい』って」

「あぁそうですか、そんなことをレリーナちゃんは……」

「……あと、『お兄ちゃんに変なことをしたら許さない』と言われた」

　うん？　ジスレアさんは一流のお医者さんだから、滅多なことは起こらないと思うけど……。それほどレリーナちゃんは僕のことが心配だったってことかな？

「なるほど。やっぱりレリーナちゃんは優しい子ですね」

「え？　えぇと、まぁ、そう……かな？」

　何故か不思議そうに首をひねるジスレアさん。なんだか微妙に話が嚙み合っていない気がするけど……とりあえずレリーナちゃんが呼んでくれたジスレアさんのおかげで、僕の病気は完治した。

　とはいえ、病気の原因が原因だからね……。『世界樹の名を騙かたってボロ儲けしようとしたことで、全エルフから断罪されるんじゃないか』なんて心配だかストレスだかが体調不良の原因だとすると、この問題が解決できていない以上、僕はまた病に伏せることになるかもしれない──

「ジスレアさん」

「ん？」

「もしストレスが原因で病気になったとしたら、その原因を取り除かない限り、僕はまた病気になってしまいますよね？　いくら魔法で完治したとしても」

「まぁ、そうかもしれない。何か心配事？」

「えぇと、心配というかですね……」

　んー。いや、さすがに言えない。今僕が心配していることの内容を、ジスレアさんに伝えるわけにもいかないよね……。

「レリーナのこと？」

「はい？　レリーナちゃん？　レリーナちゃんがどうかしたんですか？」

「私も別に、あの子が『どうかしている』とまでは言わないけど……」

「僕もそんなことは言っていませんよ。別にレリーナちゃんのことは心配していないです」

「心配しかないと思う……」

　なんだかジスレアさんは、レリーナちゃんのことが気にかかるようだ。

　しかしレリーナちゃんは心配ない。なんといっても、僕に対してあんなにも献身的に看病してくれたんだ。問題ないはずだ、そのはずだ……。

「とにかく、何か心配事があるの？　それを私に聞いてほしいの？」

　いや、そんな聞き方をされたら話しづらいよ……。普段から『心の病は治せない』と言っているだけあって、カウンセラーには向いてないな、ジスレアさん……。

「だけど私は、悩みを聞いたり相談を受けたりといったことは、あまり向いていない……」

　あぁ、自分でも自覚していたのか……。

「私にできるのは怪我や病気を治すだけ。ストレスで何度も病気になるかもしれない？　なら、そのたびに私が治す」

「おぉ……」

　なんだか格好良さげなことをジスレアさんが言い出した。

　なるほど。『このままだと僕とレリーナパパ、二人揃って胃に穴が開きかねない』なんて心配をしていたけど、僕らは穴が開くたびにジスレアさんに塞がれるのか。道路のアスファルト舗装工事みたいだな……。

「もちろん悩み事があるのなら、それを解決した方がいいと思う」

「そうですよねぇ」

　とはいえ、現状では解決の糸口が全く見えないからなぁ……。

「あ、そういえば忘れていました。治療費を──」

「ん？　いや、それはもうミリアムから貰った」

「あぁそうでしたか」

「……前から言っているけど、アレクみたいに小さい子のお小遣いを取り上げるのは気がとがめる」

　ローデットさんの鑑定と同様に、ジスレアさんに治療してもらったとき、僕は治療費を自分で払っている。だけどジスレアさんは、子どもからお金を取ることに戸惑いを覚えるようだ。

　……いや、ローデットさんも最初は固辞していたからね？　僕が無理やり押し付けた感じだから。別にローデットさんだって、幼児のお小遣いを喜んで取り上げる人ではないからね？

「それにしても──ずいぶん増えた。前に来たときはここまでじゃなかった気がする」

「え？　あぁ、人形ですか」

　ジスレアさんが群れをなす母と姉の人形を見て、そんなことをつぶやいた。

　最近は一体一体を丁寧に作るように、量より質の方向にシフトしたため、生産スピード自体は落ちている。

　とはいえ、減ることがないのだから増える一方だ。今も様々なポーズをとった十三体の母人形と七体の姉人形が、僕の部屋を圧迫している。

「ごめんアレク。今日レリーナにも言ったけど、私の魔法では心の病は治せない」

　また言われてしまった……。それともこれはジスレアさんの決め台詞か何かなんだろうか？　というか、レリーナちゃんもまた言われていたのか……。

「いやあの、別に僕は精神的な疾患の影響から、家族の人形を一心不乱に彫り続けているわけではないですからね？」

「だって、こんなに実の母を作り続けているのはおかしい」

「いやですが……あれ？　姉の人形は別にいいんですかね？」

「確かにアリアとアレクは実の姉弟みたいに仲が良い。だけど実際には従姉弟。だから、別におかしくはないのかもしれない」

「そうなんですか」

　……よくわからない。僕からすると、実母だろうが従姉弟だろうが、どちらにせよ結構やべぇと思う。

　さておき、あくまで僕は、二人が作るように言ってくるから作っているだけなんだ。あとはまぁ、単純に人形作りが楽しかったり、『木工』スキルの練習になるからだったりで、ただそれだけなんだ。

「とにかくですね、別にこの人形群は僕が個人的な趣味で作っているわけではないんです。母も姉も、作るように勧めてくるからなんですよ」

「そうはいっても──ん？　これは誰？　見た感じ、エルフでもなさそう。……アレクはこういうのが好きなの？」

　エルフらしからぬスタイルの人形を手に取って、なんだか答えづらい質問をジスレアさんがしてきた。その質問に、どう答えろというのだ……。

　というか、その人形も母だ。僕が作った一番新しい母人形で、母人形オルタの次作。つまりは、新型の母人形だ。実物の母より胸が大きくなって、お尻も少しだけ大きくなっている。

　まぁ母親の人形を大量に作っているだけでも危ないのに、母親の胸とお尻を大きくした人形まで作っているのだから、そりゃあ心の病と言われても仕方がないわな……。

「えぇと……その人形も母です」

　そう伝えてから、僕はジスレアさんの様子を窺うかがう。この事実を知ったとき、ジスレアさんはどういう反応を示すのだろう？　ちょっとだけワクワクしてしまう僕がいる。

「え？　だって──あぁ確かに、顔はミリアム……」

　だんだんと声が尻すぼみになっていくジスレアさん。しばらく新型母人形を見ていたかと思うと、元々あった場所へ人形を静かに戻した。

　そしてジスレアさんは──両手で自分の顔を覆った。

　え……？　それは、どういう反応なの？

「えっと？　ジスレアさん？」

「…………」

　フヒュー、フヒューという呼吸音が聞こえる。もしかして笑っているのかな？　というか、笑いを堪こらえている？　……ジスレアさんのレアな仕草が見られて、なんとなく得した感がある。

　しかしそうか、やっぱり笑うのか。そして笑いを堪えるのか。個人的に、新型母人形は世界中のみんなを笑顔にする平和的なアイテムだと思っているのだけど、みんなその笑顔を隠そうとするね。

「あの、大丈夫ですか？」

「…………」

　ジスレアさんが貝になってしまった。どうしたものか、これはこれで困ったな。

「えぇと、母は大喜びしてくれたんですが……」

「…………！」

「父は涙を流して笑っていましたけど……」

「…………!!」

　なんだか声を掛けるたびにビクンビクンしている。ちょっと面白いけど、面白がっちゃさすがに悪いか……。

　もうあんまり話し掛けない方がいいかもしれない。しばらくそのままにしといてあげよう……。




「酷い目に遭った……それはもう怖いから見せないで」

　ジスレアさんが嫌がったので、僕は新型母人形をマジックバッグにしまった。

　こうして普段からバッグに入れておけば部屋が窮屈になることもないのだけど、魔力を無駄に消費するのももったいない気がしてねぇ……。

「あぁ、普通のミリアムはなんだか落ち着く……」

　ジスレアさんが旧型の母人形を愛めでている。これも父と同様の反応だ。何故か新型母人形を見た後、人は旧型にやすらぎを覚えるという……。

「こうして見ると、だんだんとアレクの技術が向上しているのがわかって、ちょっと面白い」

「はぁ、ありがとうございます」

　大勢並んだ母人形を見比べながら、ジスレアさんはそんな感想を述べた。

　確かに数多く作り続けて、ずいぶん洗練されてきた気がする。最初期に作った人形なんかは、今見るとちょっと恥ずかしくなるくらいだ。

　といっても、僕はまだ人形を作り始めてから一年ちょっとしか経たっていない。もしかしたら最新の母人形も、数年後に見たら『なんだこれ？』なんて思うのかもしれないね。……まぁ新型母人形は、今見ても『なんだこれ？』って思うんだけどさ。

「そういえば、ミリアムとアリア以外の人形はないの？」

「二人以外ですか？　レリーナちゃんとローデットさんの人形を作りましたけど、本人にプレゼントしたので手元にはないですね」

　あとは『セルジャン落とし』が一体あるけど、あれは人形にカテゴライズされない気がする。

「そう、プレゼント……」

「はい、なんだか欲しいと言われて……なんです？」

　ジスレアさんがじっと僕を見つめてきた。なんだろう？　もしかしてジスレアさんも自分の人形が欲しいんだろうか？

　どうなんだろう。前世の感覚だと、自分の人形を作られてプレゼントされるなんてドン引き案件だと思うけど、この世界では割と好意的に受け入れられている気がするからなぁ……。

「えぇと、ジスレアさんもいりますか？」

「別に……」

「そうですか……」

　わかんない……。どっちなんだろう。遠慮しているのか普通にいらないのか……。なんかまだじーっと見られているから、やっぱり欲しいんだろうか？

　個人的にはジスレアさんの人形はちょっとだけ作ってみたい。白衣と眼鏡を装備させてみたいんだけど……勝手にそんなオプションを搭載させたら怒られるだろうか？

「あの、『木工』スキルの練習も兼ねているので、僕としては人形を作ることは苦でもないのですが？」

「そう？　じゃあ、大変でなければ、私にも一つ……」

「ええ、大丈夫です。わかりました」

　やっぱり欲しいものなのか。じゃあ作ろう。今さら作らなければいけない人形が一体増えたところで、特に問題はない。

　──そんなことを考えた瞬間、『無限リバーシ地獄』に続く『無限人形地獄』という最悪の未来が、僕の脳裏に浮かんだ。

　えぇ……。村人全員分はさすがに嫌だぞ……？　そもそも男性の人形とか作る気がしない。それに、いくらジェレッドパパでも人形作りは手伝ってくれないだろうし……。

「アレク？」

「いえ、なんでもありません。えーと、さすがに人形は少し時間がかかるので、気長に待っていただけたら」

「大丈夫、いつでも構わない」

「そうですか。では、今日はありがとうございました」

「うん。また何かあったら遠慮なく私を頼って」

　とりあえず、僕の体調を治してくれたジスレアさんに感謝の気持ちを込めて人形を作ろう。なんかジスレアさんは、これから僕の胃に穴が開くたびに自転車のパンク修理感覚で治してくれるらしいし……。

　それにしてもあれだね。そりゃあジスレアさんはカウンセラーに向いているようには見えないけど、なんだか話していたらちょっと気持ちが落ち着いた気がする。体調が治ったせいかな？

　──思えば、僕は少し怯え過ぎたんじゃないだろうか？　レリーナパパが出した世界樹に関する広告だって、よく考えたら『子どもが夢の中で世界樹に教わったらしい』なんていう、そもそも眉唾ものの宣伝だろう？

　それで、その子どもが罰せられるなんてことがあるだろうか？　さすがにないんじゃないかな？

　まぁ実際に広告を出したレリーナパパの方はどうなるか、それはちょっとわからないけど……た、たぶん大丈夫だろう。きっと大丈夫なはずだ。うん、大丈夫大丈夫。

　しかしそう考えると、僕はずいぶんと無駄に慌てて家族やレリーナちゃんに心配を掛けて、ジスレアさんにも面倒を掛けてしまったな。

　いやはや、いったい僕は何をそんなに焦っていたのか。所しょ詮せんは子どもの寝言だ、そんなものに躍起になるほど、世界樹様だって暇じゃあないだろうさ。





■第一章幕間　息子の未来を案ずる父






「お疲れアレク」

「はい。ありがとうございました」

　毎朝の日課となっている剣術稽古が終わり、僕はアレクに声を掛けた。アレクはいつものように丁寧に礼を返す。

　なんでか知らないけれど、アレクは稽古の始まりと終わりの挨拶がとても丁寧だ。

「今日は良い感じだったね」

「あ、そうなんだ？」

「うん。うまく捌さばけていたと思うよ？」

　アレクが剣の練習を始めて、もう一年くらい経っただろうか。最初の頃は、お世辞にも上手いとは言えない剣捌きだったけど、毎日練習して、ちょっとずつちょっとずつ上手くなってきた。

　僕は毎朝のこの時間がとても好きだ。アレクが成長していく姿を見ることが楽しいし、何より父として、息子に何かを伝えられることが嬉しい。

　アレクが剣を学びたいと言い出したときには心配したし、実際に剣を振っているところを見てもやっぱり心配しかなかったけれど……この分ならアレクは、そう遠くない将来に『剣』スキルを取得できるかもしれない。

「実は僕も、今日は良い感じかなって思ったんだ」

「うんうん」

「なんだろうなぁ、自然に体が動くというか剣が動くというか……まるで剣を、手の延長のような感覚で扱えていたんだよね。これはあれじゃない？　ひとつ壁を超えたんじゃないかな？」

「……そうなんだ」

　アレクが妙に自信を付けている……。いや、さすがにそこまでの成長は見て取れなかったけど……。

「やっぱり日に日にこの剣も手に馴な染じんできた感じで、この剣も──ん？」

「どうかした？」

「この剣なんだっけ？」

「え？　いつも使っている木剣でしょ？」

　アレクが自分で作って、ずっと使い続けているいつもの木剣だ。

「そうなんだけど、なんて名前だっけ？」

「あぁ、名前か……」

　そういえばアレクは、自分の木剣に名前を付けている。そしてその名前を、ころころ変えるという変わった趣味がある。

「確か、雨がなんとかって名前じゃなかったかな？」

「あぁ、天あめの叢むら雲くもの剣つるぎか」

「うん。よくわかんないけど」

「あれ？　いや、それは前の名前じゃなかったかな？　今は違った気がする」

「そうなんだ……。いや、よくわかんないけど」

「えぇと、なんだっけかな……。もうしょうがないから、新しい名前を付けようか？」

　……こんな感じで、アレクの木剣はころころ名前が変わっていく。

「──あ、ダモクレスの剣だ」

「ダモクレスの剣？」

「この前そんな名前を付けたんだった。そうだったそうだった。今回は新しく命名する前に、どうにか思い出せたね」

「よかったね……」

　もう少し思い出すのが遅かったら、またしてもよくわかんない剣の名前が新たに付けられていたところだった。

「ねぇアレク、もしも名前を忘れがちで困っているのなら、いっそのこと書いたらどうかな？」

「書く？」

「書くというか、彫るかな？　名前を木剣に彫っちゃえばいいんじゃない？」

　一度ちゃんと名前を決めてから彫ってしまえば、もう忘れることもないし、いいんじゃないかな。それともアレクは、新しく名前を付けることが楽しいのかな？

「彫るのか……。いやけど、なんて彫るの？」

「え？　だからその『ダモクレスの剣』って名前を彫っちゃえば……」

「えぇ？　それだとちょっとおかしなことにならない？　僕はアレクなのに、『ダモクレスの剣』なんて彫られた剣を使っていたら、それはちょっとおかしいよね？」

「……おかしいのかな？」

「そんな剣を僕が持っていたら、ダモクレスさんの剣を盗んだみたいに思われちゃいそうじゃない？」

　んん？　まぁそう言われたらそうかもしれない？　というかそもそも──

「ダモクレスって、人なの？」

「え？　たぶん人の名前だと思うけど」

「たぶん……？　え、その人はどこの誰なの？」

「うん？　んー、ごめん。よく知らない」

「そっか……」

　もうアレクが何を言っているのかわからない……。誰なんだろう、ダモクレスって……。

　まぁ、アレクがこうやってよくわからないことを言い出すのは、よくあることだったりもするけど……。

「とにかくさ、『ダモクレスの剣』を彫るのはないな。……そうだな、もしも『アレクシスソード一号』なんて名前だったら、彫ってもよかったかもだけど」

「アレクシスソード一号……」

　なんともアレクのセンスは独特だよね……。

「まぁいいや。それじゃあそろそろ上がろうか、もうすぐ朝食だしね」

「明日もよろしくね父」

「うん。……あ、けどアレクは大丈夫かい？」

「ん？　何が？」

「最近アレクは、ずいぶん調子を崩していたじゃないか」

　ここ二週間ほど、アレクは体調を崩しがちだった。というか、体調を崩すことと復調することを繰り返していた。

　先週、体調を崩して寝込んでしまったアレクは、四日ほど寝込んでから、そのあと復調し、三日ほど元気になった。そして今週は、またしても四日ほど寝込んでしまい、そしてまた三日ほど元気になった。

　今日がその復調三日目だ。もしかすると、明日からまた寝込んでしまうんじゃないだろうか？　僕はそんなことを心配しているんだけど……。

「ああ、もう平気だよ。全然平気」

「いまのうちに、誰かを呼ぶ準備をしておいた方がいいのかなって思って……」

「呼ぶ？　呼ぶって誰を？　なんで？」

「先週はアリアが来てくれたら元気になったでしょ？　それで今週はジスレアさんが来てくれて元気になったから、次は誰を呼んだらいいのか……」

「何そのシステム……。いや、別に誰も呼ばなくていいよ、もう大丈夫だから……」

「そう？」

　アレクが弱っている間、父親なのに何もできなかったことを、僕はとても不甲斐なく思っていたんだ。

　どうもアレクは女の子が来ると元気になるっぽいので、今のうちに備えておこうかと思ったのだけど、アレクは大丈夫だという。

「ところでアレクが体調を崩したのは……世界樹のことだよね？」

「あー、うん。そうだね……」

　世界樹の許可を取らずにアレクブラシを販売してしまったことを、アレクはとても心配していた。どうやらその心配から、アレクは体調を崩すようになってしまったのだ。つまり、元はといえば僕のせい。僕はずいぶんと迂う闊かつなことをしてしまった……。

　だけど、アレクがそこまで心配することでもないと思うんだけど……。

「何度も言っているんだけど、そんなに心配しなくても──」

「あ、うん。それはもういいんだ」

「いいの？」

「うん。もう心配していない。全然平気っぽい」

「そうなの？」

　ここ二週間、あんなにも悩んだり元気になったりを繰り返していたのに、もう全然心配していないのか。

　こうまで極端に切り替えられてしまうと、むしろ僕の方がなんだか心配になってきてしまうのだけど……。

「もしかしたら、教会の信徒が全員僕の首を狙って来るかと震えていたんだけど……」

「……そんなことを考えていたの？」

　ずいぶんと恐ろしいことを考えていたねアレクは……。それならまぁ、布団にくるまって震えていたのも頷ける。

「だけどさ、よく考えたら、そんなことありえないでしょ？」

「まぁ、そうだね」

「僕とかまだ七歳の幼児だよ？　七歳の幼児に対して、そこまで躍起になるかな？　いやいや、さすがにないよね？」

「まぁ、うん」

「そこまで教会も世界樹も暇じゃないでしょ？　だからもう大丈夫。なんの問題もない」

　……アレクの言うことは理解できる。確かにそうかなって僕も思う。

　だけどそんなにも『全然平気』『全然問題ない』と繰り返されてしまうと、何故だか妙にそわそわする。本当に大丈夫なのかな、なんだか逆に僕が不安になってきてしまった……。

「父もごめんね。ずいぶん心配掛けちゃった」

「僕はいいんだけど……」

「父やみんなにも心配を掛けて、僕はいったい何をしていたのか。世界樹に怒られるようなことなんて、絶対ないのにね」

「…………」

　なんかもう、アレクを黙らせた方がいいような気がしてきた……。いや、本当に大丈夫かな……。

「いやもう本当に大丈夫。絶対大丈夫。絶対来るわけない」

　もう止やめよう。止めようよアレク……。
















　この世界に生まれて八年。僕は八歳になった。

「八年か……」

　八年というと──オリンピックやサッカーの大会が、もう二回も終わったということになる。今の地球のことは全くわからないけど、両方とも歴史あるビッグイベントだ。中止することも延期することもないだろう。

　前世でサッカーは結構好きだった。日本代表の試合はいつも見ていたし、海外サッカーなんかも見ていた。

　……だけど僕の知らない二大会がどうなったのか、不思議と気にならない。

「たぶん選手を知らないからだろうな」

　僕が知っている選手は、八年前の選手だ。八年前にベテランだった選手は引退しているだろう。中堅だった選手も代表は引退しているだろう。若手だった選手が今の主力となっているんだろうけど──

　僕はその若手だった選手達を知らない。彼らの努力を、成長を、活躍を、僕は知らない。そんな知らない選手達の大会だ。だからあまり気にならないんだろう。

　僕が知っているのは八年前まで。──八年前で、僕の地球での時間は止まっている。

「…………」

　少しアンニュイな気持ちになってしまった。

　……どうでもいいんだけど、エルフなら八年どころか八十年、下手したら八百年以上も現役を続けられるわけだ。

　どうなんだろう。やっている方も、見ている方も、さすがに飽きるんじゃないか？　少なくとも相手チームはうんざりするだろう。

　人族代表チームだか、猫人族代表チームだか知らないけど、たぶん一生同じエルフと対戦することになるぞ？　『またこいつらニャー』とか言われるぞ？

「……あんまりアンニュイな気持ちは長続きしなかったな」

　えぇと……まぁそんな感じで、基本馬鹿なことばかり考えたりやっていたりするけど、僕はこっちの世界で楽しく生きている。

　地球での時間は八年前で止まったけれど、こっちの世界でしっかり八年間生きているんだ。

「うん。まぁまぁそこそこ充実した日々を送っているよね。いろんなトレーニングとかも毎日頑張っているし」

　毎日僕なりに頑張っているのだ。弓をしたり、木工をしたり、釣りをしたり、剣をしたり。そんな八年間頑張った僕の現在のステータスが──
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　──こんな感じである。とりあえず所持スキルを伸ばそうと努力しつつも、『剣』スキル取得を目指している現状だが……どうなんだろうねぇ。

　今日も朝食前には、日課である剣の練習をした。最近は父も褒めてくれるようになったし、ちょっとずつ手応えなんかも感じるようになってきた。

　朝食後は、ジェレッド君と一緒に弓の練習もした。いつものように訓練場へ行き、代わりばんこで弓を射った。相変わらずジェレッド君と一緒に弓を射っていると、軽くイラッとさせられたりもするのだけど、それでも一生懸命矢を射った。

　ちなみにジェレッド君は、いつの間にか『弓』のスキルアーツを取得していた。『パワーアロー』だそうだ。羨ましい。

　明日は釣りに赴く予定だ。一応僕としては所持スキルを伸ばすつもりで釣りに行くのだけど、こればっかりは訓練とか練習とかいう雰囲気はしないよね……。遊んでいるようにしか見えない。

　そして今は木工だ。黙々と木工作業に勤いそしんでいる。

　とまぁ、こんな感じで、各種スキルの訓練を日々頑張っている。唯一所持スキルの中で『火魔法』は手つかずだが、こればっかりは致し方ないだろう。

「やっぱり『木工』スキルが、一番伸びているように感じるね」

『弓』『火魔法』『木工』『漁業』『剣』──やはりこの中では、『木工』の成長が一番進んでいる気がする。

　なにせかけている時間が段違いだからね。家の中でも気軽にできるし、そしていざ始めると、時間を忘れて没頭してしまう。

「結局僕は、木工職人になる運命さだめなんだろうか？」

　作ったばかりの母人形を見ながら、ついついそんなことを考えてしまう。

　ちなみにこの人形は、通算十五体目の新型母人形だ。新型なので、かなり盛っている。……かなり盛っているんだ。かなり盛っているんだけど──

「こう見ると……ディースさんの方が大きいんじゃないかな？」

　そんな気がした。おかしいな、かなり盛っているのに……。なんでだろう？　ディースさんが規格外の大きさなのか、母が規格外の小ささなのか……。

「──あ。うわぁ、やっちゃった。失敗したな……」

　うっかり変なことを口走ってしまった。さっきの台詞、天界のディースさんに聞かれているかもしれないというのに……。

　なんかこっ恥ずかしいな、言い訳しておこうかな……？

「えぇと、すみません。さっきのは──」

「お主、独り言多いのう……」

「ヒッ!?」

　突然背後から声が聞こえ、僕は飛び上がらんばかりに驚いた。急いで後ろを振り返ると──幼女がいた。

　いつの間にか僕の部屋にいた幼女は、ベッドの上で胡座あぐらをかいて、なんだか呆れた目で僕を見ていた。

　見た感じ、だいたい僕と同じくらいの年頃だろうか？　ウェーブがかった長い緑色の髪と、神秘的な緑色の瞳をもつ幼女だ。少なくともエルフには見えない。というか、その髪と瞳の色に、なんだか不吉なものを感じる……。

　どうでもいいんだけど、何故みんな僕の部屋へ無断で入ってくるのか……。天界の神様に独り言を聞かれたかと思ったけど、まさか下界で真後ろの誰かに独り言を聞かれていたとは思わなかった……。
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「一人でずーっとブツブツブツブツと……。何が『またこいつらニャー』じゃ……」

　え、それも喋っていたの？　それは地の文じゃなかったの？

「何が『黙々と木工作業に勤しんでいる』じゃ、お主はずっと喋っておったじゃろうが」

　え、それも？　そうなんだ……。もしかしたら僕は、頭の中で考えていたことを全部ペラペラと喋っていたのだろうか……。そりゃあ確かに『黙々』ではないな……。

「まぁよいわ。それで、お主がアレクでよいのじゃな？」

「…………」

「どうした？　そうなのじゃろ？」

「のじゃロリ……」

「なんじゃと？」

　いかん。なんだかいきなり失礼なことを言ってしまった気がする。特異な髪の色や、その雰囲気よりも、どうしても口調が気になってしまったんだ……。

「あ、いえ、なんでもないです」

「いや、今確かに『のじゃロリ』と言ったな？」

「えぇと……」

「よくわからんが、その『のじゃロリ』という言葉は二度と使うな、馬鹿にされておる気がする」

　別に馬鹿にはしていないんだけど……。むしろその呼称は、愛をもって呼ばれていると思うんだ。

「すみませんでした。それで、その……どちら様でしょう？」

「わしか？　わしはユグドラシルという。それで、お主がアレクで間違いないな？」

　うわー。ユグドラシルさんかー……。どうも世界樹の何かっぽい。というか、世界樹そのものなんじゃないか？

　どうしよう……。『違います』って言っちゃダメかな？

「いえ、あー……」

「どうした？　お主がアレクなんじゃろ？」

　本当にどうしよう。答えたくない。きっと世界樹捏ねつ造ぞう事件のことで来たんだ。容疑者である僕を取り調べに来たんだ。絶対来ないだろうって思ったのに、まさか本当に来るとは……。

　まいったな……。ジェレッド君あたりを指差して、『あいつがアレクです』とか言ったらダメかな？

「なんじゃ、お主の名前じゃろう？」

「えっと……」

　……いや、冷静になれ。少なくともユグドラシルさんは高圧的な態度でもないし、敵対的な姿勢も見せていない。十字軍を僕に差し向けるでもなく、わざわざ自分から話しに来たんだ。

　ならば、僕も誠実に対応するべきだ。むしろここでおかしなことを言ったら、より事態が悪化する可能性がある。

　そこまで考えて、僕は答えた──

「いえ、僕はアレクなんて人じゃないです」

　………………。

　……言ってしまった。噓が噓を呼ぶ。人はひとつ噓をつくと、その噓を隠すため、さらに噓を重ねるという。……まさにだな。

『タワシは僕が作った』から始まり、『タワシの素材は世界樹に貰った』『世界樹に作るよう指示された』などと噓を重ね、その結果『世界樹様からのお告げにより、アレクブラシ販売』なんて虚偽の広告が躍るまでになった。

　そして極め付きが今回の『一連の騒動を巻き起こしたアレク？　知らない子ですね』だ。

　……やってしまったな、どうしよう。正直に答えるべきなのはわかっていたけど、十字軍に磔はりつけにされた妄想を、つい思い出してしまったんだ。ユグドラシルさんが『アレク』に対し、どんな罰を下すのかがわからなくてつい……。

　まぁわざわざ自らが出向いてきたことや、少し話した印象からは、子どもにそこまで酷い罰を与えるとも思えないのだけど……。とはいえ、なんせ髪の色が緑だからなぁ。緑髪の人は怖い人だと、昔から相場が決まっているからなぁ……。

「うん？　お主はアレクではないのか？」

　仕方ない。もうこうなったらこの噓を貫き通してやる。毒を食らわば皿までだ。

「はい、僕はアレクじゃないです──」

「アレクー？　今いいかい？」

　僕が改めて宣言したその瞬間、部屋の外からのんきな父の声が聞こえてきた。

　……今はよくないね。うん、すごくよくない。むしろ最悪のタイミングだ！

「父！　父！　今はダメ、今はちょっと立て込んでいるから！」

「え、アレク、どうしたんだい？　何かあったのかいアレク？　ねぇアレク？　アレク？」

　何故今日に限ってそこまで名前を連呼するのか……！　もうわざとやっているんじゃないかと疑いたくなるレベルだ！

　仕方ないので、僕は急いでドアまで駆け寄ると少しだけドアを開き、その隙間から父を窺うかがう。

「あ、アレク、いったい何が？」

「今はダメなんだ。えぇと今は……木工？　うん、木工をしているんだ。木工がいい感じなんだ、僕の中で新しい風が吹いているんだ」

「えぇ……？　またミリアムが大変なことになったりしないよね？」

「大丈夫。大丈夫だから。そんなわけで今はちょっと手が離せないんだ」

　僕は部屋の中から手だけを伸ばし、父をグイグイ押しやり、部屋から離れるように促す。

「う、うん……。今月のお小遣いだったんだけど、またあとで来るね？」

「あぁ、お小遣い……。いや、僕から行くよ。これが済んだら僕から貰いに行くから。ごめんね父」

　父が部屋から離れたのを確認してから、僕は部屋のドアを閉めた。

　……最後、なんだか死亡フラグっぽくなっちゃったんだけど大丈夫かな？　しかも、『僕、これが終わったらお小遣い貰いに行くんだ』という、あんまり格好良くない死亡フラグ……。

　ひとまず僕は元の位置に戻りつつ、ユグドラシルさんの様子をこっそり窺ってみる。……なんだかユグドラシルさんは、より一層呆れた顔を僕に向けている気がした。

　えぇと、どうしようか……？

「……はい。僕はアレクじゃないです」

「………………」

　とりあえずユグドラシルさんに対して、改めて宣言してみた。なんとかならんかな？　無理かな？

「え……？」

　気が付くと、ユグドラシルさんが僕の目の前に立っていた。

　僕はユグドラシルさんをずっと見ていたはずなのに、移動の瞬間が見えなかったんですけど……？　ベッドの上で胡座をかいていると思ったら、いつの間にか僕の目の前に立っていた。催眠術とか、超スピードとかだろうか……？

　あと、僕の頭を鷲わし摑づかみにしているのはいったい……。

「えっと？　あの……？」

「たわけが」

「──いたたたたたた」

　あ、握力が！　握力がすごい！

「貴様、こともあろうにわしを騙だまそうとしたな？」

「いや、それは──いたたたたたた」

「しかも父親に名前を呼ばれておるのに、平然と『アレクじゃない』などと……わしを馬鹿にしておるのか？」

　痛い！　たぶんこの人、コインを軽々とへし曲げられる人だ！　重ねたトランプの一部をむしり取れるタイプの人だ！

「ち、違っ、違うんです！　ま、待ってください！　確か……この村にある武器屋の息子が『アレク』って名前だった気が──」

「まだ言うか貴様」

「──いたたたたたた」




「すみませんでした」

「たわけが」

　しばらくユグドラシルさんのアイアンクローを受け続けた僕だったけど、ようやく解放してもらえた。まだちょっとズキズキするんだけど、僕の頭は大丈夫だろうか？　この場をどうにか乗り切ることができたら、あとでジスレアさんに診てもらおう……。

　どうでもいいけど……世界樹様だからアイアンクローはおかしいのかな？　ウッドクロー？　……いや、まぁ本当にどうでもいいな。

「あ、そういえば、みんな僕のことを『アレク』と呼びますが、僕の本名は『アレク』ではないんですよ？」

「だからなんじゃ？」

「い、いえ、なんでもありません」

　僕の小こ賢ざかしい言い訳は一いっ蹴しゅうされた。本当に本名じゃないのになぁ。本名は確かえぇと……アレクシスって名前だ。それこそみんな呼ばないから、自分でも忘れそうになる。

　もしかして、みんな僕の本名を知らないんじゃないだろうか？　人の名前くらいしっかり覚えておいてほしいところだけど……。僕の本名をちゃんと呼んでくれるのなんて、レリーナパパくらいなものだ。

「それでアレクよ、お主には聞きたいことが山ほどある」

「はい……」

「そもそも、何故噓なぞついた？」

「その、磔にされるかと……。あと、ユグドラシルさんが怖くて……」

　もうウッドクローは嫌なので、正直に答えよう……。

「怖い？　わしがか？」

「すみません……」

「なんでじゃ？　お主に年齢も合わせてやったというのに」

　……うん？　年齢を合わせる？　それは、僕に合わせて外見を八歳児に変化させたってこと？　え、凄いな、そんなことができるんだ。アンチエイジングってレベルじゃないな。

　……なるほど。それでユグドラシルさんは、子どもの僕をむやみに怖がらせないよう、自分も子どもの姿に変身したのか。

　詐欺事件を働いた僕に対しても心を砕くほど、ユグドラシルさんは慈愛に満ちた人のようだ。

「怖がるような外見ではないと思うのじゃが」

「あ、その、髪が……」

「髪？」

「髪が緑色だったので……」

「ふむ……なるほど。まぁエルフに緑髪はおらんしの、恐れるのも無理はないか」

　そういうことでもないんだけど……まぁいいか、なんだか納得してもらえたみたいだし。

「で、磔？　別にそんなことはせんが……。つまりお主は、自分が何をしたかわかっておるのじゃな？」

「う……。はい……」

「まったく……。わしが夢に現れて掃除用具を作るように指示したじゃと？　あまつさえ、それを宣伝にして売り始めるとは……」

「その、すみませんでした……」

　正確にいえば後半のは僕じゃないんですけど……いや、受け入れよう。元はといえば僕のせいだ。その罪も甘んじて受け入れよう。

「一言文句を言いたくもなるじゃろう？　しかし、それをやったのは八歳の子どもじゃという。あまり大おお事ごとにしてやっては可哀想じゃと、こっそり出向いたのじゃが……」

「誠に申し訳ありませんでした……」

「いざ話してみると、再三再四わしを騙そうとしおって……」

「平に！　平にご容赦を！」

「その上、武器屋の倅せがれとやらを『アレク』に仕立て上げようとしおったな？」

「何なに卒とぞ……何卒、ご慈悲を賜たまわりたく……」

　確かにあれは酷かった。我が身可愛さに、ジェレッド君に罪をなすり付けようとしてしまった。ジェレッド君にはあとで謝っておこう……。

「ところで……お主、本当に八歳か？」

　げっ。

　……な、なんでだ？　何故バレた？　バリエーションに富んだ謝罪がまずかったのか？　よく考えると、『ご容赦』とか『ご慈悲』なんて言葉を使う八歳児は、あまりいないかもしれない……。

　最近はみんな僕の珍妙な言動に慣れてしまったせいか、特に指摘されることもなかったため、うっかりしていた……。

「お主……何者じゃ？」

「い、いえ、僕は……」

　ユグドラシルさんが、なんだか僕を訝いぶかしげな目で見ている……。

「例のアレクブラシとやらもそうじゃし、リバーシもお主が作ったものらしいのう？」

「そ、そうですけど……？」

　確かにタワシもリバーシも、普通の八歳児が作れるものではないだろう……。

　ど、どうしよう。さすがに本人が相手では『世界樹に貰った』が使えない。こんなときは、『インスピレーションが湧いてきたんだ』と言って誤魔化すのがいつもの僕なんだけど……今回は通じるのだろうか？　インスピレーションはここでも万能なのだろうか？

「それにお主は──『ディースさんの方が大きいんじゃないか』と言っておったな？　……ディースとは、神の名じゃろう？」

「あ……」

「お主……何者じゃ？」

　うわぁ……。そんな恥ずかしい発言で大ピンチに追い込まれるのか僕は……。

　というか、またか。姉のときに続いて、またしても僕は独り言でピンチになるのか……。

　そういえばユグドラシルさんや姉だけじゃなく、レリーナちゃん相手でもピンチになっていた気がする……。独り言について、もう少し気を付けた方がいいのかもしれない……。




　地球で育った平凡な青年佐さ々さ木きは、女神に後頭部を踏まれるという事故により命を落とした。

　佐々木を踏んでしまった女神ミコトは、お詫びとして記憶を残したまま別の世界に転生させてくれるという。

　そして佐々木は、女神ディースの管理する世界──『ディルポロス』へと転生することになった。それに加え、女神ディースは佐々木の助けになるよう、レベルが５上がるごとに、ありとあらゆるスキルとアイテムが秘められた『チートルーレット』を行う権利を授けてくれた。

　こうして『ディルポロス』にて転生した佐々木は、新たにアレクという名前を与えられ、家族に愛されながらすくすく育っていった。

　しかし、彼がチートルーレットで手に入れたタワシが騒動を起こしてしまう。アレクは転生やチートルーレットのことを両親に説明できず、タワシは世界樹から貰ったと噓をついてしまったのだ。それどころか、そのことを宣伝に世界へ向けてタワシの販売を始めてしまう始末。

　このままでは、もしや世界樹が怒って乗り込んでくるのでは──

「──なんてことを心配していた僕なのですが、本当に乗り込まれてしまいました」

「そりゃあ乗り込むじゃろ」

　そうなんだ。僕としては、『そこまで世界樹様も暇じゃないだろうし、絶対大丈夫』って結論に至ったのだけど、まさか本当に乗り込まれるとは……。

「というか、なんじゃその説明は。物語のあらすじか何かか？」

「あ、はい。アレク少年の波は乱らん万ばん丈じょう物語です」

「そ、そうか……」

　もはやユグドラシルさんに隠し通すのは不可能だと感じた僕は、洗いざらい正直に全て打ち明けた。

　姉に話したのと同じ『アレク少年の波乱万丈物語』を語ったのだけど、やっぱりユグドラシルさんもあらすじか何かに感じたらしい。

「ふーむ、なるほどのう。前世の記憶をもったままディルポロスにか……」

「はい。転生させてもらいました」

「……うん？　つまりお主、中身はおっさんか？」

「おっさん……。いや、まぁそうなんですけど……」

　それを言うならユグドラシルさんだってそうだろうに……。いわゆるロリババアってやつだ。

「なんじゃ、気を遣って損したわ」

「え？　いえ、もうだいぶ八歳児としてしか生きていないです、ほぼ八歳児です。純真無垢な八歳児ですので、どうかお目こぼしを……」

「ええい、中年がわしにすがりつくな」

　ユグドラシルさんは中年男性に厳しいな……。まぁそんなもんか……。

　というか、最近は本当にただの八歳児としてしか生きていなかった気もする。えーと、前世と合わせると……三十五歳か。エルフでも三十五歳っておっさんなの……？　人間──人族の年齢で換算すると、約三歳でしょ？　おっさんなのかな？

　逆にいえば、僕の父は三百歳を超えているけど、人族換算なら三十歳超えだ。……ってことは、父はおっさんなの？　まだ青年にしか見えないんだけど？

　……どうなんだろう。結構誰にも聞けない話題だなこれ。『父はおっさんなの？』なんて聞いたら、父はショックを受けてしまうかもしれない。

　母なんて、年齢の話題自体がタブーだ。『母はおばさんなの？』なんて聞いたら、僕はどうなってしまうのか、想像するだけで恐ろしい……。

「とにかく、ディースの力によって、この世界で生まれ変わったわけじゃな？」

「そうなります」

「それで、アレクブラシを渡されたわけじゃな？」

「そうなりま──タワシですけどね？」

「タワシ？」

　実は未だに『アレクブラシ』って名前に納得していない僕だったりする。いや、別にタワシを悪く言うつもりはないし、便利で有用な道具だとは思う。

　だからといって、自分の名前を掃除用具に付けられるのはちょっと……。

「あのブラシは、前世ではタワシと呼ばれていたんですよ」

「別にアレクブラシでいいじゃろ、この世界ではそう呼ばれておる。そもそもお主が付けた名じゃろ？」

「え？　いえ、違いますけど？　いつの間にか僕の名前を付けられていたんですよ。売れそうだからって……」

　そういえば、勝手に名前を付けられたことに抗議すらしていない気がする……。初めて名前を知って、驚いている間に世界樹捏造事件を知ったからな。その後ごたごたして、結局そのまま売ることになってしまったけど……。

　僕としては、やっぱりこの名前は遠慮したいところなのだけど……もうどうしようもないんだろうな。なんせ世界樹様が、『アレクブラシでいいじゃろ』って言っちゃったし……。

「……む？　じゃとすると、下手したらわしの名前を付けられていた可能性もあるのか？」

「あぁ、そうかもしれませんね。ユグドラシルブラシですか。インパクトはありますね」

「絶対嫌じゃ」

「…………」

　嫌なんだ……。まぁ嫌だよね、みんな嫌だよね。うん……。嫌なことをされているって、みんなが嫌がるような目に遭っているって、改めて実感した……。

「というか、そもそも何故ディースはお主にそんな物を与えたのじゃ？　その辺りの流れがわからん。えぇと、チートルーレットじゃったか？　それはなんじゃ？」

「チートルーレット──要は抽選です」

「抽選？」

「はい。異世界では大変だろうから、生き残るために必要なアイテムやスキルを与えてくれると、ただし抽選でと──」

「アレクブラシの、どこが生き残るために必要なアイテムなんじゃ？」

　そんなの僕が聞きたい。

「あ、実はレベルが５上がるごとに抽選できるんですけど、レベル５のときには良いスキルを貰ったんですよ？　『木工』スキルです」

「『木工』スキル？　ブラシと『木工』スキルか……。どっちも神からの贈り物にしては地味じゃのう……」

「まぁそうかもしれませんが……」

　実際僕もそう思った気がする。レベル10のチートルーレットでは、もっと良いものを貰えるといいんだけど……。

「ふむ。それで、お主はその『木工』スキルを使って、母親の人形を大量に作り続けておるわけか……しかも乳をでかくして……」

「…………」

　ユグドラシルさんが部屋の人形群と僕を、訝しげな目で見ている。

　そんな目で見ないでほしい。そりゃあ僕だって、そんな目で見られても仕方のない現状だとは思うけど……。

「……よく母だとわかりましたね」

「この家に入るとき、お主の両親をチラッと見たのじゃ。確かにこの人形と同じ顔じゃった。よくできている人形じゃとは思うが……」

　そういえば、ユグドラシルさんは勝手に自宅に侵入してきた。──言ってしまえば不法侵入者なんだけど、両親は全く気付いた様子がないな。

　うちの両親は剣聖様と賢者様なんだけど、それでも気付けないものなのか。さすがは神様……。

「えぇと、とりあえず人形を大量に作れと言ったのも、胸を大きくしろと言ったのも、母本人なんですけど……」

「そんな母親がおるか」

　いるってばよ……。

「こっちは誰じゃ？　こっちはお主の母ではないじゃろ？」

「ああ、姉ですね。今は家にいないですけど、姉の人形です」

「ふむ。これはいいのう、健全じゃ。まぁ、さすがに数が多すぎるとは思うが」

「そうですか」

　父もジスレアさんも、新型の母人形を見た後、旧型の母人形にやすらぎを覚えていた。ユグドラシルさんも同様に、新型母人形の後の姉人形でやすらぎを覚えたらしい……。

「それよりもですね、ひとつユグドラシルさんに伺いたいことがあるのですが？」

「うん？　なんじゃ？」

　大量の人形はどれも僕の性癖によるものではないと、しっかり誤解は解いておきたいところだが……それよりも気になることがある。

　さっきからユグドラシルさんの発言を聞いていると、ディースさんを知っているような──なにやら面識があるような口ぶりなんだ。

「ユグドラシルさんは、ディースさんを知っているんですか？」

「この世界の神じゃろ？」

　いや、それはそうなんだけど──というか、それも気になる。確かにディースさんはこの世界の神だ。それは間違いない。

　しかしそうなると、ユグドラシルさんはどういう存在なんだろう？　一応ユグドラシルさんも、僕らエルフの神って扱いなんだけど……？

「あの、ユグドラシルさんも僕らエルフの神様……なんですよね？」

「うむ、わしもこの世界の神じゃ。まぁ、ディースにその役目を与えられただけじゃがな」

「あ、そうなんですか」

　役目を与えられたっていうと……雇われ店長みたいな感じなんだろうか？

　しかしそうか、神様なのか。一応神様で合っていたのか。……良かった。なんか良かった。子どもにも優しい世界樹様が、『神様気取りの痛い人』ではなかったことに、なんとなくホッとした。

　神様でもないのに周りから神様扱いされていたり、自分も神様だと名乗っていたりしたらどうしようかと思っていたんだ。ちゃんと神様で良かった。

　実はこの点は、姉も少し気にしていたんだ。僕の転生について話したところ──

『へー、あの創造神ディースがアレクちゃんを転生させて──あれ？　え、じゃあ世界樹は？　世界樹は神じゃないの？　ち、違うの？　あの大きな木は、神っぽい感じしたよ……？』

　などといった感じで、少し戸惑っていた。微妙に姉の信仰心が揺らいでいたかもしれないのだ。

　姉が帰ってきたら、『世界樹もちゃんと神だったよ！』と教えて、安心させてあげよう。

「ちなみにユグドラシルさんは、ディースさんと会ったり話したりするんですか？」

「ほぼないのう。あやつが下界に降りることもないしのう。お主は話せるんじゃろ？」

「え？　ああ、さっき言った抽選、そのときに話せますね」

「うん？　普段は話せんのか？　さっき話しとったじゃろ？　『ディースさんの方が大きいんじゃないか』の後じゃ、上を見ながら『すいません、さっきのは──』と、言うておったじゃろ？」

　もうその『ディースさんの方が大きいんじゃないか』を繰り返すのはやめてほしいんですけど……。

「いえ、きっと見ているであろうディースさんに話し掛けただけです。会話はできません」

「見ている？」

「普段から見られているんですよ僕」

「えぇ……？」

　理解が及ばないような顔をしているユグドラシルさん。ユグドラシルさんは下々の人間を見下ろしたりしないのかな？　本体はたぶん大きな樹なんだろうから、見ようと思えば見られるのでは？

「常日頃から、ディースさんは僕を観察しているらしいです」

「えぇ……？」

「なんか見ていると楽しいらしいです」

「えぇ……？」

　さっきからユグドラシルさんが『えぇ……？』しか言わない。ずいぶん引いてる様子を見るに、ユグドラシルさんは特定の個人をウォッチングしたりはしないようだ。

　どうもユグドラシルさんは、プライバシーを尊重してくれるタイプの神様らしい。良い神様だね。

「い、今も見とるんじゃろか？」

「たぶん見ていると思いますけど……？」

　なんとなく見上げてみる僕。釣られるようにユグドラシルさんも見上げる。

　……まぁ、天井の木目しか見えないけど。

　実際はどうかわからないけど、たぶん見ていることだろう。こんな面白そうなイベントを、あの二人が見逃すとは思えない。またテレビ鑑賞感覚で、キャッキャしているんだろうな……。

「……ま、まぁよいわ」

「はぁ……」

　いや、別によくはないけどね？　そりゃあユグドラシルさんに文句を言ってもしょうがないんだけど、二十四時間三百六十五日、常に私生活を監視されている状態を、『まぁいいか』で片付けられたら、堪たまったもんじゃない。

「とにかくじゃ、それで……えーと、なんじゃったか？　どうにもお主との会話は話が脇道にそれるのう」

「はぁ、すみません」

　僕のせいだろうか？　まぁ僕のせいだろう……。

「えーと……それで、お主が抽選とやらで貰ったアレクブラシのことじゃが──」

「はい。……あ、貰ったのはアレクブラシですけど、両親には『世界樹様にアレクブラシの素材だけ渡された』と、伝えました」

「……なんでじゃ？」

「よくわかりません……なんか流れで……」

　何故かそうなってしまった。両親の中で、世界樹様は毎週パーツを送ってくるデアゴス◯ィーニみたいな扱いになっている。

「あぁそれから、同じく抽選で貰った『木工』スキルですが、これは世界樹様に貰ったとは伝えませんでした。『神様にスキルを授かった』なんて言ったら、なんだか大おお事ごとになってしまいそうだったので」

「まぁそうかもしれんのう」

「なので、夢の中に世界樹様が現れて『お前は木工スキルをもっている』と、指摘されたことにしました」

「……なんでじゃ？」

「流れで……」

「またそれか……」

　流れでそうなってしまったとしか言いようがない……。

「この世界になかったアレクブラシのことはわかる。じゃが、『木工』スキルはわしのせいにせんでいいじゃろ、何故わしを絡める？」

「すみません……」

「何故わしがお主の夢に現れて、『木工』スキルのことを伝えねばならんのじゃ」

「誠に申し訳ありません……」

　あのときは、諸々全て世界樹のせいにしてしまおうと考えていた気がする……。本当に申し訳ない。

「素材だけのアレクブラシも、スキルのことも、意味がわからんじゃろ。それで両親は納得したのか？」

「あ、父も『世界樹様がアレクに何をさせたいかわからない』って、言っていました」

「そりゃそうじゃろ……」

「最終的に『アレクブラシを世界に広めよ、世界樹様はそう言っている』なんて父は解釈したみたいです」

「言うとらん!!」

　世界樹様が憤慨しておられる……。

　けどまぁ、宗教ってそんな感じだよね。だいたい信者が勝手に神様の思惑を想像して布教するだけで……。

「えぇと、だいたいアレクブラシの顚てん末まつはこんな感じなんですけど……」

「うーむ……。大筋は把握できたが……」

　把握はできたが、納得はいっていない様子のユグドラシルさん。まぁそれはそうだよね……。

　しかしながら、僕はもうひとつ追加でユグドラシルさんにお願いしなければならないことがあるのだ……。

「それであの、転生のこと──前世のことは、両親に知られたくないのですが……」

「ふむ、まぁそうじゃのう。こんな話を聞いたら、混乱するじゃろうなぁ」

「はい。できたらそのことは、ご内密にお願いします……」

　僕は深々と頭を下げてユグドラシルさんに頼み込んだ。

「それから、アレクブラシの販売に関わった父とレリーナパパですが、二人は悪くないんです。元はといえば僕が悪いんです」

「ふーむ」

「あと、できたらアレクブラシと『木工』スキルの情報は、やっぱり夢でユグドラシルさんに貰ったことにしていただけると──いたたたたたた」

「どこまで図々しいんじゃ貴様は……」

「す、すみません……」

　まとめてお願いしようとしたら、またもやウッドクローをいただいてしまった。見た目が幼女なせいか、なんとなくユグドラシルさんは親しみやすい感じがしてつい……。

　しかし、加減してくれているのはわかるんだけど、ちょっとポンポン僕の頭を摑みすぎではないだろうか？　今では絶滅危惧種となった暴力ヒロイン並みだ。

　やっぱり明日、ジスレアさんのところで治療してもらおうか。漫画やアニメのように、『暴力ヒロインにぶん殴られて血まみれになっても、次の瞬間には何事もなく元通り』、そんなふうにはいかないんだ。

　なにせ僕は、コメディ作品の主人公じゃないのだから……。




「アレクー？　もういいかい？　まだかな？」

　部屋の外から父が、隠れんぼの鬼役のような声を掛けてきた。

　僕とユグドラシルさんがドタバタやっている間に、結構な時間が経たったらしい。そろそろ大丈夫かと父は判断したんだろう。……大丈夫なのかな？

「ええと、いいですか？」

「うむ」

「すみません」

　僕が小声でユグドラシルさんに確認したところ、ユグドラシルさんも律儀に小声で返してくれた。

「父、どうしたの？」

「そろそろご飯だよ？」

「あ、うん。えーと、わかった」

　そう返答すると、父は部屋から離れていった。

　そうか、もう夕食の時間か。……どうしたもんかな。

「その、ご飯らしいです」

「ふむ。ではお相しょう伴ばんにあずかろうかの」

「はい。……はい？」

　僕は別に、『ユグドラシル様、お夕食の準備が整いました』と伝えたかったわけじゃないのだけど……。いや、確かに夕食だとは伝えたけど、そういう意味じゃないんだ。

　というかそもそも、ユグドラシルさんの夕食は準備していない。

「えっと、食べるんですか？」

「なんじゃ、用意ができたのじゃろ？」

　むしろ世界樹様は、人間の食事を取るのか？　根から水とか吸うのでは？　というより、こっちのユグドラシルさんは分体で、本体のユグドラシルさんがしっかり吸っているんじゃないのか？

「いえ、たぶんユグドラシルさんの分は用意していないと思うのですが……」

「この体ではそれほど多くは食えん。みなの分をちょっとずつ分けてもらえればよい」

「はぁ……」

　なんか小学校のとき、給食でそんなのあったな。ぶちまけちゃったクラスの分を、他のクラスで融通するやつ……。

「なんじゃ？　お主の事情を聞くために、わざわざここまで来てやったのじゃぞ？　それくらいはしても罰は当たらんじゃろ？」

「いえ、はい。確かにそれは申し訳なかったです……」

「夕食を一度馳ち走そうになるだけで、これまでの行いも、ここでの無礼も、許してやろうと言っておるのじゃ」

「え……？　本当ですか!?」

　なんてことだ。なんて心が広いんだユグドラシルさん！

　というか、僕はわざわざ来てもらったユグドラシルさん相手に、ここでさらに無礼を働いていたらしい。……まぁ、心当たりは大いにある。

「一応はお主の事情もわかった。それにまぁ、元々は一言文句を言いに来ただけじゃからのう」

「そうですか……。ありがとうございます。じゃあ、行きましょうか？」

「うむ」

　僕とユグドラシルさんは立ち上がり、一緒にリビングに向かうことにした。

「そもそもお主はディースの使徒なんじゃろう？　さすがに使徒をわしがどうこうするのものう」

「使徒……？　いえ、別に僕はそんなんじゃないですけど？」

「なんじゃと？　それだと、少し話は変わってくるか……？」

「と、とりあえず行きましょう。きっとユグドラシルさんも満足する料理を提供できるはずです」

　話が不穏な方向に向かい始めたので、僕はユグドラシルさんの背中をグイグイ押して先を促す。

「おい、押すな」

「まぁまぁ──あ、僕の前世の話は、くれぐれも両親には……」

「わかっとる、わかっとるから……」

「お願いします、本当に前世のことは内緒でお願いしますね？　姉、ユグドラシルさんと立て続けにバレちゃって、このままだとどんどんバレていきそうな予感がするんです。どうにかここで歯止めをかけたいんです」

「わかっとる、押すなというのに……」

「絶対ですよ？　絶対言っちゃダメですよ、前世のことは絶対──いたたたたたた」




　やっぱり二人でドタバタやりながらも、僕達はリビングの前まで来た。

　さて、神様と一緒に食事か。両親にどう説明しよう？　突然夕食に人が増えただけでも大変だというのに、それが神様だからな……。

「えぇと、両親に説明してきますので、ちょっと待っていてくれますか？」

「うむ」

　とりあえずユグドラシルさんには待機してもらって、僕一人でリビングへ乗り込むことにした。

「あ、アレク、もう大丈夫なのかい？　新しい風は……？」

「新しい風って何？」

「えぇ……？」

　リビングへ入ると、父がいきなりおかしなことを聞いてきた。なんだ、新しい風って……？

「それよりね、ちょっとお客さんが来ているんだけど……」

「お客さん？」

「うん。できたら一緒に食事をしていってもらいたいんだ……」

「急に言われても困るわ」

　母が困っている。まぁ急に言われたら困るよね。僕なんか急に真後ろにいられたんだから、すごく困ったよ……。

「見ての通りいつもの食事だし、お客さんに出せるような……いや、待ってミリアム、そういう意味じゃ──」

　父が口を滑らして、母にとんでもない目で見られていた。

「ママの料理はいつも美味しいし、お客さんもすごく喜んでくれると思うんだ！」

「そう……？　そうね、そうかもしれないわね」

　父の失敗を逆手に取って、僕は話を進めた。おまけに『ママ』呼びのダメ押しで、母は喜んでいる。……父は若干恨めしそうな目で僕を見ていた。

「じゃあ呼んでくるね？」

「というか、お客さんって誰なの？」

　お客様は神様です。




　そうして始まったユグドラシルさんとの食事会。両親と僕、そしてユグドラシルさんがテーブルについた。

　父は若干緊張しているような気がする。というか、ユグドラシルさんを見た瞬間、かなりテンパっていた。まぁ父も世界樹捏造事件の関係者だからな、ユグドラシルさんが家に乗り込んできたと知ったら、それは動揺もするだろう。

　何やら『あぁ僕のせいだ。僕があのときアレクを黙らせておけば……』などと、よくわからないことをぶつぶつとつぶやいていた。

　一方母は──いつも通りだ。まったくもって平然としている。さすが母……。

　さておき、夕食だ。メニューはシンプルにパンとスープ。パンはいつものライ麦パンで、スープはいつもの謎肉に、人参とジャガイモ。……人参とジャガイモが入っていると、カレーか肉じゃががちょっと食べたくなるなぁ。

　メニュー自体は特別な物ではないが、母は料理上手なので、ユグドラシルさんもきっと喜んでくれるはずだ。

　余談だが、異世界でジャガイモといえば、『芽に含まれた毒を指摘することによって、安全性を確保し、世に広める』──ってのが、異世界転生者の定番ムーブだと思う。

　ご多分に漏れず、僕もジャガイモを持った母を見かけたときには、急いで指摘しようとした。しかし、芽の部分をナイフでくり抜きながら『何？』と聞き返した母に、僕は『なんでもない』と答えるより他なかった……。

「うむ、美味い。お主なかなかの腕じゃな」

「ありがとう」

　どうでもいいジャガイモの思い出を振り返っているうちに、食事会が始まっていた。とりあえずユグドラシルさんは料理に満足してくれているみたいだ。さすが母。

　それはともかく、母がいつも通り過ぎてビビる。仮にも神様であるユグドラシルさんを相手にタメ口とは……。父も驚いた顔で母を見ている。

「ところで世界樹様。その、今日はどういったご用件で？」

「うむ」

「やはり、アレクブラシの件でしょうか……？　僕なりに、世界樹様の考えに沿えるよう行動したつもりだったのですが……」

　父の敬語も珍しいな……。いつも穏やかで柔和な表情の父だけど、今回ばかりは真剣な表情をしている。

　そういえば父は世界樹様のことで、ずいぶん頭を悩ませていたらしい。そして、自分なりの答えを出して行動したんだ。その行動が正解だったのか否か、気になっているはずだ。

　……いやまぁ、間違っていたんだけどね。そもそも、『世界樹に渡された』って前提からして違うからなぁ……。

「うむ。それはじゃな──」

「ち、父は本当に世界樹様のことを考えて行動していたんです！　決して自分の利を求めたわけじゃないんです。それだけはどうか……」

　僕は居ても立っても居られなくなり、父を擁護した。

「アレク……。いえ、もし僕が間違っていたのなら、どうか僕に罰を……！」

「父……！　世界樹様、そもそもの発端は僕です！　罰なら僕に！」

　なんとなく始まった父と子の感動的なシーン。ユグドラシルさんも、慈愛に満ちた目で僕らを見ている──かと思ったけど、そんな目を向けられているのは父だけで、僕の方は胡う散さん臭そうな視線を送られている。

　この差はなんだろう……。今日のちょっとした会話で、僕は信用ならない人物と認定されてしまったのだろうか？

「落ち着け。別にお主らをどうこうするつもりはない。まぁ、わしの名を使ってアレクブラシを売るのはやめてもらいたいところじゃが」

「そう……ですか、申し訳ありません……」

「あー、まぁ、わしも説明不足じゃったな。────アレクにブラシを作らせたときに、きちんと説明したらよかったのう」

　ユグドラシルさんが、僕をチラリと見てからそう言った。どうやらユグドラシルさんは、僕の話に合わせてくれるみたいだ……。

　なんて……なんて優しい神様なんだろう……。『森と世界樹教会』に入るつもりはないけれど、個人的にユグドラシルさんを信仰してもいいような気すらしてきた……。

　この感謝を、どう伝えればいいんだろう……。とりあえず、ユグドラシルさんの人形を彫ろうかな……。

「ず、ずびばぜん……。人形、人形彫ります……」

「意味がわからん……」

　思わず涙声で宣言して、ユグドラシルさんに気味悪そうな目で見られてしまった……。

「終わった？　そんなことより早く食べなさい」

　いろいろあったのに──いろんなことが目の前で繰り広げられていたというのに、『そんなことより』と言い切ってしまういつも通りの母に、やっぱりビビる。さすが母だ……。さす母……。




「プリンがあるわ」

　その後、なんとなく穏やかな夕ゆう餉げが進む中で、唐突に母が宣言した。

「え？」

「今日作ったプリンがあるわ」

「え、あ、そうなんだ」

　プリン──これを広めるのも異世界転生者の義務だろう。異世界に来たからには、作らなければならないお菓子だ。

　まぁ他にも転生者が作らなければいけない料理はたくさんあるのだろうけど、前世で料理なんてからっきしだった僕では、プリンだけで精一杯だった。

　正直プリンも結構な難問だったけど、なんとか頑張った。──というか、母が頑張ってくれた。『なんか砂糖を焦がす？』やら、『牛乳と卵と砂糖を混ぜて蒸す？』という僕の曖あい昧まいな説明にもかかわらず、見事プリンを作り上げてくれた母には感服する。やっぱりあれなのかね、母は料理スキルとかもっているのかね。

「だけど三つしかないわ」

「そうなんだ」

　異世界でもプリンは三個パックなのか。

「私とユグドラシルちゃんで二つ、残りは一つだけ」

　ユグドラシルちゃんて……。

　とりあえず三つのうち二つは、母とユグドラシルさんで確定らしい。いや、別にいいんだけどね。作ったのは母だし、お客さんに食べてもらうのも普通だろうし。

「えぇと、父が食べていいよ？」

「え、いいよ、アレクがお食べ」

「けど父、プリン好きでしょ？」

「いや、僕は大丈夫だから……」

　なんとなく譲り合いを始める僕と父。ほのぼのとしたやり取りが続く。

「のう、プリンとはなんじゃ？」

「持ってくるわ」

　ユグドラシルさんの疑問に答えるべく、母はテーブルから離れ、冷蔵庫型魔道具へ向かった。

　その間も、僕と父は譲り合いを続ける。父は結構な甘いもの好きなので、たぶん僕が食べることになったら、食べられない父はずっと悲しそうな顔をしていることだろう。僕としては、そんな父の顔を見ながらプリンを食べる気にはなれない。

　とはいえ、父も父で、子どものおやつを取り上げるような真ま似ねはできないのだろう。そんなわけで、双方譲れない譲り合いが続く。

「これよ」

「ふむ、見たことないのう」

　母が、木の器に入ったプリンを持ってきてテーブルの上に置いた。

「これはもしや、アレクか？」

「そう、アレクが考えた」

　一応は、僕が考えたことになっている。

　ちなみに、『どうやってプリンを考えたの？』『プリンという名前はどこからきたの？』等の質問を母から投げかけられたときに、僕は大層慌てた。プリンを作ることだけに苦心していたため、何も考えていなかったのだ。

　どうしたものか困っていると、プリンの器が木製だったことに気が付き、『木工スキルによるインスピレーション』で誤魔化した。……むしろ誤魔化せたことにビックリした、どんだけ万能なんだインスピレーション。

「なるほどのう、アレクが教えたのか」

「えぇと、はい、まぁ」

「それは前世──」

「ちょちょちょ!?」

　あれだけ前世のことは言わないでって繰り返し伝えたのに！　なんでいきなり暴露しようとしているの!?

　……まさか、繰り返したからか!?　繰り返したからフリだと考えたの!?

「な、なんじゃ？　お主の前世──」

「ちょっと、ユグさん!?」

「前世──」

「うぉおい！」

「前──」

「うわあぁああああぁ!!」

「ガッ」

　僕は手に持っていたライ麦パンで、ユグドラシルさんの顔面をぶっ叩いた。

　もう、どうにかして黙らせなければいけないと思ったんだ……。とっさに手が出た。手に持っていたライ麦パンを、繰り出してしまった。

　食品を凶器に使うなどと、昨今の日本ではすぐさま炎上しそうな行為だったが、仕方がなかったんだ。

　ちゃんと使用したライ麦パンも、あとでアレクが美味しくいただくので、どうか許してほしい──

「アレク！」

「何すんじゃ貴様！」

「──いたたたたたた」

　痛い！　またウッドクローだ！　というか母も怒っている！　結局この世界でも炎上するんじゃないか！




　ユグドラシルさんの綺麗な顔を、ライ麦パンでフッ飛ばした。──それにより、ユグドラシルさんが口を滑らせかけた『前世』という発言は、有う耶や無む耶やにすることができた。

　しかし、母お手製のライ麦パンを凶器として使ったことで、僕は母にしこたま怒られることとなる。途中で『前世』が禁句だったことを思い出したユグドラシルさんが、『ま、まぁまぁ……』と仲裁に入ってくれたが、母はガン無視で僕を叱りつけた。

　ついでに罰として、プリンは僕ではなく父に与えられた。……まぁ、それはそれで願ったり叶ったりなのだけど。

「す、すまなかった。ついうっかりしておった……」

「いえ、僕こそユグドラシルさんの顔をライ麦パンで……」

「いや、それは別に構わん。……そういえば、つい怒りに任せてお主の顔を摑んでしまった、それもすまなかった」

　ちなみにライ麦パンは、あの後でちゃんと美味しくいただいた。神様を殴ったライ麦パン……なんだかご利益がありそう。

　そんな感じでいくつか波乱はあったものの、なんとかユグドラシルさんとの夕食会は終了し、僕は自室へ戻った。ユグドラシルさんも僕の後ろを付いてきて、二人で一緒に反省会をしていたわけだ。

「ところで、ユグドラシルさんは──」

　いつまでいるんですか？　……とは、さすがに聞きづらいな。いやけど、なんかもうずっと一緒にいる気がするんだよね……。

　ユグドラシルさんと一緒にいるのはせいぜい半日くらいなんだけど、なんだか幼おさな馴な染じみのジェレッド君より長い時間を一緒に過ごしている気がする……。まぁ、それはジェレッド君の影が薄いだけかもしれないけど……。

「なんじゃ？」

「いえ、えぇと……夕食は満足していただけましたか？」

「うむ。お主の母は料理が上手いのう。それにプリンも美味かった」

「そうですか、それは良かったです」

　とりあえず夕食は美味しく召し上がっていただけたようで、何よりだ。

「それでじゃ、わしからもお主に聞きたいことがあるのじゃが」

「はい？　なんでしょう？」

「夕食前に少し話したことじゃが……お主はディースの使徒ではないのじゃな？」

　う、やはり誤魔化せていなかったか……。とはいえ、さすがに今さら『使徒じゃないなら、やっぱり罰を下すのじゃー』なんてことはないだろう……ないよね？

「ええ、まぁ、そうです。僕は使徒なんてのじゃないです。特に使命を帯びていたりもしませんし、自由に生きています」

「ふむ、そうか……」

　ぽつりとつぶやいてから、ベッドの上で考え込むユグドラシルさん。

「あの……？」

「……お主には前世の知識があり、この世界にはなかった物を生み出した。抽選とやらも同じじゃ、この世界にはなかった特殊な技能や道具を、お主は取得できるわけじゃ」

　僕としては、そこまで大したことはしていないつもりだったけど……。とはいえリバーシもタワシも売れているらしいし、もしかしたらそこそこ世界に影響を与えていたのだろうか？

「そうであるにもかかわらず、お主は自由じゃ。神の鎖にも繫がれておらん」

「はぁ」

「ディースはそれで良いと考えたのじゃろう。……わしはそのディースに神の役目を与えられただけじゃが、それでも一応はこの世界の神じゃ。──わしは、聞いておかねばならん。お主がこの世界で何を目指し、何を為なすつもりなのかを」

「えぇと……」

　なんだか、いつになくシリアスな感じじゃないか……？

　かつてないほどシリアスなシーン……だというのに、僕の脳裏に浮かんだのは前世の就職活動の記憶だ。なんとなく、面接を思い出してしまった。志望動機を聞かれているような、入社後に何をしたいか聞かれているような、そんな錯覚を起こしてしまった……。

　就活に失敗してニート生活に突入した僕としては、なかなか苦い記憶なんだけど……。

「……その、これといって特に何も考えていませんでした」

「…………」

　うん。面接でこんなこと言ったら確実にアウトだよね……。

『入社後に、どんなことをやりたいですか？』

『特にないです』

　ダメだな。これはダメだ……。

「あ、その、とりあえず村のみんなと楽しく生活できたら、僕はそれだけで……」

　面接官の心証が悪くなる前に、ちょっとだけ付け足して回答してみた。

「ふむ……。まぁそうじゃの。確かにお主は、そこまで大それたことを考えているようには見えん」

　それは褒めているの？　いや、褒めてはいないよね？

「まぁ転生前にはディースさんにも『穏やかで平凡な生活を送りたい』なんて伝えていましたし、これまで通り平凡で人畜無害なエルフとして生きていこうかと……」

「すでに、わしには若干迷惑がかかっておるがな」

「あ、す、すいません。基本は、基本的には人畜無害なエルフだと思うんです。前世の知識を活いかして、ちょっとした小物なんかは作ったりしていますけど……」

「ふーむ……そういえば、この部屋にも見慣れん物が数多くあるのう」

　ユグドラシルさんが僕の部屋をキョロキョロと見渡した。……なんか前にもこんなことがあったな。あれはレリーナちゃんのときだったか。あのときは、彼女の深い闇を見てしまったけど……。

「ずっと気になっておったのじゃが、これはなんじゃ？」

「セルジャン落としですね」

　僕の部屋へ来た人は、ほぼ全員が気にせずにはいられない、とてもキャッチーなアイテムだ。

　アイテム自体はキャッチーだが、逆に僕から距離を置こうとする人が出ないか心配になってしまう、そんなアイテムでもある。

「やはりお主の父か……。しかしこれは……」

「こうやって……木槌で胴体を弾はじいて、父を頭だけにする玩具おもちゃです」

　僕は父の胴体を弾いて実践してみせた。

「…………これも前世の玩がん具ぐか？」

「はい」

「お主のいた世界とはいったい……」

「結構ポピュラーな玩具でした」

「恐ろしい世界じゃ……」

　なるほど。ユグドラシルさんには地球産の玩具おもちゃだと説明できるから、僕自身が引かれることはないのか。それは良い。代わりに、地球のことをだいぶ勘違いさせてしまった気もするけど。

「あ。もしよかったら、父じゃなくてユグドラシルさんver.も作りますけど？」

「絶対嫌じゃ」

「そうですか……」

　まぁそうか……。長らくダルマの代役を務めてきた父も、いよいよお役御免かと思ったけど、まだまだ現役を続けてもらわないといけないようだ。

「他に何か面白い物は……む、これがリバーシじゃな？」

「そうですね」

「ふむ。ルールは知っておるが、実物は初めて見るのう。ひとつ付き合ってくれんか？」

「嫌です」

「そうか、ありがたい。では早速────なんじゃと？」

　まさか断られるとは思っていなかったのだろう。結果として、ユグドラシルさんにノリツッコミのような真似をさせてしまった。

「すみません……。実は僕、リバーシが凄く弱くてですね、この世界で勝利したことがないくらいなんです」

「そうなのか？　リバーシも前世の遊具なのじゃろう？　なのに弱いのか？」

「僕もルールを知っているくらいで、殆どやったことはなかったんですよ」

　将棋なら……将棋ならやっていたんだけど……。

「うむ。ならばわしと条件は同じじゃな、やるぞ？」

「えぇ……」

　あんまり気が乗らないんだけど……いや、まぁいいか。ユグドラシルさんには結構な迷惑をかけてしまった。にもかかわらず、ずいぶんと便宜を図ってもらった。これで少しでも恩返しできるというのなら、喜んでプレイしようじゃないか。

　それに、もしかしたら勝てるかもしれない。異世界での初勝利を収めることができるかもしれない。それが神様相手だなんて凄いことだ。神様に勝ったなんて、もしかしたら歴史に残る出来事かもしれない。

「わかりました。じゃあ、やりましょうか」

「うむうむ」

　楽しそうだなユグドラシルさん。なんだか普通の幼女みたいだ。

　しかしながら手加減はしない。ユグドラシルさんだって、別に接待プレイを求めているわけでもないだろう。本気でいかせてもらう。そして僕は、初勝利を収めるのだ。

　──こうして僕とユグドラシルさんは、夜遅くまで地球産の遊具で遊ぶこととなった。

　僕がリバーシの連敗記録を大きく更新した後は、ヨーヨーやけん玉、コマなんかも引っ張り出してきて、二人で楽しんだ。

　……それにしても、この人本当にいつまでいるんだろう？　帰らなくていいのかな……。まさかこのままなし崩し的に、ドキドキ同棲生活がスタートしてしまうのだろうか……？





[image: ]






　チュンチュンというすずめの鳴き声で、僕は目を覚ました。

「……ん、んん？」

　起きたばかりの僕の目の前には、緑が広がっていた。──といっても別にここは草原でも森の中でもない、自室のベッドだ。

　一瞬何かと思った緑は、ユグドラシルさんの緑髪だった。

「神様が僕の隣で寝ている……」

　ユグドラシルさんと、一夜を共にしてしまった……。

　まぁ別にそんな色気のある話でもないのだけど、というかユグドラシルさんの見た目は八歳児なのだから、色気を感じることはない。むしろ色気を感じたらまずい。

　さておき、どうやら遅くまで二人で遊んでいるうちに、僕達は同じベッドで眠ってしまったようだ。

「それにしても、普通に寝ているなユグドラシルさん」

　世界樹様でも普通に寝るんだね。たぶん僕と同じように寝落ちした感じだと思うんだけど、世界樹様でも普通に寝落ちするんだね……。

「ちゃんと呼吸してる……」

　なんとなくユグドラシルさんを観察する僕。小さな寝息が聞こえ、胸がゆっくりと上下しているのが見てとれる。

　世界樹様でも普通に呼吸するんだね……。もしかして、二酸化炭素を吸って酸素を吐いていたりするんだろうか？

　ぼんやりとそんなことを考えながらユグドラシルさんを見ていると、僕の視線を感じたのだろうか、ユグドラシルさんの目が開いた──

「な、なんじゃ貴様!?」

「──ふぐッ」

「ぬぅ、ここはいったい……？　うん？　アレクか？」

「ごふ、ごふ……」

「あ、すまぬ……」

　非常に強烈な前蹴りを腹部にいただいてしまった……。僕は業界の人ではないから、これをご褒美とはとても思えない。あの細い足に、いったいどれだけの力が秘められているのか、昨日食べたライ麦パンが出てしまいそうだ……。

　ユグドラシルさんは、たった一人で暴力ヒロインの復権でも目指しているんだろうか？　なんだか僕に対する攻撃性が無駄に高い。

　そういえば昨日はコマやヨーヨーなんかでも遊んだのだけど、無む闇やみ矢や鱈たらと僕にぶつけてきたな……。それは暴力ヒロインではなく、ドジっ子属性な気がするんだけど……？

　とりあえずあれだ、やっぱりジスレアさんのところへ行きたい。強くそう思った……。

「だ、大丈夫か……？」

「大丈夫です……」

　あんまり大丈夫じゃない。喋るのもつらいし、しばらくは立ち上がれそうにない。少なくともテンカウント以内に立ち上がるのは無理そうだ。ボディブローは地獄の苦しみと聞くが、まさにだな。

「すまぬ。驚いてつい……」

「いえ、こちらこそ……」

　よく考えたら、幼女の寝姿をまじまじと観察して、寝息を聞いたり胸元を凝視するなんてのは、紛れもなく変態の所業。

　そんな変態が起きたら目の前にいたのだから、驚いて前蹴りを叩き込んでしまうのも納得だ。

「えぇと、とりあえずおはようございます」

「うむ、おはよう。いい朝じゃな？」

「そうですねぇ……」

「起きんのか？」

　ダメージの回復まで、もうちょっと待っていてくれますか？




「朝食も美味かったのう」

「そうですねぇ」

　どうにか回復した僕は、リビングで家族と朝食をとろうと部屋を出る際に、ユグドラシルさんにも『食べますか？』と聞いたところ『うむ』とのことで、一緒に食べてきた。

　食事中、なんだか僕を見る両親の視線が微妙に痛い気がした。息子が部屋に女の子を連れ込んで朝まで一緒にいたら、あんな目にもなるだろうか？

　だけど僕はまだ八歳の幼児なんだし、そんな心配をしなくても──いや、八歳のうちからそんな不健全な生活をしていたら、逆に心配もするか……。

「ところでアレクよ、わしはこの村──メイユ村じゃったか？　メイユ村に来たのは初めてでのう」

「あぁ、そうなんですか」

「できたらお主に案内してほしいのじゃが？」

「それは別に構いませんが……」

　どうやらユグドラシルさんパートはまだ続くみたいだ。今日はジスレアさんのところで治療してもらおうと思っていたんだけど、ちょっと難しいかもしれない。さすがにユグドラシルさんが一緒なのに、治療してもらうのは気まずい。

「ですが、特別何もない村ですよ？　まぁ僕は外に出たことがないので、他の村のことはわからないですけど……」

「構わんぞ？　そういう民の何気ない日常を見守るのも、神の役目じゃ」

「あ、なんだか神様っぽいですね？」

「神じゃからな」

　そんな軽口を叩き合い、二人でキャッキャッと笑い合う。

　なんだかユグドラシルさんとは、ずいぶん仲良くなれた気がするなぁ。……しかしそうだな。どうせならユグドラシルさんには、僕だけではなくメイユ村のこともよく知ってもらって、この村や村の人達のことを好きになってもらいたい。

　──よし。ならば今日一日、僕はコーディネーターとして頑張ろう。頑張ってユグドラシルさんに村を案内して回ろうじゃないか。

「じゃあ、まずはどこへ行きましょう？　何か希望はありますか？」

「ふーむ、やはりまずは教会かの？」

「おぅ……」

　教会か……。頑張って案内しようと意気込んだばかりだけれども、いきなりの難所だ。

　教会を管理している人は、あんまり信仰心を感じられないような人なんだけど……信仰対象を上手くもてなすことができるだろうか……。

　まぁ仕方がない。とりあえずは教会へ向かおう。あとはどこかな？　ジスレアさんの診療所と、ジェレッドパパのホームセンターとかかな？　逆にいえば、この村にはその辺りしか見どころがない気もする。

　他にどこか僕が案内できるような場所はあったっけかな？　……訓練場とか？　一応見てもらう？　……いやけど、ぽつんと存在する米俵型の的を見せられても、ユグドラシルさんだって困るだろうしなぁ。

「えーと、ではまぁ、とりあえず教会へ向けて出発しましょうか」

「うむ」

　というわけで、僕達は部屋を出て玄関へ向かう。

　しかし、よく考えたら──って言い方はアレだけど、一応は──って言い方はもっとアレだけど、とにかく、ユグドラシルさんはエルフ達の神様なわけだ。

　ともすれば、村人が集まってきて騒ぎになったりするかもしれない。そうなった場合、僕はユグドラシルさんのガードマンにもならなければいけないだろう。結構責任重大だ。

　まぁ、この村の人達はみんな穏やかで優しいから、そんな大変なことにはならないと思うけど。

　少しだけ気になるといえば──レリーナちゃんだ。

　今現在ユグドラシルさんは、見た目だけなら僕と同じ八歳の子どもだ。同じ年頃の女の子と一緒に歩いているところをレリーナちゃんに発見されたら…………ちょっと怖いな。

　しかも僕は、ユグドラシルさんを守らなければいけない立場なのだ。怒って詰め寄るレリーナちゃんから、ユグドラシルさんを守るように立つ僕とか……まずいよね、火に油を注ぐことになりそう。

　……いや、大丈夫、きっと大丈夫だ。あの日、あれほど献身的に僕を看病してくれたレリーナちゃんを思い出せ。たぶん大丈夫、大丈夫だと信じたい。基本的には優しい子だから。分厚い月刊少年漫画雑誌は、必要ないはずだから……。

　けどやっぱりちょっと怖いので、今はあんまり会いたくはないかもしれない……。そんなことを思いながら、僕が玄関の扉を開けると──

　目の前にレリーナちゃんがいた。
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　僕とユグドラシルさんは、教会へ到着した。

「何事もなく着いてよかったですね？」

「あったじゃろうが！」

「…………」

　……まぁ、あったといえばあった。

　教会へ向かうため、僕はユグドラシルさんと一緒に家を出た。……というよりも、家から出ようとしたその瞬間に、遊びに来たレリーナちゃんと鉢合わせしたのだ。

「なんじゃったのじゃ、あの娘は……」

「その、普段は優しくて良い子なんですよ？　ただ、ときどき我を忘れるといいますか……」

「忘れすぎじゃろ……」

　まだ朝も早い時間だった。朝早くに、一緒に連れ添って家を出る男女──そんな決定的瞬間を、レリーナちゃんに見られてしまったのだ。

　しかし意外や意外、レリーナちゃんは能面のような顔にはならなかった。

　──普通に般はん若にゃのような顔になっていた。

　コーディネーター兼ボディガードの僕は、ユグドラシルさんを守るため、レリーナちゃんの前に立ち塞がることを余儀なくされる。その様子を見て、案の定レリーナちゃんはさらに激げき昂こうした。

　その結果──

『お兄ちゃんどいて！　そいつこ──』

『ちょ、だめだレリーナちゃん！　それ以上いけない！』

『離して！　離してお兄ちゃん！』

『ゆ、ユグドラシルさん！　いったん家の中へ！』

『な、なんじゃ!?　いったいなんなのじゃ!?』

『シャーッ！　フーッ！　フーッ！』

『れ、レリーナちゃん？　な、なんだか人間性すら失われているんだけど……？　お、落ち着いて？　戻ってきてレリーナちゃん──って、力強いな！　ち、父ー！　父ー！　手を貸してー！』

　……みたいなことになった。

　それから僕はユグドラシルさんがどういう存在で、何故ここにいるのかをレリーナちゃんに説明した。『あの人は神様だから。別にそんなおかしな関係じゃないから』と必死に伝え、レリーナちゃんをなだめ続けた。

　彼女が怒りをしずめ、人間性を取り戻すまで、おそらく二時間はかかっただろう。

　余談だが、もちろん『同じベッドで一夜を共にした』なんてことは伝えていない。そんなことを知ったら、レリーナちゃんは人に戻れなくなってしまう……。

「出発前にちょっとしたゴタゴタはありましたが、ちゃんと着くには着いたことですし……」

「何がちょっとしたゴタゴタじゃ、大騒ぎじゃったろうが……」

　ちなみに遊びに来たレリーナちゃんは、申し訳ないけど家に帰ってもらった。

　いくら彼女が落ち着いたとはいえ、ユグドラシルさんと一緒に三人で行動するのは難しいと判断した。さすがに護衛対象と警戒対象の同伴は、ボディガードである僕の負担が大きすぎる。

「まぁとにかく教会へ着いたので、中へ──あ」

「どうした？」

「いえ……ちょっと待っていてもらってもいいですか？」

　……このままユグドラシルさんを教会の中に入れるのは、まずい気がする。

　ユグドラシルさんは、ある意味教会のトップだ。たぶん中のローデットさんはいつも通り残念な感じだと思うから、このままだとローデットさんは、会社のトップから直じき々じきにお叱りを受けることになってしまう。

　僕はあのゆるい感じのローデットさんを好ましく思っているんだ。叱られてローデットさんが更生するようなことがあったら──いやまぁ更生することは良いことなんだろうけどさ……。というか、あんまり更生するとも思えないけど……。

「なんじゃ、どうした？」

「いや、その、準備があるかもしれないので、少々お待ちいただいても？」

　少し迷ったが、やはりローデットさんが叱られるように仕向ける真似もしたくない。

　というわけで、少し待つようユグドラシルさんに伝えた。

「準備？　なんのじゃ？」

「えっと、やはり世界樹様を迎えるにあたって、それなりの体裁というか、準備は整えたいかと……」

「いらんいらん。少し話をして、日頃の苦労をねぎらってやるだけじゃ。そこまで大おお事ごとにするつもりはない。……というか、お主はどこの立場で話しておるのじゃ」

　同じ村人としての立場かな……。一応世話にもなっているし、怒られているところを見るのは忍びない。

　しかし、『ねぎらう』か。やっぱり会社の社長と社員のような関係らしい。まぁ、ねぎらわれるような活動をローデットさんがしているかどうかは、ちょっとわからないけど……。

「いや、しかしですね、いきなりだとローデットさんもびっくりすると思うんですよ」

「ローデット？　あぁ、ここの修道女がそんな名前じゃったな」

「はい。ローデットさんも自らが信仰する世界樹様との対面となると、気持ちの準備も必要かと」

「いらんというのに、ほれ行くぞ？」

「あ、ちょ──」

　ユグドラシルさんは僕の制止も聞かず、教会のドアを開け、中へ進んでしまった。

　だ、大丈夫かな……。い、いや、まだ怒られると決まったわけじゃない。もしかしたらローデットさんが真面目に仕事をしている可能性だってあるんだ。かなり期待薄だけど、一応は可能性がある。

　とりあえずローデットさんが真面目に仕事をしていることを祈ろう。幸いにもここは礼拝堂で、祈るにはピッタリの場所だ。

「おーい、ローデットとやらー。おるかー？」

　ユグドラシルさんがローデットさんの名を呼びながら礼拝堂を進む。僕も祈りながらその後に続いた。

「む？」

「どうかしましたか？」

「礼拝堂で寝とる不届き者がおるな」

「あぁぁぁ……」

　ユグドラシルさんの視線の先。長椅子で寝ているローデットさんの姿を、僕も確認した。

　レリーナちゃんといいローデットさんといい、何故この村の人達は、こうも神様に喧嘩を売るのだ。……あ、僕もか。僕も含めてだわ。なんて村だ。

「えぇと、その人がローデットさんです」

「えっ？　……寝とるが？」

「寝てますね……」

　一瞬だけ、『その人はローデットなんて人じゃないです』作戦を決行しようかとも思ったが……すでに『僕はアレクなんて人じゃないです』作戦が失敗していることを考慮し、作戦は中止した。

　同じ轍てつを踏みたくはない。というか失敗する未来しか見えなかった。

「こやつが、この教会の修道女なのか？」

「そうです……」

　相変わらず口を半開きでだらしなく眠るローデットさん。これにはユグドラシルさんも呆れ顔だ。

「いつもこんな感じなのか？」

「いや、それはその──あ！　あれを見てください！」

「ん、なんじゃ？　……箒ほうき？」

　僕は目ざとく、ローデットさんが寝ている長椅子の側に、箒が転がっていることを発見すると指差した。

「はい。箒です！　つまりローデットさんは、掃除の途中だったんです！」

「そのようじゃが……何故お主がそこまで興奮しているのかわからん」

　あれ？　いまいちユグドラシルさんの反応が鈍いな……。『ローデットさんが掃除をしていた』──これがどれほどの奇跡か、ユグドラシルさんはいまいちわからないらしい。

「だってこれは、ローデットさんが掃除をしていたってことですよ……？」

「……つまりこの女は、掃除をしただけで驚かれるような──それだけ普段から怠けておるというわけじゃな？」

「え？　えぇと、いや、それは──あ」

　ユグドラシルさんが、いつの間にかローデットさんの顔面を摑んでいた……。

「たわけが」

「──!?　痛い痛い痛い！　痛いですー!!」

　あぁ、無惨な……。せっかく久しぶりに頑張っていたローデットさんだったのに……。

　おっと、のんびり眺めていないで止とめてあげよう。ウッドクローはとても痛いのだ。その痛さは、僕もよくわかっている。

「落ち着いてくださいユグドラシルさん。少し待ってあげてください」

「ぬ？」

「事情を、まずは事情を聞きましょう」

「……事情？」

　ひとまずは僕の願いを聞き入れ、ユグドラシルさんはローデットさんを解放してくれた。

「事情とはなんじゃ？」

「えーと……礼拝堂で寝ていた事情をですね、まずは聞いたらどうかと」

「それに事情があるのか？」

　たぶんないと思う。

「まぁまぁ、ここではなんですから応接室に移動しましょうか、あっちです」

「何やらお主は、ここの教会に慣れておるのう……」

　そりゃあまぁ、隔週で通っているからねぇ。

「ローデットさんも行きましょう、大丈夫ですか？」

「うぅ、痛いですー……。いったい何が起きたんですか……？　気持ちよく寝ていたはずなのに……」

　あんまり今は余計なことを言わないでもらえると助かる。それがローデットさんのためでもあるのだ。

　とにかく三人で移動を始め、僕は応接室の扉を開ける。

「お邪魔しまーす」

「邪魔するぞー」

「お邪魔しますー」

　ローデットさんの台詞としてはおかしいような気もするのだけど、僕とユグドラシルさんにつられたのか、ローデットさんもそんな挨拶をしながら部屋へ入った。

「じゃあ、僕とユグドラシルさんはこっちに座りますので、ローデットさんはそちらへ」

「はいー」

　僕はユグドラシルさんと並んでソファーに座り、ホスト側のローデットさんは、テーブルを挟んだ対面のソファーへと座ってもらった。

　この座り位置も、わざわざ応接室に移動したのも、実は僕の作戦だったりする。アンガーマネジメントってやつだ。前世で聞いたのだけど、怒りのピークは六秒だという。あえて移動する時間をとることで、ユグドラシルさんに落ち着いてもらおうと思ったのだ。

　そしてこの座り位置、テーブルを挟んだ状況なら、再びローデットさんがウッドクローをくらうこともないだろう。僕はそう考えて──

「痛い痛い痛い！　痛いですー!!」

「えぇ……」

　隣に座っていたはずのユグドラシルさんが、いつの間にかローデットさんの隣に現れて、ウッドクローを決めていた。

　いろいろ考えて、上手く行動したと思ったのにな……。

「ゆ、ユグドラシルさん落ち着いてください」

「ええい止めるなアレク、こやつ完全に教会の応接室を私物化しておるぞ」

「え？　あぁ、それで……」

　ソファーには枕やら脱ぎ散らかした服やら、テーブルにはコップやらお菓子やらが散乱している。私物化していると言われても仕方がない状況だ。

　どうもこの応接室を見たことで、新たな怒りを呼んでしまったらしい。

「この部屋を見ればわかる。こやつに事情などない。ぐうたらなだけじゃ、単に眠いから礼拝堂で寝ていただけじゃ」

　まぁたぶんそうなんだろうけど……。

「そ、それでも落ち着いてください。まずは……あれですよ、自己紹介から始めませんと」

「……自己紹介？」

「いきなり知らない人から顔面を摑まれても、何がなんだかわかりませんって、反省のしようもないですよ」

「ふぅむ……」

　僕の話に納得してくれたのか、渋々ローデットさんを解放したユグドラシルさんは、歩いてこちらのソファーへ戻ってきてくれた。

「えぇと、大丈夫ですかローデットさん？」

「痛いですー……。いったいなんなんですか……？　今日は比較的片付いている方だと思うんですけどー……」

　あんまり余計なことを言わないでもらえると助かる。それがローデットさんのためでもあるのだ。

「では、まずは双方自己紹介から始めましょう」

「……うむ。わしは、ユグドラシルという」

「はぁ、ユグドラシルさんですかー。私はこの教会を管理している、『森と世界樹教会』メイユ支部の修道女ローデットですー。よろしくお願いしますー」

「…………」

　あんまりユグドラシルさんが誰だかわかってないっぽいな。あと、この状況で『この教会を管理している』という発言は、火に油を注いでいる気がする。

「えぇと、ユグドラシルさんはあれですよ、神様なんですよ」

「神様？」

「そうです。神様──世界樹様なんですよ」

「世界樹様……？　あ、え、そうなんですか？　ユグドラシルさんが、あの世界樹様なんですか？」

「そうですそうです。とても偉い人なんです」

　エルフの神であり、教会のトップでもある。ローデットさんからすると、ダブルだ。ダブルでトップだ。

「はー、そうなんですかー。今日はいったいどうしたんですか？」

「む？」

「今日はどうしてこんなところへ？」

「…………」

　教会を『こんなところ』って呼んじゃうのは、ちょっと止やめた方がいいかもしれない。

　それにしても、教会に入る前は『ちょっとねぎらってやるだけ』と、ユグドラシルさんは言っていたが、真逆の結果になってしまった。ねぎらわれるどころか、いきなりウッドクロー二連発だからな。

　しかもこのままだと、さらにウッドクローを追加される予感しかしない。さすがにそれはちょっと可哀想な気もする……。

「いや、待ってくださいユグドラシルさん。ちょっと僕の話を聞いてください。こういうですね、ローデットさんの朗らかな部分が村の人達に愛されている所以ゆえんでして──」

「そうですかね？　そうかもしれないですね。愛されてますー」

「なんというか、教会というものを堅苦しく捉えず、自然に接することができる。そういう効果もですね──」

「あると思いますー」

「それによって、教会や世界樹様を、より身近に感じられるという結果にも──」

「繫がってますー」

　うるさいなローデットさん。合いの手がうるさい。

「はぁ……もうよい。ローデットよ、くれぐれも教会の品位を貶おとしめるような行為は慎むことじゃ」

「はい、大丈夫ですー」

　どこからその自信が……。

「ところでその、ユグドラシルさんは世界樹様の現うつし身なんですかー？」

「そうじゃ……」

　へー、現し身っていうんだ。

「わー、凄いですー。初めて見ました、小さいんですねー？」

「…………」

　さすがローデットさんだ。ユグドラシルさんが圧倒されている……。

　さっきまでは顔面を摑まれて涙目だったというのに、このフレンドリーさ……。ある意味ちょっと凄いことかもしれない。

「……ま、まぁ、こういう誰に対しても明るく友好的なところが、ローデットさんの美点でして──」

「美しい点ですー」

「もうそれ止めい！」

　なんだかコンビ芸みたいになり始めた僕のフォローとローデットさんの合いの手だったが、ユグドラシルさんはお気に召さなかったようだ。

「それにしても、アレクは妙にローデットを庇かばうというか、お主ら仲がいいのう」

「はい、仲良しなんですー。アレクさんはいつも私に会いに来てくれて、お金を──」

「鑑定してもらってるんです！　教会にはちょくちょく鑑定してもらいに来ていて、ローデットさんとは頻繁に会うので、それで……」

　僕は慌ててローデットさんの言葉を遮った。たぶん子どもからお金を巻き上げる行為は、教会の品位を貶める行為だと思うから……。

「今、金がどうのと……」

「ま、まぁまぁ……」

「そういえばアレクさん、今日は鑑定しないんですかー？」

　疑念を抱いたユグドラシルさんを誤魔化していると、ローデットさんが尋ねてきた。

　鑑定か。そりゃまぁせっかく教会に来たのなら、鑑定したいところではある。とはいえ、今日の僕はユグドラシルさんのコーディネーター兼ボディガードだからね。私的な行動は慎みたい。

「いえ、今日はユグドラシルさんの案内ですので」

「別に構わんぞ？　いつもやっておるのじゃろ？　したらよい」

「あ、そうですか……？　えぇと、じゃあ、ちょっとお願いしてもいいですかね？」

　僕はユグドラシルさんの厚意に甘え、鑑定をすることにした。

　というわけで、いつも通り硬貨を取り出し、ローデットさんへ手渡す──

「では、こちらをどうぞ」

「ありがとうございますー」

「いえいえ──あ」

「…………」

　ユグドラシルさんが見ているというのに、いつもの流れでお金を渡してしまった……。流れるようにお金を渡してしまった……。

　長年の習慣とは恐ろしいな。ついさっき、自分で誤魔化したというのに……。

「や、やっぱり労働には対価が必要だと思うんです……」

「それはそうじゃが……」

　ローデットさんが立ち上がり水晶を取りに行っている間に、僕はユグドラシルさんに弁解する。

「いや、ローデットさんも最初は遠慮したんですよ？　僕が無理を言って受け取ってもらっているんです」

「そうは見えんかったが……」

「それに、こういった寄付がないと、教会も成り立たないのでは？」

　まぁ、この寄付は教会へ流れていないと思うけど。

「うーむ……。しかし、子どもから金を取るのは……」

「いえ、僕も中身は中年男性ですから……」

　自分で中年男性って言うのもなんだかなぁ……。

「むー……」

「どうしたんですかー？」

　ローデットさんが水晶を持って戻ってきた。ユグドラシルさんはまだ納得いかない様子だったが、僕は強引に話題を変えることにする。

「いえ、なんでもありません。さぁ鑑定、鑑定しましょう！　たぶんペース的に、もうすぐレベルが７に上がると思うんですよね」

「頑張ってくださいー」

「ありがとうございます」

「むー……」

　ユグドラシルさんはまだむーむー言っていたが、ひとまず放っておき、僕は水晶に魔力を流した。

　さぁどうかな？　本当にそろそろレベル７に上がる頃だと思うんだけど──
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「えっ」

「えっ」

「えっ？」

　……何故か僕のレベルは、二つも上がっていた。

　そのことに驚く僕とローデットさん。そして、あまり状況を理解していないのか、僕らが驚いた様を不思議そうに見るユグドラシルさん。

　というか、僕も状況がわからない。なんでいきなりレベルが二つも上がっているんだ？

「何をそんなに驚いておるのじゃ？」

「いえ、もうすぐレベル７に上がるかと思っていたんですけど……」

「ふむ、レベル８じゃな」

「そうなんですよ……」

　僕は六歳でレベル５になり、七歳でレベル６になった。一年で一つレベルが上がるペースだったんだ。なので八歳になった今、そろそろレベル７に上がれるんじゃないかと予想していたんだけど……。

　それが、なんでレベル８？　いきなりレベルが二つ上がって、年齢にレベルが追いついてしまった。いったいどうなっているんだ？

「とりあえず、おめでとうございますー」

「え？　あぁ、ありがとうございます」

「けど不思議ですねー。前回はレベル６でしたよね？　ここ一週間で何かあったんですか？」

「うーん……」

　ローデットさんの言う通り、一週間前は確かにレベル６だった。つまり、僕はたった一週間で一年分の経験値を稼いだ計算になる……。

　けれど僕自身は特に変わったことをした記憶はない。いつも通り剣と弓の練習、あとは釣りや木工をしていただけだ。

　変わったことといえば──

「ここ最近で変わったことといえば、ユグドラシルさんが訪ねてきたことですか……」

「うん？　わしか？」

「はい。……というか、それしか考えられないのですが？」

　仮にも神様だからな。ご尊顔を拝はいしただけでボーナスとか、そんなことがあったりするのでは？

「わしは特に何もしとらんが……」

「ユグドラシルさんが何もしていなくても、例えば……会っただけ、話しただけで、あるいは同じ空気を吸っただけでレベルが上がる──そういうことってないんですか？」

「ないわ。わしをなんじゃと思っとるんじゃ」

　神様だし、それくらいあっても別におかしくはないと思うんだけどな……。

「一緒に遊んだり、一緒に寝ることによってレベルアップ──なんてことも、やっぱりないんでしょうか？」

「ないわ」

「一緒に寝る？」

「え？　いや、まぁ……まぁその……」

　ローデットさんの前だというのに、迂う闊かつなことを言ってしまった……。現在ユグドラシルさんは、見た目だけなら可愛らしい幼女だ。そんな幼女と一緒に寝るとか、事案だし通報ものだ……。

　あ、だけど僕だって見た目だけなら幼児じゃないか。なら許されるんじゃないか？　見た目だけなら幼児と幼女の、ほのぼのした可愛らしい光景だと思うんだ。……まぁ、実際の中身は中年男性とババアだけれども。

「と、とにかくですね、ユグドラシルさんが関係しているのは間違いないと思うんです」

「ふーむ」

「あとユグドラシルさんと一緒にしたことといえば…………あ、ウッドクローか！」

　それだ！　神様のウッドクローを受けたことでレベルが上がったんだ！

「ウッドクローってなんじゃ？」

「間違いないですよ！　『生命力』が上がったことからも、ウッドクローがレベルアップの要因だと推測できます」

「のう、ウッドクローってなんじゃ？」

「はー、そうなんだ。ずいぶん痛い思いをしたけど、受けてよかったなウッドクロー」

「なんじゃと聞いておるのじゃ！」

「──いたたたたたた」

　それだよ！

「そ、それです！　それのことです！」

「うん？」

「いたたたた……。えぇと、ユグドラシルさんの顔面を摑む攻撃を、ウッドクローと名付けてみました……」

「顔を摑む攻撃……？　あぁ、今のか」

　ついつい興奮して、ユグドラシルさんの質問をスルーしてしまった。それに憤慨したユグドラシルさんだが、質問に答えたらすぐに離してくれた。

「というか、変な名前を付けるな」

「すみません……」

「あ、私もウッドクローを受けたから、もしかしたらレベルアップしていますかねー？」

「変な名前で呼ぶなというに……」

　とにかくだ、僕がレベルアップした理由はわかった。おそらくウッドクローを受けたこと。それと──ライ麦パンだ。

　ユグドラシルさんからウッドクローを受けたり、ユグドラシルさんをライ麦パンで殴ったことにより、僕は大量の経験値を得たのだ。つまり強敵から攻撃を受けたり、逆にこちらから攻撃を仕掛けたことで僕のレベルが──まぁ攻撃といってもライ麦パンだが……。

　さておき、レベルが二つ上がったことで、ステータスは六つ上がった。『筋力値』『生命力』『器用さ』が、それぞれ二つずつの上昇だ。僕が予想するに、これは──

「たぶんレベル７のレベルアップボーナスで、『器用さ』が二つ、『筋力値』が一つ上がったんだと思います。これは僕が普段からやっていた剣、弓、釣り、木工の練習が影響しているのかと」

「ふむ」

「そしてレベル８のボーナスでは、ウッドクローをいただいたことにより、『生命力』が二つ上昇。そして、ユグドラシルさんをライ麦パンで殴ったことにより、『筋力値』が一つ上がったんだと思います」

「…………」

「え、なんでライ麦パンで……？」

　ユグドラシルさんはむっつりと黙り込んだ。まぁ、『お前の顔面をぶっ叩いて、レベル上がったぜ』と言われたら、いい気はしないかもしれない。

　対してローデットさんは不思議そうに聞き返した。まぁ、『お前が仕える神様を、ライ麦パンでぶっ叩いたぜ』と言われたら、そりゃあ不思議そうに聞き返すだろう。というか、怒ってもいいと思う。

「ありがとうございましたユグドラシルさん。ユグドラシルさんに顔面を摑んでいただいたおかげで、レベルが上がりました」

「う、うむ……」

　……なんだか若干引かれている気がする。痛めつけられてるのに『ありがとうございます』なんて、まるで業界の人みたいだしな、引かれるのも無理はない……。

　しかも相手は幼女だ。幼女に暴行を受けての『ありがとうございます』は、なかなかに業ごうが深い……。

「それにしてもユグドラシルさんは凄いですね。あのちょっとした攻防で、相手のレベルを上げてしまうとは」

「攻防などと呼べるほど、大層なものではなかったと思うが……」

　僕がウッドクローを受けたのは……四回かな？　たったそれだけでレベルが上がるとは──あぁ、よく考えたらウッドクロー以外にも前蹴りされたりコマやけん玉をぶつけられたりもしたっけか？

　まぁ、それでも凄いことには変わりはない。なにせ一年分以上の経験値だからな。凄いね。とても凄い。世界樹式パワーレベリングってやつだ。

　なんというかさすがだな、さすが世界樹様だ。やっぱり世界樹様なんて、作品によってはラスボスでもおかしくないもんな。そんな世界樹様と当時レベル６の僕、たぶんレベル差はとんでもない開きだっただろうし、そりゃあ余計に──

「レベル差……。ふむ、レベル差か……」

「うん？　どうしたアレク？」

　実際のところ、ユグドラシルさんのレベルとかステータスって、どんなもんなのだろうか？　全然想像が付かない。たぶんとんでもない数値なんだろうけど……。

「この水晶って、ユグドラシルさんでも鑑定できるんですかね？」

「……なんでじゃ？」

「いやその、ユグドラシルさんのステータスを見てみたいなーって」

「……嫌じゃ」

　可愛らしくおねだりしたのに、にべもなく断られてしまった。愛くるしい八歳児のおねだりだというのに、つれないな。……中身が中年男性だとバレているせいだろうか？

「ダメですか？　あ、もしかしてお金ですか？　わかりました。鑑定代は僕が払いましょう」

「違うわ、たわけが」

「そうなんですか？　ではいったい？」

「そもそもステータスなぞ、他人に見せるものではないじゃろ。それを見たがるとは──スケベじゃな、お主」

「…………え？」

　え、何その価値観……？　そういう感覚なの……？

　──って、僕は毎回ローデットさんに見られているんだけど？

「あの……」

「……ち、違いますよ？」

　思わず僕がローデットさんに視線を送ったところ、ローデットさんは否定した。どうも違うらしい。

「それは決まりなんですー。一応教会の決まりなんですー……」

「決まりですか？」

「そうですー。教会で誰かを鑑定する場合、終わるまでその場に留とどまるって決まりがあるんですー。まぁその、水晶もそこそこ貴重な物なので……」

「あぁ、なるほど」

　要は盗難防止のためか。持っていかれたりしないように、その場で見ていなきゃいけないわけだ。

　ローデットさんもその決まりに従っただけで、別にスケベでもなければ、僕にスケベなことをしていたわけでもないらしい。うっかり勘違いして、むしろ軽い興奮なんぞを覚えてしまうところだった……。

「それはわかりましたけど、そもそもステータスってそういうものなんですか？　知らなかったんですが……」

「他人のステータスは、見たり聞いたりしないのがマナーですー」

「そうなんですか……。あれ？　ユグドラシルさん？」

　自分は鑑定を拒否したのに、僕の鑑定結果は平然と見ていたけど……？

「わ、わしは神じゃから……」

「…………」

　いつだったか、女神のミコトさんもそんなことを言っていたな……。

「……えぇと、とりあえず僕も、あんまり他人にステータスを見せない方がいいんですかね？」

「そうですねー、もしかしたら悪用されちゃうかもですー」

「なるほど」

「まぁこの村ではそんなこと起きそうにないですけどねー」

　そう言ってローデットさんはコロコロ笑う。まぁここは平和な村だしねぇ……。

　とはいえ、少し軽率だったかもしれないな。ステータスは自身の生命線だ。そのステータスを他人に知られてしまうことの危険性を、もっと考えるべきだった。

　もし自分のステータスが敵に筒抜けだった場合、僕は大変な苦戦を強いられることになるだろう。ならばステータスは、可能な限り秘匿すべき情報だ。

　前世で読んでいた異能バトル物の漫画でもそうだった。自分の能力を敵方にベラベラ喋る──そんな奴がいただろうか？

　……あれ？　結構いた気がする……？




　兎にも角にも、僕の鑑定も終わった。

　ユグドラシルさんがローデットさんに、『これからはしっかり仕事に励むのじゃぞ』と、改めて指導してから、僕らは教会を後にした。

「…………」

「なにやら難しい顔をしておるな、どうした？」

「え？　あ、すみません。レベルが上がったことで、ちょっと思うことがありまして……」

　いかんいかん。今はユグドラシルさんを案内中だというのに、物思いに耽ふけってしまった。

「ふむ、思うこと？」

「……はい。今までのペースでは無理だと思っていたのですが、これなら十歳までにレベル10に到達することも、夢ではないかなと」

「十歳までにレベル10……？　何かあるのか？」

「『初狩り』と、例の抽選です」

「初狩り？　あぁ、あったのう、そんな行事。確か初狩りは十歳の誕生日じゃったか？」

　エルフは十歳の誕生日に、初めて狩りを行う。──それが『初狩り』の儀式だ。

　そして、狩った獲物をその日のうちに食べて、誕生日を祝うってのが慣例らしい。

「しかし、初狩りと例の抽選に、なんの関係があるのじゃ？」

「簡単に言えば──初狩りの前にレベルを10に上げて、抽選で有用なスキルかアイテムを手に入れておきたいんです」

「？」

　ユグドラシルさんが不思議そうにしている……。キョトンだ、キョトンとしている。

　え？　僕、そんなにおかしなことを言ったかな？

「初狩りじゃろ？　別にそんな準備はいらんと思うが……？」

「そう……ですかね？」

「うむ、お主も弓は使えるのじゃろ？　なら別に、スキルもアイテムもいらんじゃろ……」

「はぁ……」

　まぁ、ゆるい儀式だとは聞いている。ユグドラシルさんの認識で間違っていないのだろう──本来ならば。

　問題は──僕が異世界転生者だということだ。

　転生者の初バトル、何も起きないはずもなく……。おそらく結構なアクシデントに巻き込まれるに違いない。

　たぶん本来いるはずのない強大なモンスターなんかが現れて、みんなが慌てふためく中、異世界転生者の僕が強力なチートであっさりと解決するんだ。

　──そのためにも、僕は今のうちに強力なチートを取得しておきたい。……もはや何を言っているかわからないと思うが、こちらとしては至って真剣だ。

　……考えすぎかな？　というより、むしろ妄想だろうか？　いや、妄想なら妄想でいいんだけれどさ。

　でも、異世界転生ってそういうもんじゃないの？　初バトルのアクシデントをチートであっさり解決して──『また僕なにかやっちゃいました？』と、言い放つ。……違うのかな？　まったくもって妄想なのかもしれないけれど、もしもこの予想が当たってしまった場合は大変だ。

　なにせ僕が現在所持しているチートは、タワシと『木工』スキル。どうしようもない。どう考えても強大なモンスター相手に活躍できるようなチートではない。そもそもチートですらない。

　なので僕は、できることならチートルーレットで戦闘用の強力なチートなんぞを取得しておきたかったのだ。

「やっぱり不安なので、抽選はしておきたいです」

「まぁ戦いに備えて、己を鍛えることは良いことじゃと思うが……」

「ユグドラシルさんに摑んでいただいたおかげで、初狩り前にレベル10を狙える状況になりましたし、せっかくなので頑張ってみようかと思います」

「う、うむ……」

　あ、世界樹式パワーレベリングなら、すぐにレベル10まで上がるかな？

　いやしかし、僕をなぶってくれとお願いするのもさすがになぁ……。だからといって、またライ麦パンでユグドラシルさんを殴るってのも論外だし……。

「何か良いレベル上げの方法ってないですかね？」

「モンスターを倒すことじゃろ」

「それ以前の状況なんですが……」

　まぁいいか。あと一年以上あるんだ、地道に頑張ろう。

　それでももし間に合わなそうならば──

「…………」

「また難しい顔をしておるな？」

「はい、いざとなったら……おままごとをやろうかと考えていました」

「……意味がわからん」

「獲得経験値が多いらしいんですよ……」

　女神のミコトさんが、前にそんなことを言っていた。

　とはいえ、さすがにそれは最終手段だ。もうレリーナちゃんもおままごとをやる年齢ではないしね……。まぁ、お願いしたらレリーナちゃんは喜びそうだけど。





[image: ]






　教会への訪問が終わったあとは、ジェレッドパパのホームセンターや、ジスレアさんの診療所などを訪問した。ついでに道中で出会った村人達の紹介なんぞもしつつ、僕はユグドラシルさんに村を案内した。

　村の人達もそうだったけど、ジェレッドパパもジスレアさんも、なんだか少し緊張している様子だった。

　ジェレッドパパなんて、普段はまず使わない敬語なんて使っていた。ちょっと面白かったので、ニヤニヤしながら見ていたら睨まれた。次行ったときには、何かしら文句を言われる気がする。

　そんなこんなで、やっぱりエルフにとって世界樹様は特別な存在なんだと実感する。……逆に考えると、いつも通りで平然としていた僕の母は、やっぱりちょっと変わっているんだと実感した。

　その後は、普段僕が木を買っている木材屋さんや、普段僕が釣りをしている川に寄ってみた。

　木材屋さんはともかく、川は微妙だったかもしれない。ユグドラシルさんからは、『……うむ、川じゃな』という感想しかいただけなかった。いや、仕方ないじゃないか、観光名所なんてものもない、至って普通の村なんだから……。

　とにかく、そんなメイユ村観光ツアーも、いよいよ最後の目的地だ。

「ここが、最後に案内する場所です」

「うん？　何もないが？」

「ええまぁ……。とりあえずここは、村の訓練場となります」

「……何もないが？」

　ユグドラシルさんは周りをキョロキョロ見回してから、再び同じ質問を繰り返した。川に引き続き、やはりここも案内するような場所ではなかったか……。

「えぇと、あそこに一応米俵──じゃなくて、弓用の的があります」

「ん？　んー？　あぁ、あるのう」

　というか、それしかない。だがしかし、あの的があるということで──あの的のおかげで、なんとかこの場所は訓練場としての面目を保っているのだ。

「ふむ、弓か……。今、弓を持っておるか？」

「え？　ええ、マジックバッグに入っていますけど」

　ボディガードを自称しているので、一応持参した。絶対必要ないだろうとは思いつつも、一応持ってきている。

「では、わしに一射見せてくれんか？」

「今ですか？　それは別に構いませんが……」

　まぁ最後にしてはあまりにも盛り上がりにかける場所だし、それくらいの余興はいいか。

　とはいえ、エルフとしてはまだまだ拙つたない僕の弓だ。それで余興になるのかはわからないけど……とりあえず頑張って射ってみようか。

「えーと、どの辺りから射うちましょうか？」

「そうじゃな……もう少し近寄ってよいぞ？」

「そうですか？」

　マジックバッグから取り出した弓と矢を持ち、そろりそろりと米俵型の的に近寄る。

「うむ、その辺りでいいじゃろ」

「はい。では、射ちます」

　米俵までの距離は、だいたい八十メートルほど。普段僕が練習している距離とほぼ同じだ。これなら外すことはないだろう。

　いつものように弓を構え、矢を番つがえ、弦を引き──

「やー」

　お、ど真ん中に的中した。準備運動も何もしていない最初の一射で、しかもユグドラシルさんに見られていたりと、ちょっぴり厳しめな条件だったにも関わらず、見事に的中だ。

　良かった良かった。最後の最後で良いところを披露できた。なにせユグドラシルさんには、ずっと残念なところばかり見せていた気がするからね。

「うむ、見事じゃ。……若干掛け声が気にはなったが」

「母直伝なんですが……」

　……うん？　別に伝えられてはいなかったっけ？

「まぁ声を出しながら訓練するのは悪いことではないじゃろう。スキルアーツでも声は必要じゃからな」

　そうなのだ。スキルアーツは音声入力だか音声認識だかで発動する。つまりは、『技名を叫んで必殺技』方式だ。

　そのため、弓でもスキルアーツを使うときには声を出しながら矢を射たなければいけない。この部分はジェレッド君も苦労していた。

　残念ながら僕はまだ弓のスキルアーツを取得できていないけど、声出しの部分で苦労することはないだろう。何故か毎回『やー』などと口にしながら射っていたからな。

「それにしても、綺麗に中心を射抜いたのう」

「ありがとうございます」

「うむ。これなら──初狩りも問題ないじゃろう」

　ユグドラシルさんがバチーンとウインクを飛ばしながら、太鼓判を押してくれた。

「ユグドラシルさん……」

「うむ」

　そうか……。僕が初狩りに対して、ちょっとナーバスになっていたから……。そんな僕を励ますために、ユグドラシルさんは僕に弓を射たせたのか……。

「……でもやっぱり不安なので、レベル10は目指したいと思います」

「…………」

　ユグドラシルさんが、なんだか裏切られたかのような顔をしている……。いやけど、噓を吐つくのもどうかと思って……。

　せっかくウインクまでサービスしてくれたのに、なんだか申し訳ない……。最後の最後の最後で、どうにも締まらない結末になってしまった。矢の方は、ビシッと真ん中に的中したのになぁ……。

　──こうして僕はユグドラシルさんに村を案内し終わり、『歓迎、世界樹様！　メイユ村観光ツアー！』は終了を迎えた。

　とりあえずユグドラシルさんは満足してくれたのか、『世話になったのう、ではまたいつか』と言い残し、村を去って行った。どうやらドキドキ同棲物語も始まらず、長かったユグドラシルさんパートも、これで終わりのようだ。

　ユグドラシルさんは仮にも神様で、たぶん滅多に会える存在ではないのだろう。とはいえ、僕は長い時を生きるエルフ。ユグドラシルさんの言うように、またいつか会えることもあるかもしれない……。

　ありがとうユグドラシルさん、さようならユグドラシルさん、いつかまた逢う日まで──！





■第二章幕間　隔週の天下り






「え？　……いや、え？」

「久しぶりじゃのうアレク」

「久しぶりというか……え？　二週間ぶりですよね？」

「うむ」

　わしが初めてアレクと出会い、そして別れてから二週間。二週間ぶりにわしは、アレクの元を再び訪れた。

「いや……えー……」

「なんじゃその反応は」

　仮にもエルフの神であるわしを前にして、その反応はどうなのじゃ。せっかく忙しい合間を縫って来てやったというのに。

「あ、すみません。再会できたのは嬉しいです、いや本当に」

「そうじゃろう？」

「ですが、正直ここまで早く再会できるとは思っていませんでした。下手したら、何百年後とかになるかなぁって……」

「ふむ？」

「やっぱりユグドラシルさんは神様なわけで、もっと忙しい人なのかと思っていました」

「…………」

　その言い方じゃと、まるでわしが暇人のようなのじゃが？

「それで、今日はどうしたんですか？」

「ん？　うむ。ふと、アレクは今頃何をしておるかと思ってのう」

「はぁ……」

　何やらわし自身、本当に己が暇人のように思えてきたのう……。

「でじゃ、お主もお主で……本当に何をしておるのじゃ？」

　わしが部屋の扉を開け、アレクと再会したとき、こやつは大層驚いた顔をしていた──と同時に、わしも少々驚いた。

　こやつはいったい、何をしておるのじゃ……？

「はい？　何を……？　あぁこれですか、これはあれです、フラフープです」

「フラフープ？」

　アレクは腰の辺りで、木製の細い輪っかをくるくると回していた。腰をくねくねと動かしながらくるくると……。

　なんとも奇妙な動きじゃが、どうやらその輪っかの名称がフラフープというらしい。

「木工シリーズ第二十五弾『フラフープ』です」

「ふむ……」

　木工シリーズか……。アレクは自分が作った木工作品を『木工シリーズ』などと呼び、番号を割り振る趣味がある。

　フラフープが二十五弾というのじゃから、少なくとも二十五の作品があるのじゃろう。その全てを知っているわけではないが……木工シリーズ第八弾がセルジャン落としということだけは知っている。否が応でも覚えてしまった。

「それでそのフラフープは……なんじゃ？」

「なんじゃと申されましても……うん？　実際なんなんですかねこれ。玩具、なんですかね……？」

　わしに聞かれても……。

「健康器具だったりするのかな……。なんか健康にも良いらしいですよ？」

「それをくるくる回しているのが、健康にいいのか？」

「はい。まぁ逆に腸ちょう捻ねん転てん──だっけかな？　なんか内臓にダメージがいくって話もありますが」

「どっちなんじゃ」

「確か、内臓がどうのこうのってのは、根も葉もない噂だったと思います。なんでまぁ、健康に良いんじゃないですかね？」

　ふーむ。何がどうなって健康に良いのかは知らんが、運動にはなりそうな気がする。アレクも今、じんわりと汗をかいておるようじゃ。

「それもお主の前世にあった物か？」

「そうですね。何やらとんでもない流行を巻き起こしたと聞きます」

「それがか……」

「いやもう本当に、本当に尋常じゃないほどの大流行だったと聞きます」

「そこまでか……」

　ただの輪っかにしか見えんが、それほどまでに流は行やった物なのか……。セルジャン落としといい、フラフープといい、こやつが元いた世界はよくわからんのう……。

「ふふふ、どうですユグドラシルさん。そろそろユグドラシルさんもフラフープを試してみたくなってきたんじゃないですか？」

　くねくねと腰を回しながら、ニヤニヤとわしに語りかけるアレク。変態にしか見えんな……。

「というわけで、どうぞお試しください」

「ふーむ」

　アレクはフラフープを止め、わしに差し出してきた。ひとまず受け取って、輪の中に体を通してみる。

　まぁ試しにじゃ、試しにちょっと──あぁなるほど、これなんじゃろうな……。見ていたら、自分も試してみたくなる物じゃと思う。同じように思った人間が、アレクがいた世界にも大勢おったのじゃろうなぁ……。

「では試しに……こんな感じじゃろうか？」

「お、やりますねユグドラシルさん」

「む、そうか？」

「案外上手く回せない人も多いっぽいですよ？」

　くるくると腰でフラフープを回し始めたところ、アレクがわしを称賛した。まぁこれでもわしは神じゃからな。この程度、造作もない。

「それでどうですか？」

「何がじゃ？」

「実際に回してみて、どんな感じですかね？」

「……ふむ。興味深い」

「微妙によくわからない感想なのですが……。とりあえず悪くはない感じでしょうか」

　うむ。興味深い。

「ちなみに父にも試してもらったんですよね。父は結構楽しいって言ってました」

「なるほど」

「傍はたから見ると結構奇っ怪な動きではあったりしますが、みんなに喜んでもらえたようで嬉しいです」

　アレクがニッコリと笑いながらそんなことを言う。わしの姿を見て、奇っ怪とか言う……。

　まぁわしもアレクの姿を見て変態じゃと思ったからな、そう言い返されても、仕方がないのじゃろうか……。




「というわけで、約束通りユグドラシルさんの人形も作り始めたんですよ」

「ふむ」

　別に約束ではなかったと思うが、アレクはわしの人形を木で作り始めたらしい。──というか、現在もその作業中である。しばらくわしがフラフープをしている姿を見ていたアレクじゃが、いい加減飽きたのか、わしの人形を彫り始めた。

　これでもわしは神なのじゃが、その姿を見るのに飽きるとは……。しかも会話をしながら、別の作業を始めるとは……。

　しかし、あまり不快にも感じない。もしかしたらアレクがローデットについて語っていたことは、こういうことなのじゃろうか？　アレクはローデットについて、『堅苦しくなくていい』『自然に接することができる』そんなことを言っておった。

　アレクも今わしに対して、ずいぶんと自然体で接しておる。それをわし自身、悪くはないと感じている。

　あのときのアレクの言葉は、適当な口からでまかせじゃとばかり思っておったが、あるいは真実なのじゃろうか……。

「それでですね……ユグドラシルさん？」

「ん？　あぁ、なんじゃ？」

「僕の人形はその人を再現するだけなので、その人のイメージがしっかり頭にないと、上手く作れないんですよ」

「そういえばそんなことを言っておったな」

「そういう意味では、今日ユグドラシルさんに来てもらえて助かりました」

　ふむ。アレクはこちらをチラチラ見ながら、作業をしている。つまり頭の中にわしのイメージとやらをしっかり刻み込んで、それから木を削っておるのじゃろう。

「……ん？　いや、今か？　今のわしをか？」

「はい、そうですけど」

「え、それはまずいじゃろ」

　わしは今、八歳の子どもの姿をしておる。この村に来る前にあえてこの姿にしたわけじゃが、そんな子ども姿の人形を作られるのは……。

　いや、それだけならまだしも、今わしはフラフープを回していて……。

「まさかお主、フラフープを回しているわしの人形を作るつもりか？」

「あ、はい。イメージがもう、そんな感じで……」

「いや、まずいじゃろ。それはまずいじゃろ」

「まずいんですかね……？　もうだいぶフラフープを回す姿でイメージが固まってきちゃったんですけど……」

　そもそも、そのイメージで固定されるのがイヤなんじゃが……。お主もさっき、奇っ怪な動きとか言うておったじゃろうが。

「捨てよ、そんなイメージは」

「はぁ……じゃあそろそろ違うことでもしますか？」

「うん？」

「フラフープ以外で、何かしませんか？」

　わしはもう少しやりたかったんじゃが……。まぁ仕方ないか、このままでは奇っ怪なイメージが付いてしまうらしいからのう……。

「何しますか？　ジェ◯ガとかしますか？　……どうしてもというなら、リバーシでもいいですよ？」

「ふーむ、そうじゃのう」

「なんだったら外に行きますか？　フリスビーとか……あ、釣りもいいですね。例の川で釣りとか。あの川はただの川ですが、釣りもできるんですよ？」

　何やらいろいろ候補を出してくるアレク。こやつはいろんな遊びを知っておるのう。殆ほとんどは前世であった遊びのようじゃが、この分だと他にもわしの知らん遊びを数多く知っていそうじゃ。

　ふむ……。これはやはり、しばらくはこの村に通わねばならんようじゃな。いや、別に遊びたいだけではない。この世界の神として、こやつのもつ知識を吸収せねばならぬ。

　ひとまず今日は泊まりだとして、今日明日でできるだけ知識を吸収せねば。そうしたらあれじゃな、また二週間後くらいに来るとしようか。

　うむ。わしも忙しい身じゃが、なんとか通うことにしよう。二週間後……フラフープは、また二週間後じゃな。
















「やっ！　はっ！」

「うん、いい感じだよ」

　僕は愛剣『グラム』を父に叩きつけた。上段、中段と狙ったが、当然父にはあっさりと受け止められる。

「いくよ、アレク」

　今度は父の反撃だ、僕でも対処できる程度に手加減された木剣の振り下ろし──僕はグラムでしっかりと防いだ。

「ぐぬぬ！」

　そのまま父の木剣を押し返し、僕は再びグラムを上段から──

「てーい！」

「うん」

「てーい！　てーい！　てーい!!」

「う、うん……」

「てーい!!　て──」

「うん、ちょっと待って？　一旦落ち着こう」

　僕がグラムによる上段攻撃を何度も繰り返していると、唐突に父が中断を申し出た。僕は剣を止め、呼吸を整えてから父に尋ねる。

「どうしたの？」

「どうもアレクは『てーい』のときに、周りが見えなくなっている気がする」

「『てーい』のときに……」

　そうかもしれない……。なんだか楽しくなってしまう傾向が、確かにあるような……。トリガーハッピーってこんな感じなのかな……。

「あぁけど、最近アレクは『てーい』のとき以外も、剣に余裕がない気がするね」

「そうなんだ」

　……いや、わかんないけどね、『剣に余裕がない』って言われても。逆に、今までは剣に余裕があったんだろうか？　僕にはまだ剣聖言語は難しいな……。

　──ただ、僕が余裕を失っているというのは、確かにその通りかもしれない。

「とりあえず、今日はこのくらいにしておこうか」

「はい。ありがとうございました」

「お疲れ様。……前から思っていたんだけど、なんだかアレクは開始と終了の挨拶が、いつも丁寧だよね」

　礼に始まり礼に終わると言いますし。……この世界ではそうでもないのかな？
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　朝食を終え、自室に戻ってきた僕は、紙に書き写した最新のステータスを確認する。

　……別に、わざわざ書き写した紙を確認する必要はないんだ。現在のステータスは記憶しているし、記憶と同じものが紙に書かれているだけだ。何度確認したところで、ただのメモ書きが変化するようなことはない。

　だというのに、ここ最近の僕は、このメモを眺める時間が増えている。

「レベル９……」

　僕の記憶違いで、本当はレベル10だった──なんてこともなく、やっぱりレベル９だ。

　レベル９。それが僕に余裕がない理由で、この無意味な確認作業を繰り返してしまう理由でもある。

　僕は九歳の誕生日を、レベル９で迎えた。十歳の誕生日を迎えるまであと一年──『初狩り』を迎えるまで、あと一年になった。

　この一年間で、僕はレベルを10に上げ、チートルーレットでチートを獲得しなければならない。修行をして、来たるべき戦いに備える一年間だ。

　まだ余裕のあった僕は、『どこぞの戦闘民族襲来に備える戦士みたいだね』なんてことを考えていた。

　しかし、ひと月ふた月と暦が進み、残り二ヶ月を切った頃から僕に焦りが生まれた。その頃から僕はステータス確認のための教会通いが、隔週ではなく週一になる。

　残り一ヶ月を切ると、僕の焦りはさらに大きくなる。教会通いも三日に一度のペースに増えた……。

　そして現在。十歳の誕生日まで──残り一週間。一週間後には初狩りが待っている。二日に一度教会へ通っている僕だが、依然としてレベルは９のままだ。

「まぁ、実際には教会へ通う必要もないんだけど……」

　レベル５のルーレットと同じ流れならば、レベルが10に上がった日の夜、自動的に例の会議室に転送されるはずだ。つまり、実のところ僕が自分のレベルを認識しておく必要はない。

　……だがしかし、襲いくる焦燥感から逃れるため、僕は頻繁に教会へ通ってしまう。今のところ毎日通うのはなんとか我慢しているが、本当は毎日でも──下手したら数時間おきに鑑定してもらいたいくらいだ。

　さすがにそこまでのお金もないし、二日に一度ペースの今でさえ、ローデットさんはかなり困惑気味だ。仕方ないので、鑑定ではなく鑑定結果をメモした紙を眺めている僕だが──

「よく考えると、このメモを眺める行為もちょっと意味がわからないな……。だいぶ追い詰められているなぁ僕は……」

　とりあえず、メモを眺めて悶もん々もんとしているくらいなら、なにか経験値を獲得するための訓練でもしていた方がいいだろう。朝は剣をやったから、弓でもやりに行こうかな？

「──うん。弓の練習に行こう」

「訓練場に行くの？」

「ヒッ!?」

　……気が付くと、部屋の隅にレリーナちゃんがちょこんと座っていた。

　またか、またなのか……。何故レリーナちゃんは、毎回無断で僕の部屋へ入るのか。そして何故僕は、毎回それに気付けないのか……。もしかしてレリーナちゃんは、隠密系のスキルでももっているのかね？

「こ、こんにちはレリーナちゃん」

「こんにちはお兄ちゃん」

「気が付かなかったよ、ごめんね？」

「ううん、いいんだよお兄ちゃん」

　許可なく入室したことに、少しだけ抗議したいところだけど、ここは我慢だ。ここしばらく僕があまりにも頻繁に教会へ訪問しているためか、レリーナちゃんは最近ピリピリしていることが多い。正直ちょっと怖いので、あまり強く出られない。

「ところで、その……いつからいたのかな？」

　一応これは聞いておかねばなるまい。

「えーと、お兄ちゃんがその紙を見る、ちょっと前かな？」

「……そうなんだ」

　おかしい……。それはおかしいよ。僕は朝食から戻ってきて、そのまますぐにステータスの紙を手に取ったはずだ。レリーナちゃんは、そのちょっと前から部屋にいたらしい。

　──え、僕が入るより前からこの部屋にいたの？

「…………」

「お兄ちゃん？」

「い、いや、なんでもないよ？」

　なんだか怖くて詳しく聞く気にはなれなかった……。

「それで、お兄ちゃんは訓練場に行くの？」

「あぁ、うん。そのつもりだよ？　レリーナちゃんも一緒に来るかな？　別に違うことをして遊んでもいいけど」

　例えば……おままごととか。獲得経験値が高いらしい、おままごととか──

「私も訓練場に行く」

「そっか……。何か準備はいるかな？」

「ううん、このまますぐに行けるよ？」

「じゃあ、行こうか？」

「うん」

　やっぱりおままごとはやらないらしい。まぁそうだよね、もう何年もやっていないし……。むしろ、ここにきて突然レリーナちゃんがおままごとを提案してきたら、なんかちょっと怖い。

　もし本当におままごとをするのなら、やはり僕の方から切り出さなければいけないだろう……。だけどもうすぐ十歳になろうという僕がおままごとをしたがったら──レリーナちゃんはどう思うのだろう？　それでも僕のことを、『お兄ちゃん』と呼び続けてくれるだろうか？

　もしかして『えー、マジおままごと!?　キモーイ。おままごとが許されるのは小学生までだよねー』なんて、言われやしないだろうか？

　……まぁ小学生まで許されるのなら、まだ僕も許されるはずなんだけどね。




　僕とレリーナちゃんは訓練場に到着した。

　相変わらず訓練場は米俵の形をした弓の的以外は何もない場所──ではなかった。

「あ、まだ残ってる」

「やっぱりレリーナちゃんか。いつ作ったのこれ？」

「昨日だよ」

　普段は何もない訓練場だが、今日は畳一畳ほどの土壁が、複数立ち並んでいた。

「どれくらいもつのかな？」

「天気によるけど、だいたい一日で崩れちゃうみたい」

「へー」

　僕は壁の一つに近寄り、手で触ってみた。

　確かに強度はあんまりないように感じる。もはや壁と呼ぶにはあまりにも頼りない土つち塊くれだ、ちょっと押しただけで崩れそう。

　昨日の時点ではもう少し頑丈で立派であっただろうこの壁は、レリーナちゃんが土魔法で作り上げたものである。レリーナちゃんの『土魔法』スキルレベル１のスキルアーツ──『アースウォール』で生成した土壁だ。

「…………」

「どうしたの？」

「うん？　いや……」

　僕もこんなふうに魔法らしい魔法が使ってみたい、そう思った。未だに僕が使える魔法といったら、『百円ライターもどき、両親が側にいるとき限定火魔法レベル１』だけだ……。

　まぁそんな愚痴を、レリーナちゃんにぶつけたりはしないけどね。

「えぇと、一日経たっても残っているのは凄いなぁってね。レリーナちゃんは凄いね」

「そうかな？　えへへ、ありがとうお兄ちゃん」

　実際凄いと思う。壁を一日維持していることもだけど……そもそも壁を生やす時点で凄い。

　以前、実際に『アースウォール』を使っているところを見せてもらったが、平坦な地面からニョキニョキと土の壁が生えてくる様は、確かに凄かった。

　というより異常な光景だった。まさに魔法だ。魔法としか言いようがない。いったい土はどこからもってきたのだろうか……？

「お兄ちゃん？」

「あ、うん。なんでもないよ？」

　妙に気になってしまい、僕はいつの間にかレリーナちゃんの土壁を撫で回していた。

「じゃあ、僕は弓の練習をするけど？」

「うん。私はお兄ちゃんを見てる」

「……ん？」

　見てるの？

「えーと、一緒に弓をする？　交互に射うつ感じで？」

「ううん。今日も『土魔法』の練習をするから、弓はいいの。お兄ちゃんをある程度見てから『土魔法』をするつもり」

「そうなんだ……」

　レリーナちゃんならイラッとすることもないし弓に誘ったんだけど、今日は『土魔法』の日らしい。というか、『ある程度見て』ってなんだろう……。

「じゃあ、僕は射つけど……」

「頑張ってお兄ちゃん」

「ありがとう」

　僕はレリーナちゃんにガン見されながら弓の準備に取り掛かった。……視線が結構気になる。

　まぁいいや、集中だ、集中──

　……集中？　あれ？　よく考えたら集中ってどうなんだろう？　もしかして、弓だけに集中するってまずいことなんじゃないか？

　初バトルを前にして、初めて気が付いた。僕がするのは的当てではなく、モンスターとの戦闘だ。弓道やアーチェリーなら、的に矢を当てることだけに集中すればいい。だけど、モンスターとの戦闘だったらどうだろうか？

　モンスターが一体とは限らない。一体のモンスターに集中している間に、横から別のモンスターに襲われる──そんな可能性が、大いにあり得る。

　弓道で、『矢を放とうとした瞬間、横からタックルされて邪魔される』なんてことは、まずあり得ないだろう。だけど、モンスターとの戦闘ではそれがあり得るのだ。

　──まさかレリーナちゃんは、そのことを僕に気付かせようと？

「……どうしたのお兄ちゃん？」

「うん、なんでもないよ」

　たぶん気のせいな気がする。

　けどまぁ、周りに気を配りながら射つってことも、実際必要かもしれない。……ここはひとつ、レリーナちゃんを気にしながら射ってみようかな？　なんだか初めて経験する射撃練習だ。結構難易度が高そうだけど……。

　そんなわけで僕は、レリーナちゃんを気にしながら弓を構え、レリーナちゃんを気にしながら矢を番つがえ、レリーナちゃんを気にしながら弦を引き──

「やー」

「…………」

「やー」

「…………」

「『パラライズアロー』」

「…………」

「『パラライズアロー』」

「…………」

　……気になる。レリーナちゃんは僕の邪魔をしないためか、僕を無言で見つめてくる。そのせいか、余計に気になる。……いやけど、気にしながら射っているわけだから、気になっていいんだろうか？

　なんだか明らかに集中できていないんだけど……これもまた、『的だけに集中しない』って目標は達成できているってことになるんだろうか？

　もう自分でもよくわからなくなってきた……。もう何がなんだかわからない……。




　五十本ほど矢を射ってから、僕は休憩に入った。なんだか普段の倍以上疲れた気がする。

　レリーナちゃんはしばらく僕を観察していたが、途中で自分の練習に移っていった。たぶん『ある程度見て』満足したのだろう。

　そのレリーナちゃんだが、少し離れた場所で『土魔法』の練習をしている。見た感じ、今日は『アースウォール』で土壁を量産する作業はしていないみたいだ。

「あ、お疲れ様、お兄ちゃん」

「ありがとう、レリーナちゃん」

　近づくと、僕に気付いたレリーナちゃんがねぎらいの言葉を掛けてくれた。

　レリーナちゃんは地面に座り込んで、『土魔法』で穴を掘ったり、小さな山を作ったりしていた。こうして見ると、砂場で遊んでいる幼女にしか見えないね。

「ん？　山以外にも、何か作っているのかな？」

「そうなの。ほら見て、なんだかお兄ちゃんみたいでしょ？」

「うん？　……うん、そうだね？」

　レリーナちゃんが、土で作った小さなお椀を僕に見せてきた。

　……どういう意味だろう？　なんとなく同意してみたものの、僕はどの辺りがそのお椀に似ているんだろう？　もしかして、『お兄ちゃんは器が小さい』的な皮肉を言われたんだろうか？　いやまさか……。

「けど、お兄ちゃんならもっと上手に作るかな？」

「いや、凄く上手にできていると思うよ？」

「ありがとうお兄ちゃん。本当はお兄ちゃんみたいに土で人形も作ってみたかったんだけど、難しくて」

　あぁ、なるほど。ものづくりに勤いそしんでいる姿が、僕みたいだと思ったのか。というか、レリーナちゃんの中で、僕は食器や人形を作る人なんだね……。

「レリーナちゃんなら、例え人形でもすぐ作れるようになるんじゃないかな？　この食器も凄くよくできているし」

「ありがとう、お兄ちゃん」

「それにしてもいっぱい作ったね。こっちはお皿で、これはコップかな？」

「うん。そう、なんだけど……」

「レリーナちゃん？」

　急にレリーナちゃんが、食器類を眺めながら黙り込んでしまった。

「あ、ごめんね。なんだか昔、お兄ちゃんとおままごとをしていたことを思い出して」

「おままごと……」

「これだけ食器があったら、もっとおままごとが楽しくなったかな？」

「そうだね。あの頃は、せいぜい使うとしてもドロのお団子や葉っぱくらいだったしね」

　確かに今レリーナちゃんが作った食器類があれば、もっと本格的なおままごとができるかもしれないけど……。

　も、もしや、誘っているのかレリーナちゃん。もしかして、そういうことなの……？

「じゃ、じゃあさ、もしよかったら──」

「けどもう、さすがにおままごとをする歳ではないよね？」

「…………」

「お兄ちゃん？」

「あ、うん。そうだね……もうさすがにね……」

　全然誘っていなかった……。思わせぶりな態度のレリーナちゃんに翻ほん弄ろうされてしまった。弄もてあそばれてしまった……。いやまぁレリーナちゃんにそんな気はなかったんだろうけどさ。

　しかしそうか。もうそんな歳ではないか……。レリーナちゃんもそういう感覚なんだね。なんだかいつの間にかレリーナちゃんも大人になってしまったような気がして、少しだけ寂しく感じる……。

　それにしても困ったな。こうなると、いよいよおままごとはできないぞ。

　おままごとのことをずっと考えていたせいだろうか？　もうレベル上げとか関係なく、久しぶりにおままごとを、ちょっとやってみたくなってしまった僕がいるというのに……。

「……まぁおままごとはともかくさ、レリーナちゃんはずいぶん『土魔法』が上手になったんだね」

「そうかなぁ」

「『アースウォール』も凄かったし、食器の他にも、小さな山や、小さな谷なんかも。凄いねレリーナちゃん」

「えへへ」

　うん。実際凄いと思う。いきなり地面から生える山もそうだけど、谷も凄い。というか、やっぱりおかしいよね……。土はいったいどこへ消えたんだろうか……。

「お兄ちゃんの方は、なんだかいつもと様子が違ったけど……？」

「……そうだねぇ」

　的だけに集中せず、周囲を警戒しながら行った射撃訓練のことだろう。どうやら傍はたから見ても、僕はかなり挙動不審だったようだ。

「もしかして、私が邪魔しちゃった？」

「いや、いろいろ考えながら練習してたんだ。むしろいい練習になった……と思う。レリーナちゃんのおかげだね」

「そうなの？　ならいいんだけど……」

　実際はどうなんだろう？　周囲を警戒することは、きっと必要な気もするんだけど……。あとで両親に聞いてみようかな。

「それにしても、お兄ちゃんは凄いね」

「ん？」

「私は呪文を唱えながら矢を射つのは、まだ慣れないから」

「あぁ、『パラライズアロー』のことか」

『パラライズアロー』──半年ほど前に僕が取得した、『弓』スキルのスキルアーツだ。名前の通り、このスキルアーツを発動させてから放った矢が命中すると、対象は痺れたように麻痺状態に陷る……らしい。

　実際には、当てたことがないからわからない。それこそ初狩りもまだなわけで、モンスター相手に試すこともできていない。

「いつも『やー』って言いながら矢を射っているのが不思議だったんだけど、お兄ちゃんはスキルアーツのことを考えてたんだね」

「え？　あー……。そうだね」

　別にそんなことは考えていなかった……。特に理由はなかったんだけど、母がそう言いながら矢を放っていたから……。よほどインパクトがあったせいか、気が付くと僕も『やー』と言いながら矢を放つようになっていた……。

「あと、私は呪文を叫びながら矢を射つのが、少し恥ずかしくて……」

　そうなんだ、レリーナちゃんは叫びながら射つのが恥ずかしい──あれ？　もしかしてレリーナちゃんは、僕のことを恥ずかしい奴だと思いながら見ていたのかな？

　いや、待ってほしい。そりゃあ僕だって、恥ずかしいって気持ちはあるんだ。ただまぁ……少し格好良いと思ってしまう自分がいることも否定できない。

　前世では、そういうのに憧れていた時期もあった僕だ。前世では忌まわしき黒歴史だが、今世では大手を振ってカッコいい技名を叫ぶことができる。そう思うと、やっぱりちょっと嬉しかったりって気持ちが、ないわけではなかったり……。

「まぁあれだね。呪文を唱えながら射つことも、それに照れちゃうことも、どっちも慣れるしかないよね」

「慣れかー」

「大事なところで呪文をつっかえて失敗なんて、怖いからね」

「うん」

　前世のアニメや漫画だと、そんな大事な場面で呪文を嚙んで失敗しているシーンなんて見たことなかったけど、現実ならば、大事なときこそ嚙みそうなものだ。

「もしかしたら、滑舌を良くする練習とかもした方がいいのかな？」

「カツゼツ？」

「あ、えーと『話すときの口と舌の動き』かな？　口と舌が上手に動けば、上手に話せるよね？　それを『滑舌が良い』って言うんだ」

「へー」

「滑舌が良くなれば、呪文をつっかえることもないと思うんだけど……」

「その滑舌って、どうしたら良くなるの？」

「え？　んー……早口言葉とか？」

「なにそれ？」

　なにそれと申されましても……。この世界には早口言葉ってないのかな？

「言いにくい言葉を三回繰り返す練習。というか、ゲームかな？」

「言いにくい言葉？」

「えーと、例えばね────例えば……えぇと、例えば……」

　困ったな。この世界には東京特許許可局がない。……まぁ東京にもないらしいけどね、特許許可局。そもそも特許許可局なんて役所自体、存在しないそうだし。

　あとはなんだろう？　生麦生米生卵もなぁ、米がない。米がないんだよ……。そしてバスもない。バスがガス爆発を起こすこともない。……良いことだね。

「とりあえず、カエルか」

「カエル？」

　この世界にもカエルはいる。『カエルぴょこぴょこ、三ぴょこぴょこ。合わせてぴょこぴょこ、六ぴょこぴょこ』なら成立する。……まぁ成立もなにも、そもそもこの早口言葉の意味が僕にはちょっとわからないけど。

「うん。例えばね──カエルぴょこきょこ、三きょここきょ。合わせてぴょきょきょきょ…………うん」

　途中で諦めた。どうやら僕は、『ぴょこぴょこ』が言えないらしい。というか、すごい難しいんだけど？　え？　これ三回も繰り返すの？　無理じゃない？

「カエルぴょこきょこ、三きょここきょ。合わせてぴょきょきょきょ？　確かに言いにくいね」

「え……？」

「これを三回繰り返すの？」

　え、凄いなレリーナちゃん。なんだか凄い。意外な才能を発見してしまった。一度聞いただけで正確に復唱してくるとは……。

　僕の早口言葉がズタボロだったせいで、本来のカエルより難易度は下がっているかもしれないけど、それでも彼女の滑舌はかなりのものなんじゃないか？

「あ、待ってレリーナちゃん、違うんだ」

「え？」

「ええと、カエルぴょぽこぴょ……」

「カエルぴょぽこぴょ？」

「いや、カエルきょこぽきょ……」

「カエルきょこぽきょ？」

　ダメだ、言えない。というかレリーナちゃん本当に凄いな。正確に僕の間違ったカエルを復唱してくる。なんだかちょっと馬鹿にされている気分になってきた。

「えぇと。カエルぽきょ……パエル……あぁ……」

　もうダメだ。カエルすら言えなくなってしまった。

「お兄ちゃん？」

「ごめん……。早口言葉はまたあとで、家に帰ってからやろう。それまでちょっとカエルのことは忘れてくれるかな？」

「うん、別にいいけど……」

　紙に書こう……。紙に書いて読んでもらおう……。といっても、今のレリーナちゃんを見る限り、彼女に滑舌の練習は必要なさそうだけど。

　とりあえず僕の方は、ちょっと真面目に練習した方がいいかもしれない……。




「ねぇ、お兄ちゃん」

「……なんだい？」

　訓練を終え、二人でのんびり休憩していると、レリーナちゃんが改めて僕に問いかけてきた。

『ねぇ、お兄ちゃん』──レリーナちゃんからこの台詞を聞くと、なんだかドキドキしてしまう。この台詞のあと、僕は彼女に詰問されることが多いんだ。

「『パラライズアロー』って、使ってみてどうなのかな？」

「……あぁ、なんだ」

　今回は僕の女性関係について、厳しく問い詰めるつもりではなかったらしい。

「どうしたの？」

「いや、何でもないよ？　『パラライズアロー』か……」

「うん。見ていたけど、何かが変わった感じはしなかったから」

「そうなんだよね。体の魔力が減った感覚はあるから、ちゃんと発動はしていると思うんだけど」

「当たった人は痺れちゃうんでしょ？」

「そうらしいよ？」

　何発もパラライズアローを浴び続けた米俵は、足腰立たないくらい痺れているはずだ。

「人に当てたことはないの？」

　いきなり怖いこと言うなぁレリーナちゃん……。

　そりゃあないとも。こんなよくわからないものは、よっぽどのことがない限り、人に射っちゃダメだと思う。

　使っている矢はいつもと同じ物なのに、当たると麻痺する理由がまるでわからない。どういう仕組みなの？　毒的なものなの？　電気的なものなの？　はたまた対象の神経に、的確にダメージを与える技なの？

　よくわからなすぎて、とてもじゃないけど人で実験する気にはならない。なんか後遺症が残っても困るし。……まぁジスレアさんならそんなのも治してしまいそうだけど、さすがにちょっとねぇ。

「人にも動物にも当てたことはないよ、もちろんモンスターにも」

「そうなんだ」

「ローデッ──詳しい人に聞いたんだけど、結構珍しいスキルアーツで、なかなか優秀な技らしいね」

「ふーん……」

「まぁ実際に使ってからじゃないと、なんとも言えないけど」

「そっか……そっかぁ……」

　そうつぶやいた後、レリーナちゃんは下を向いて、なんだか考え込んでいる。どうしたんだろう？

「お兄ちゃん」

「なんだい、レリーナちゃん？」

「お兄ちゃんがしたいなら…………私、いいよ？」

「………………」

　顔を上げたレリーナちゃんは、覚悟を決めたような表情で、おかしなことを言い出した。

　と、突然何を言い出すんだレリーナちゃん……。こんな昼間っから、しかも野外で……。開放的すぎるよレリーナちゃん……。

「い、いきなりどうしたんだい、レリーナちゃん？」

「お兄ちゃんも試してみたいかなって……」

　何をだ！　九歳の幼女に試してみたいことなんてない！

「本番で失敗しちゃうかもしれないし、それなら私で試しておいた方がよくない？」

　なんかレリーナちゃんが、『薄い本に出てくるような、近所に住むえっちなお姉さん』が言いそうなことを言い出した……。

「もしかしたら痛くて、血が出ちゃうかもしれないけど……私、我慢するから」

　妙に生々しい発言だな……。

「えぇと、その、それは確かにそうらしいけど……」

「やっぱりそうだよね……」

「うん。だからね──」

「仕方ないから、ジスレアさんも側にいてもらおうか？」

「え？」

　な、なにそのプレイ……。見られながら？　レベルが高すぎるよレリーナちゃん……。

　そりゃあお医者さんが側にいてくれたら安心かもしれないけど……。というかジスレアさんは止とめると思うよ？　お願いをしにいった時点で止めるし、『心の病は治せない』ってまた言われるよ？

「いや、試さないよ。レリーナちゃんで『試す』なんてことを、僕はしないよ」

「私では試さないの？　あ……もしかして、私が女だから？」

「え？」

「女の子に、そんなことはしたくないって思っているの？」

「え？」

「もし試すのならジェレッド君で、とか考えているの？」

「え!?」

　レリーナちゃんも、僕とジェレッド君をそんな目で見ていたのか……。そんな腐った目で見ていたのか……。

「いや、ジェレッド君にも試さないから。……というかそもそもね、レリーナちゃんにはまだ早いと思うんだ」

「早い……のかな？」

「早いよ、早すぎるよ……」

「何歳くらいになったら、やってもいいのかな？」

「『やる』って……」

　レリーナちゃん、なんて言葉遣いを…………。

　というか、何歳くらいからかって？　……それを僕がレリーナちゃんに教えるの？　そんな話をレリーナちゃんとするのは妙に恥ずかしいし、それに、なんだか言げん質ちを取られるみたいで困るんだけど……。

「え、えぇと……普通は二十歳くらい？　じゃないの？　たぶん……。わからないけど……」

「二十歳……」

「わからないけど……」

「遅くない？」

「えぇ……」

　最近の子は進んでいるなぁ……。

「私が二十歳になる頃には、もうお兄ちゃんは別の相手で試しているでしょ？」

「いや、それは、そんなことは──」

「モンスターで試すでしょ？」

「モンスター相手にそんなことはしないよ!?」

　な、なんてことを言うんだレリーナちゃん！　僕をいったいなんだと思っているんだ……。この世界のモンスターは、基本的に動物系か植物系しかいないんだよ？　凶暴なモフモフ共相手に、僕はそんなことを試さないよ……。

　どうもセイレーンやハーピーといった種族はいるっぽいんだけど、彼女らは知性や社会性をもった『人』として存在しているらしい。なのでモンスターといえばモフモフか、鳥とか虫とか魚とか。あとは歩く樹木とか、歩くキノコなんだけど……。

　そんなモンスター相手に、僕がそういうことをするとレリーナちゃんは思っているの……？

「しないの？」

「し、しないよ、モンスター相手に試すだなんて……」

「そうなの？　お父さんはモンスター相手に、いろいろ試すって聞いたけど」

「……はぁぁぁぁ!?」

　と、とんでもないことを聞いてしまった。というか、娘になんて話をしているんだレリーナパパ！

「れ、レリーナパパさんはモンスター相手に……い、いろいろ試すの？」

「うん。お父さんはいろんな村に出掛けるから、途中でモンスターとも会うらしいの」

「だ、だからって……」

「あぁ見えて、お父さんはいろんな技をもっているの」

「いろんなテクを、モンスターに…………」

　やべぇ……。レリーナパパがそんな人だったなんて、まるっきり変態じゃないか……。

　……いや、だけど言われてみれば、確かにそんな雰囲気はあるかもしれない。あんなふうに外では真面目でピシッとしている人が、家では案外──みたいな？　……まぁレリーナパパは家ではなく、野外で変態行為に勤しんでいるらしいけど。

「え、というか、試すって？　いろんな技を試して……そもそもそれでモンスターってどうにかなるものなの？」

「うーん。技によっても、モンスターによっても、いろいろ違うみたい。モンスターごとに、技がよく効く弱点とかも探しているんだって」

「そうなんだ……」

　弱点って……。例えば歩くキノコの弱点を──歩くキノコの感じやすい部分を探してどうするっていうんだ……。いや、そりゃあそこを重点的に責めるんだろうけど……。

　なんだか話を聞くと、レリーナパパは自らの快楽を求めるだけではなく、モンスターにも快楽を与えようとしているらしい。……まぁ、どっちにしろ変態だ。

　というかそんな話を自慢気にレリーナちゃんに語っているのがやばい。え、本当にやばくない？　ひとまずレリーナちゃんとは引き離した方がいい気がする……。両親に相談してみようかな……。

「えぇと、とりあえず僕はレリーナパパさんみたいに、モンスターで試すようなことはしないよ……」

「そうなの？　じゃあ──どこで『パラライズアロー』を試すの？」

「ん？　『パラライズアロー』？」

「うん」

「『パラライズアロー』を……？」

「うん」

　え？　えーと……え？　『パラライズアロー』を試す？

　あ、そっか。あぁ、そういうことか……。あー、そっかー……。
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　訓練を終えた僕は、レリーナちゃんと共に訓練場を後にした。もちろん『パラライズアロー』をレリーナちゃんで試すようなことはしていない。

　いやはや、とんでもない勘違いをしたものだ。危うくレリーナちゃんのことを、とても開放的でえっちなお姉さんだと錯覚しそうになってしまった。

　レリーナパパに関しても、酷い風説の流布を行うところだった。普通に両親や他の村人達に相談するつもりだったよ……。

　勘違いに気付いた僕は、改めて『パラライズアローをレリーナちゃんに試す気はない』と彼女に伝えた。そもそもレリーナちゃんに向かって矢を放つなんて、僕にはできない。

　というか、レリーナちゃんだって怖いだろうに、『自分に向けて矢を射ってもいい』なんて、なかなか言えることじゃないと思う。

　彼女があんなふうに覚悟を決めた表情をしていたのも頷ける。その気持ちは確かに嬉しい。嬉しいを通り越して若干怖い気もするけど……とりあえず、僕に尽くそうとしてくれたその気持ちは嬉しい。

　そんなレリーナちゃんへの恩返しってわけでもないのだけど、現在僕はレリーナちゃんのお家にお邪魔している。

　自宅に帰る前に、ちょっと早口言葉のレクチャーをしようと思ったのだ。

「書けた？」

「うん、まぁこんなところかな」

「へー、いっぱいあるんだね」

「そうだねぇ」

　口頭で伝えることを諦めた僕は、紙にいくつかの早口言葉を書いて、レリーナちゃんに手渡した。

「カエルぴょこぴょこ、三ぴょこぴょこ。合わせてぴょこぴょこ、六ぴょこぴょこ？　これが今日やっていたやつだね？」

「うん。そうだね」

　正確には、『今日僕がやろうとしたけどできなかったやつ』ではあるけど、とりあえずレリーナちゃんは紙を見ながらすらすらと淀みなく言えている。大したものだ。

「この竹垣に竹立てかけたのは、竹立てかけたかったから、竹立てかけた？」

「うん。それを三回繰り返すんだ」

「夜ニンジン煮るよ？」

「うん。……うん？」

　変なのが交ざっていた。間違えて入れてしまったようだ。

「これはあんまり難しくないね」

「ごめん、間違えたみたい。それは早口言葉じゃなくて回文だ」

「カイブン？」

「うん。逆から読んでも同じ言葉になるって文章だね。」

「え？　夜ニンジン……よるにんじんにるよ……。あ、本当だ！　凄いねお兄ちゃん！」

「うんうん。……うん？」

　……よく考えたら、この早口言葉も回文も、日本のものだ。けれど、レリーナちゃんにはちゃんと通じているみたいだ。……どうなっているんだろう？

　前に僕は、『日本語に聞こえるし、日本語を話しても通じるのは、ディースさんに脳をいじられた説』を提唱したが、そういうわけでもないのかな……？

「レリーナ、入るよ？」

「あ、もう、お母さん。ノックしてよー」

「あーはいはい」

　僕がこの世界の謎についてぼんやり考えていると、レリーナママが部屋に入ってきた。

　勝手に入室したことに対して不満を口にするレリーナちゃん、そしてそれをあしらうレリーナママ。レリーナちゃんも、普段僕の部屋へ勝手に侵入している気がするんだけどな……。

「よく来たね、アレクちゃん」

「お邪魔しています」

「うん？　なんだい？　勉強でもしてたのかい？」

　テーブルに出ていた羽根ペンと紙を見つけたレリーナママが、そんなことを聞く。

「呪文の練習だよ、お母さん」

「呪文？」

「はい、読んでみて？」

　僕の書いた早口言葉集をレリーナママに渡して、少しイタズラっぽい顔をするレリーナちゃん。

「なんだいこれ？　えーと、この竹垣にたてたてっててて……」

　どうやらレリーナママにもしっかり日本産の早口言葉は通用しているみたいだ。

「……どうにもややこしい文章だね、舌を嚙んじまいそうだよ」

「これで練習して滑舌を良くするの。呪文を唱えるときのために」

「はぁ……なるほどねぇ？　アレクちゃんが考えたのかい？」

「えぇ、まぁ」

「相変わらずいろいろ考えるもんだねぇ、アレクちゃんは」

　そう言ってレリーナママが僕の頭を撫でる。

　それにしても、相変わらずギャップが凄いなぁレリーナママは……。口調とビジュアルのギャップが凄い。この口調なのに、線の細い美女だもんなぁ……。

「うん？　夜ニンジン煮るよ……これはあんまり難しくないねぇ？」

「それはねー──」

　どことなく得意げに説明するレリーナちゃん。仲いいなぁこの親子。

　そして、やっぱり回文もレリーナママに通じている。不思議だ。

　もしや、この世界は日本語が公用語だったりするのだろうか……？




　僕とレリーナ親子が早口言葉に挑戦した結果。僕とレリーナママは散々な出来だったが、やはりレリーナちゃんはどんな文章でも淀みなく言えるようだ。

　僕も『右目右耳右耳右目』を、どうにか言おうと頑張っていたんだけど──というか半ばムキになっていたら、いつの間にかずいぶんと時間が経ってしまっていた。いい加減お暇いとましよう。

「あの、そろそろ帰ろうと思います」

「そうかい？　……あ」

「どうかしましたか？」

「せっかくだから夕飯食べていきなよ、アレクちゃん」

「お夕飯ですか」

「そういえば、それを聞きに来たんだよ。あたしとしたことが、うっかり忘れていたよ」

　ガッハッハッと笑うレリーナママ。ギャップが凄い。しかし、夕飯か……。

「いえ、お誘いはありがたいのですが、今日は帰ろうと思います」

「なんだい、遠慮することはないんだよ？」

「そうだよお兄ちゃん、一緒に食べよう？」

「すみません。両親に何も言ってないので……たぶん母も夕食の準備をしていると思うんですよね、僕の分も……」

「ああ……そうなのかい」

　ちゃんと用意して待っていたというのに、『外で食べてきた』と僕が伝えたら、母はどうなるだろうか？　……たぶん拗ねる。

「母の料理を無駄にするわけには……」

　母は料理好きで、料理にこだわりのある人だ。そんな母の料理をないがしろにしたら、母はどうなるだろうか？　……たぶん拗ねる。

「そうだねぇ……ミリアムはたぶん拗ねるだろうねぇ」

　母と仲の良いレリーナママは、母のことをよく知っていた。

「そういうわけで、すみません。次は是非」

「ああ、わかったよ。じゃあまた今度だね」

「うーん……残念だけど、またね、お兄ちゃん」

「うん。またね、レリーナちゃん」

　僕は挨拶をしてからレリーナちゃんの部屋を出る。たぶん料理の準備だろう、レリーナママも一緒に部屋を出た。

「いつもありがとうね、アレクちゃん。レリーナと遊んでくれて」

「いえいえ、そんなそんな」

「レリーナはわがままとか言ってないかい？」

「いえいえ、全然」

　わがまま……は、たぶん言ってないと思う。レリーナちゃんのはそういうんじゃない気がする。そういうレベルじゃないような気が……。

　そんなことを考えながら、玄関に向かってレリーナ宅の廊下を歩いていると──

「おや、アレクシスさん。いらっしゃっていたのですか」

「ヒッ!?」

　変態が！　モンスター相手にテクニックを試す変態が現れた!!

「あわわわわわわ……」

「ど、どうなさったのですか？」

「ちょ、ちょっとアレクちゃん？」

　──うん？　あ、違う。あれは勘違いだった。

　そうだそうだ。レリーナパパはモンスター相手に性的興奮を覚えるような人ではなかったんだ。突然前から現れて、なんだか妙に慌ててしまった。

「ちょっとアンタ、アレクちゃんに何したんだい？」

「え？　いえ、私は何も……」

「だってこんなに怯えているじゃないか」

　あ、いかん。レリーナパパがレリーナママに問い詰められている。

「すみません、誤解です。えぇと……急にレリーナパパさんが現れて、それで驚いただけです」

「そうかい？　そんな感じには見えなかったけどねぇ……？　こいつになんかされたんじゃないのかい？　前にも迷惑をかけたって聞いたしねぇ」

「い、痛いです……」

　レリーナママがレリーナパパの耳を引っ張りながら、僕に問う。

　尻に敷かれているなぁレリーナパパ……。おっと、それより早く止めないと。このままでは、レリーナパパの耳がエルフ耳になってしまう。

「いえ、本当になんでもないです。レリーナパパさんは、僕を怖がらせるような人じゃないですよ。……ないですよね？」

　ないと言ってくれ。あれは誤解だと言ってくれ。歩くキノコに快感を覚えさせることをライフワークになんてしていないと、僕にそう言ってくれ。

「は、はい。アレクシスさんを怖がらせたり怯えさせたりするようなことは、していないと記憶していますが……」

「本当だね？」

「は、はい……」

　レリーナパパがそう答えると、レリーナママが耳から指を離した。ちなみにエルフ耳にはなっていなかった、残念。

「あの、それよりですね、ちょっとレリーナパパさんに聞きたいことがあるのですが……」

「はぁ、なんでしょう？」

「レリーナパパさんは森でモンスター相手にテク──技を試すと、レリーナちゃんに聞いたのですが？」

　一応しっかり確認しておこう。うん、一応。

「技ですか？　ええまぁ、よく村々を移動するので、その最中に」

「ムラムラ……？　あ、いえ、なんでもありません。それで、移動中に技を試すのですか？」

「はい、普段から技術が衰えることがないように、一応気を付けています」

「なるほど。村々の移動や戦闘は、何人程度で行うのですか？」

「基本一人ですが……？」

　一人なんだ？　まぁ商人っていっても運ぶ荷物はマジックバッグ一つで事足りるわけで、それほど人数はいらないのかな？

　しかし一人で行動しているわけか……。ある意味、疑惑は深まったな──

「戦闘はどのように？　何かその……ど、道具なんかは使ったりしますか？」

「道具ですか？　基本は弓を使っていますが……」

「そうですか……」

「ときどきですが、罠を使ってハメるときもありますかね？」

「ハメる!?」

　は、ハメるのか……。

「そこまで頻繁ではないですが、珍しいモンスターの素材などを求めて、ときどきそんなこともありますね」

「珍しいモンスターですか……。何かその……こ、好みのモンスターなんてのはいるんでしょうか？」

「好みですか……？　そうですね、やはり私は商人ですので、需要が大きく、高値で売買できるモンスターが好みといえば好みですが……」

「歩くキノコはどうでしょう？」

「え？　『歩きキノコ』ですか？　いえ、どこにでもいるモンスターですので、別段……」

「そうですか……」

「まぁキノコは私の好物ですので、好みのモンスターといえばそうかもしれません。見つけたら美味しくいただきます」

「好物!?　美味しくいただく!?」

　お、美味しくいただいてしまうのか……。

　……というか、僕が過剰反応しているだけな気がしてきた。ついついワードをそっち方面に解釈してしまっている。まるで思春期の少年みたいだ。

「……あの、これはいったいなんのお話なんでしょう？」

「え？　あ、えぇと、レリーナパパさんがどのようにモンスターと戦っているのか気になりまして……ええ、それだけです。他意はないです」

　意図の読めない質問を繰り返し、不可解な反応を示す僕に対し、さすがにレリーナパパも疑問を覚えたようだ。

「──もしかしてアレクちゃんは、初狩りのことが気になったのかい？」

「はい？」

　僕とレリーナパパのやり取りを黙って聞いていたレリーナママだったけど、今度はレリーナママが僕に意図の読めない質問をしてきた。

「レリーナから聞いたんだよ。アレクちゃんが初狩りのことを、ずいぶん心配しているみたいだってね」

「そうなんですか……」

　確かに僕は、初狩りが不安だとレリーナちゃんに打ち明けたことがある。

　本当は僕もそんな相談をレリーナちゃんにするつもりはなかったんだけど、頻繁に教会へ通う理由を厳しく問い詰められて、仕方なく……。

「アレクちゃんは初狩りのことが気になって、戦闘のことを質問したんじゃないのかい？」

「えぇと……」

「違うのかい？」

　違うけど……まぁそれでいいか。まさか正直に、『あなたの旦那さんが、モンスターに性的なアプローチを試みていないか確認しています』なんて答えるわけにはいかない。

「はぁ、まぁそうです……かね？　なんというか、戦闘のことを詳しくレリーナパパさんに聞きたくて？」

「やっぱりそうかい。なるほどねぇ、そりゃあ初めてモンスターと戦うんだ、不安になる気持ちはわかるけどね」

　確かに初狩りの方も、そっちはそっちで本当に不安ではある。

「だけどアレクちゃんは、いつも真面目に訓練してるらしいじゃないか。なら大丈夫さ」
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「はぁ、そうなんでしょうか」

「そうさ。それにここだけの話……初戦闘でそこまで危険なことをやらせはしないよ。そんなに心配する必要はないんだよ？」

　そう言って、レリーナママが僕の頭を撫でてくれた。

「そうですか……。あの、ありがとうございますリザベルトさん」

「──え？」

「うん？　どうかしたのかい、アンタ」

「いや……え？　『リザベルト』って……え？　アレクシスさん？　え？」

　レリーナパパの視線が、僕とレリーナママの間を何度もせわしなく行き来している。僕がレリーナママの名前を呼んだことが、そこまで意外だったのだろうか？　レリーナパパは激しく動揺している様子だ。

「なんだい、あたしの名前だろう？　まさか忘れちまったのかい？」

「いえ、私は忘れていませんが……アレクシスさんが『リザベルト』という名前を覚えていたのが意外で……」

「何言ってんだいアンタ……？　何年家族ぐるみの付き合いしてると思ってるのさ」

「そうなんでしょうか……。で、では私の名前も、実は覚えてくれていたりするのでしょうか……？」

　そこまで名前を呼んでほしいのだろうか……。何やら強い期待を込めた視線を、レリーナパパが僕にぶつけてきた。

　……なので僕は、視線をそらした。
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「ごめんねアレクちゃん……」

「いや、いいんだよ姉」

「でもでも……」

「大丈夫。僕は大丈夫だから」

　初狩りまであと三日と迫ったところで、しばらく家を空けていた姉が帰ってきた。

　そして、僕に抱きつきメソメソしている。以前僕がメソメソしていたときとは、完全に逆の立場になっていた。

「仕方ないよ、大事なお仕事なんでしょう？」

「そうだけど、そうだけど……」

　姉が言うには、僕の誕生日とギルドで受けた仕事の日が、まるっきりかぶってしまったらしい。

「その日はダメだって言ったのに、大勢の冒険者が合同で行うミッションだから、どうしようもないって……」

「うん……」

「アレクちゃんの誕生日だから、ダメだって言ったのに……」

「あ、言っちゃったんだ」

　言ってしまったのか。弟の誕生日だから仕事を休みたいなどと、言ってしまったのか……。

「ミッションの日をずらしてくれるようにお願いしたんだけど……」

「そんなことまで言っちゃったんだ」

　弟の誕生日だから合同プロジェクトの日時をずらしたいなどと、願い出てしまったのか……。

「なんだかアレクちゃんが不安そうだったから、付いていてあげたかったの……」

「あーうん。けどさ、僕は平気だよ。初戦闘っていっても、大したことはしないんでしょ？　だから大丈夫だよ」

　……まぁ、そんなことは全く思っていないのだけど。今もバリバリ不安なのだけど。とはいえ、ここでそんなことを言って姉を困らせるようなこともしたくない。

「アレクちゃんのお祝いを、私もしたかったのに……」

「うん、それは少し残念だけどさ、帰ってきてからお祝いしようよ。姉もそのミッションを無事に達成できたら、Ａランクに上がれるんでしょ？　そのお祝いも、一緒にしようよ」

「うん、うん……」

「ね、だから泣き止んで、姉」

　ぎゅうぎゅう抱きついてくる姉を落ち着かせるように、ぽんぽんと背中を叩く僕。

「ありがとうアレクちゃん」

「うん。もう大丈夫かな？」

「大丈夫」

「じゃあそろそろ放してもらって……」

「もう少し、もう少しだけ……」

「うーん」

　なんか姉は、一度くっつくと離れなくなるな……。

「アレクー」

「ん？　父？　開いてるよー」

　部屋の外から父の声が聞こえたので、入ってくるように言葉を返した。

「うん、アレ……どうしたの？」

　部屋に入ってくるなり父は、僕にべったりとへばりついている姉を見て言葉を失っていた。

「えーと、僕の誕生日に、ギルドのお仕事が入っちゃったらしいんだ」

「あーそうなんだ」

「お仕事の日もずらせないらしくて……あ」

「うん？」

「むしろ、僕の誕生日をずらしたらいいんじゃないかな？　姉の都合のいい日にずらして……なんだったら、一年くらいずらせないかな？」

　それはいい。とてもいい考えだ。そうしたら姉だって僕の誕生日を一緒にお祝いできる。それに追加で一年の猶予があったら、僕も間違いなくレベル10に到達できるだろう。

　これはかなりのグッドアイデアだと──

「いや、さすがにダメだよ……」

「ダメかー」

　まぁそうか。そりゃそうか。

「ごめん姉、ダメみたい」

「いいの、私のためにありがとうアレクちゃん」

「良い考えだと思ったんだけどね、父がダメだって」

「私も良い考えだと思ったけど、セルジャンさんがそう言うんだから仕方ないよ」

「なんか僕が悪者みたいになってる……」

「さておき、父はどうしたの？」

「あ、うん。ジェレッド君が来たよ」

　ジェレッド君？　あぁそうか、僕が呼んだんだ。今日来てくれるように僕の方からお願いしていたんだ。……だけど姉がこんな状態だからな、どうしたものか。

「約束してたの？」

「あ、うん。今日会おうって」

「そっか、じゃあ行ってあげて、私はもう大丈夫だから」

「そう？」

「うん、お友達は大事にしなきゃ、特にジェレッド君は」

「……特に？」

「アレクちゃんとジェレッド君が仲良くしていてくれると、私も嬉しいの。とても嬉しいの」

「…………」

　え、なんか意味深。とても意味深。なんだろう、なんかいろいろ心配。もしや姉……腐ってないよね？

「その、『嬉しい』っていうのは、いったいどういう……？」

「わからないけど、アレクちゃんとジェレッド君が仲良くしていると、心が温かくなるの……というより、熱くなるの。二人が仲良くじゃれているところなんか見た日には、まるで病気なんじゃないかっていうくらい、ドキドキと胸が高鳴って……」

　うん。たぶん病気だわ。それはたぶん、病気と呼んでいい症状だよ姉……。




「ジェレッドくーん」

「おう」

　とりあえず腐った姉は置いて、家の外へ出た。

　ちなみに姉はスケジュール的に忙しいらしく、これからすぐに人族の国へ戻るらしい。忙しい合い間を縫って僕の元へ来てくれたのだ。そこは素直に嬉しい。

　次に会う時は、Ａランクになって帰ってくるとのことだ。僕も頑張ろう。頑張って初狩りをクリアしよう。

「というわけで、頑張ろうジェレッド君」

「は？　何をだよ」

「レベル上げだよジェレッド君」

　初狩りまであと三日。それまでに、どうにか僕はレベルを10に上げなければいけない。そのために今日僕は、幼おさな馴な染じみのジェレッド君を呼んだのだ。

「こうして久々にジェレッド君と会ったわけだけど──」

「久々？」

「あ、それほど久々でもないかな？　むしろ、案外早く再会できたような気もする……？」

　なんというか僕的には、もっと長い間会えないものかと思っていた……。

「さっきから何言ってんだ……？」

「まぁいいや。今回ジェレッド君には、僕のレベル上げを手伝ってもらいたいんだ」

「レベル上げなぁ……。ここ一年、お前はずーっとそれだよな」

「うん。初狩り前にレベル10、それをずっと目指しているんだ」

　正確には一年以上だ。ユグドラシルさんのおかげで目指せそうな状況になったので、それ以来ずっと目指している。

　……そういえば、そのユグドラシルさんが初めて村に来たときには、ジェレッド君のことを『アレク』だと仕立て上げようとしたんだっけか。

　その後、ジェレッド君にもしっかりそのことを話して、僕は謝罪した。心優しいツンデレジェレッド君は、『なんで俺を……というかそれで騙すのは無理だろ』と、ちょっと怒りつつも笑って許してくれた。

　むしろジェレッド君からは感謝されてしまった。ユグドラシルさんをジェレッドパパのお店に連れて行った件についてだ。

　僕としてはなんとなくユグドラシルさんと一緒に行って、急な神様の来店にキョドるジェレッドパパの反応を楽しんでいたりもしたのだが、世界樹様の来店は、ジェレッドパパ的にもかなり感動だったらしい。

　ユグドラシルさんから『うむ。いい仕事じゃ』などと言われたときには、ニヤニヤを抑えきれない様子だった。そしてそんなジェレッドパパの様子を見ながら、僕もまたニヤニヤしていた。そして睨まれた。

　そんなわけでジェレッド君から、『なんか親父も喜んでたよ、ありがとなアレク』などと、逆にお礼を言われてしまったのだ。

「まぁツンデレジェレッドファミリーのことは置いといてだね」

「ツンデレジェレッドファミリー……？」

「実はね、ちょっとジェレッド君に聞きたいことがあるんだ。……いや、もちろん答えたくなければ答えなくていい。なんだか聞くこと自体がマナー違反だって話だし」

「うん？　なんだ？」

「ジェレッド君のレベルは、今いくつなのかな？」

　どうなんだろう。ジェレッド君と僕は同い年。同い年の彼は、現在何レベルなのだろう。気になる。

「あぁ、それくらい別にいいぜ？　つっても俺はあんまり鑑定とかしないから、調べたのは結構前だけど」

「そっか、ありがとうジェレッド君。それで、いくつくらいなのかな……？」

　どうなのだジェレッド君。ジェレッド君の方が半年ほど生まれが遅いので、おそらく僕の方がレベルは上だと思うのだけど……それとも案外、レベル10に届いていたりするのだろうか？

　さぁ、どうなのだ──

「俺はレベル12だな」

「なんでやねん」

　えぇ……。なんでそんなに高いの？　僕だって今まで頑張ってきたよね？　なのに何故、３レベルも差をつけられているんだ……。

「なんでって言われてもな……」

「何？　もしかしてウッドクローを立て続けに十回くらいくらったの？」

「ウッドクローってなんだ？」

「ユグドラシルさんの技で、くらうとレベルアップするんだ。僕とローデットさんはくらったことがある」

「それ、単に怒られただけだろ……？　俺は別に世界樹様に怒られたことなんてねぇよ」

　ないのか……。世界樹式パワーレベリングもなしに、何故こんなに差があるのだ。というかパワーレベリングをした僕よりも上って、なんでだ……。

「……まぁいいや、３レベルも差がついていることに嫉妬を禁じ得ないけど、ひとまずそれは置いておこう。教えてくれてありがとね」

「おう」

「まぁジェレッド君の方がレベルが高いってのは、ある意味好都合かもしれない。実はね、今日ジェレッド君には──僕と戦ってほしいんだ」

「戦う？」

「経験値獲得のために、二人で戦おう」

　やっぱり戦闘こそがレベルアップへの近道なんじゃないかと僕は思う。なんで、ちょっとバトろう。

　バトる上で、ジェレッド君の方が高レベルだというなら、僕の獲得経験値もちょっとは増えるだろう。好都合だ。

「いや、戦うって……どうやって戦うんだ？　まさか弓で戦うわけじゃないよな？」

「そんな危ないことはしないよ。もっと平和に戦おう」

　さすがにそれは危険すぎる。もっと穏便に平和にバトろう。

「平和にって、何すんだ？」

「あんまり決めてない。何しようか？」

「そこは決めとけよ……」

　どうしようか。やっぱり武器はなしでバトりたい。とすると……相撲とかレスリングとか？　まぁどっちも絶対に安全とはいえないけれど、武器を使うよりはマシだろう。ちょっとくらいの怪我なら魔法で簡単に治してもらえるし。

「うん。それじゃあレスリング──あ、ダメだわ」

　レスリングはダメだ。それはやめておこう。僕とジェレッド君がくんずほぐれつやっていたら、姉とか姉と同じ趣味をもつ人達が興奮する。神聖なスポーツだというのに、邪よこしまな目で見る人達が現れそう。それはダメだ。

「レスリングってなんだ？」

「忘れてジェレッド君。えっちな目で見られちゃうから、それは忘れて」

「お前、俺に何をさせようとしてたんだよ……」

　しかしまいったな。武器も使えず、体のみでもダメとなると、いったい何をしたらいいものか……。

「じゃあ、とりあえずセパタクローかサッカーでもやろうか」

「別にいいけど……」

　竹製のボールでセパタクローか、魔物の革で作ったボールでサッカーでもしよう。ちなみに竹ボールは僕が以前作った物で、革のボールはジェレッドパパに以前作ってもらった物だったりする。

「どっちすんだ？」

「んー、じゃあサッカーで」

「おう。……けどよう。それって『戦った』ことになるのか？」

「…………」

　……あんまりならない気もする。遊んでいるだけな気もする。……全力ハツラツプレーを心掛けたら、何か変わるだろうか。

「まぁやるだけやってみよう。……けど、せっかくサッカーするんだったら、大勢でやりたいねぇ」

「大勢？　ああ、本来は十一人対十一人でやるんだっけか？」

「そうそう」

　以前ジェレッド君とサッカーをしたときには、ひたすら一対一を繰り返すだけだった。せっかくなら、フルメンバーで試合をしたい。

「え、まさか今からあと二十人集めるのか……？」

「あー、けど実際に試合をするとなると、審判も必要か」

「審判？」

「ルールを破っていないか見極めて、判定する人。やっぱり必要だよね」

「そうか、審判か……。そもそもあれだしな、判定とか以前に、みんなルール知らねぇしな」

　オフサイド以外はそこまで複雑なルールでもないし、やっていればわかると思うんだけど……とはいえ、接触プレイとかは厳格にレフェリングしてもらわないと。

　みんなサッカーを知らないのだから、ボールホルダーにとんでもないタックルとかしちゃいそうだ。

　下手したら、選手を摑んで投げ飛ばしたりしかねない。……さすがに攻撃魔法を使ったりはしないと願いたいところだけど。

「そうなると……もう僕が審判するしかないのかな？」

「……お前がすんのか？」

「うん。最初は僕が審判をして、サッカーとはどういうものかを知ってもらわないと──」

「お前は戦いたいんじゃなかったのか……？」

「…………」

　そうだった……。それがいつの間にか、戦う者同士を裁く役割を担おうとしていた……。サッカーの時点で、だいぶ本来の目的とずれている気がしないでもないのに、そこからさらにずれてしまっていた……。

「……一対一をしようかジェレッド君」

「まぁ、そうだな……」

　今日はそうしよう。フルメンバーでのサッカーは、また今度だ。まぁこの一対一だって、やっぱり大して戦っている感はないのだけど……審判をするよりはだいぶ戦っているだろう。とりあえず、張り切ってハツラツプレーを心掛けようか。





■第三章幕間　ジスレアの問診メンタルケア






「ん？　アレクだ」

　のんびり村の中を散歩していると、川辺でアレクを見つけた。どうやら川で魚釣りをしているらしい。

　ミリアムとセルジャンの間に生まれたアレクは、エルフにしては珍しく『漁業』スキルなんてものをもっている。そのためか、川で釣りをしているのをよく見掛ける。

　森に住むエルフなのに、『漁業』スキルをもっているのも変わっているけど、本人も相当変わっている。

　思考や発想が、普通の人とはちょっと違う。いろんな遊び道具を考え付くとこもそうだし、世界樹様ととても親しげに仲良く遊んでいるところも、なんだか凄いと思う。

　あと、アレクは人形作りが趣味らしいけど……なんとも形容しがたいあのセルジャンの人形や、胸やお尻を大きくしたミリアムの人形とか、私にはちょっと理解できない。何を思ってあれを作ったんだろう……。みんなを笑わせるためだろうか？

　アレクは会話をしていても、よくわからないことを突然言い出したり、おかしな反応を示したりする。

　私の診療所にもよく来るけど、ちょっとしたかすり傷や指のささくれでもやってくる。一瞬で治してあげると、とても喜ぶ。そのくせつらそうな風邪などを一瞬で治してあげると、何故かとても微妙な顔をする。変わっている。

　そんなアレクだけど、今日はのんびり川辺で魚釣りらしい。

　……うん？　いや、なんだか見る限り、あんまりのんびりって感じでもない気がする。どちらかというと、鬼気迫る雰囲気で魚釣りをしている……。初めて見たな、鬼気迫る雰囲気で魚釣りをする人……。

　とりあえず、話し掛けてみよう──

「やぁ」

「え？　あ、こんにちはジスレアさん。どうしたんですか？　こんなところで」

「散歩をしていた。そしたらアレクを見かけたから」

「あぁ、散歩ですか」

「散歩はいいよ？　健康にもいい」

「…………健康？」

　アレクが不思議そうな顔をする。何か変なことを言ったかな？

「それより、アレクは何をしていたの？」

「僕ですか？　僕は見ての通り、釣りをしていました」

　そう言って、持っていた釣り竿を軽く掲げるアレク。うん、釣りをしていたのはなんとなくわかったけど……。

「まさか剣の稽古中に見えたわけでもないですよね？」

　今度は剣を構えるように両手で釣り竿を握り、軽く笑いながらそんなことを言った。むしろさっきの鬼気迫る表情は、剣術稽古と言われた方がしっくりくる。

「釣りをしているのはわかったけど、なんだかずいぶん真剣な表情をしていたから」

「え？　あぁ……そうですか、そんな表情でしたか」

「あそこまで気迫溢れる釣りを、私は初めて見た」

「そこまで……？　いえ、実はですね、僕の誕生日が明後日あさってなんですよ……。あと三日で、十歳の誕生日を迎えるんです」

　誕生日が明後日なことと、気迫溢れる釣りがいまいち繫がらないのだけど……とりあえず続きを聞こう。

「十歳の誕生日ってことは、初狩りを行うわけじゃないですか。それで、一生懸命釣りをしていました」

　まだ繫がらない……。なんでそれで釣りをすることに……。

「僕としては、初狩り前にレベル10に到達しておきたかったんですよ」

「あぁ、そういえば前に聞いたね」

「はい。でもまだレベルが９から上がらなくてですね……とりあえず釣りでも一生懸命していたら、経験値をもらえるかなーって」

　そうなんだ。レベルを上げるために釣りを……。ようやく繫がったけど、なんともいえない。レベルを上げるために釣りをする人を、私は今まで見たことがなかった。

「まぁ釣りが獲得経験値的にどうなのかなって思わなくもないのですが……一応スキルももっていますので、試しに」

「そうなんだ」

「やっぱり剣や弓の練習の方がいいんでしょうか？　ジスレアさんはどう思います？　たくさん経験値を獲得するためには、何をしたらいいんですかね？」

「んー……。モンスターを倒すのが、一番手っ取り早いと思う」

「いえ、それ以前の状況なのですが……」

　あぁそうか、まだ初狩り前か。モンスターを倒したことすらないわけだ。

「ユグドラシルさんに尋ねたときも同じことを言われましたね、経験値が欲しいならモンスターを倒せと……」

　そうなんだ、世界樹様と同意見なんだ。それは少し光栄。

　けど、やっぱりみんなそう考えると思う。モンスター退治が一番手っ取り早くて、一般的なレベルアップ方法だと思う。それ以外の方法もあんまり思い浮かばない。

「そもそも、初狩り前にそこまで無理をしてレベルを上げなくてもいいと思うんだけど」

「それもユグドラシルさんに言われましたね……」

　そうなんだ。光栄。

「みんな僕に、そこまで初狩りを心配することないって言ってくれるんですよね。それはまぁそうかもしれないんですけど、僕としてはどうにも……」

　アレクは目をつぶり、釣り竿を持ったまま腕を組んで、『うーんうーん』と唸っている。……ん？

「アレク、アレク」

「おっと、すみません、ぼーっとしていました。どうかしましたか？」

「引いているみたい」

「え？　あぁ、本当だ。ありがとうございます」

　アレクの持つ釣り竿、その先端から伸びた糸が、川の水面をちょこちょこ移動している。魚がかかったみたいだ。

　私がそれを指摘すると、すぐにアレクは釣り竿を構え直し、タイミングを見計らい──

「フィーッシュ」

　よくわからない掛け声を上げながら、魚を釣り上げた。

「おめでとうアレク」

「ありがとうございます」

「なかなかのサイズ」

　アレクは釣り上げた魚から手際よく釣り針を外している。見た感じ、かなり大きい。

「あぁ、大きいのだけ釣るようにしているんですよ」

「ん？」

「小さいのは釣らないようにしているんです。スキルのおかげで、上手く避よけることができるんですよ」

「え、そうなんだ。そんなことができるんだ……」

　これが『漁業』スキルの力……。凄い。地味だけど凄い。

「見ていたら、なんだか私も釣りがしたくなってきたな」

「あ、そうですか？　えっと、もしよかったら一緒に釣りをしますか？　予備の釣り竿もありますし……いえ、散歩中とのことですし、もしよかったらですけど……」

「いいの？　じゃあ、貸してもらおうかな」

「ええ、是非是非」

　妙に卑屈になりながら提案してきたアレクは、妙にウキウキしながらマジックバッグをあさりだした。

「ではこちらをどうぞ──アレクシスロッド五号です」

「……うん？」

「アレクシスロッド五号。僕が五番目に作った釣り竿です」

「そうなんだ……。ちなみに今アレクが使っているのは？」

「アレクシスロッド七号です。……あ、もしかして七号の方がいいですか？」

「……いや、五号でいいかな」

「そうですか？　ではどうぞ」

　というわけでアレクから釣り竿を受け取った。アレクシスロッド五号というらしい。

　一見したところ、五号と七号の違いがわからない。『漁業』スキルと『木工』スキルをもっているアレクが作った釣り竿なのだから、何かしら違いがあるのだろうけど……。

　それにしても、アレクはいつも自分の道具におかしな名前を付ける……。

「ん？　名前が書いてある」

　手にした釣り竿を見ると、そこには『アレクシスロッド五号』と書いてあった。

「あぁはい。どれがどれだかわかんなくなっちゃうことがあるので、名前を彫りました」

「そうなんだ。……剣にも彫ったらいいんじゃない？」

　アレクは自分の剣に名前を付ける趣味があるのだけど、その名前をすぐに忘れて、よく付け直している。剣にも名前を彫ったら、忘れなくていいんじゃないかな？

「父と同じことを言いますね……」

　そうなんだ。セルジャンと同じ意見を……それは別に光栄でもないかな。

「ちなみに剣は、今なんて名前？」

「今ですか？　今は確か……バルムンクでしたかね？」

「バルムンク？」

「魔剣バルムンクです」

「魔剣なんだ」

　ほんの少し前まではグラムとか呼んでいた気がするけど、もう変わったらしい。今は魔剣になったという。

「まぁいいや。それじゃあ釣りを始めようかな」

「はい。あ、餌とか付けましょうか？」

「大丈夫」

　さすがにそのくらい自分でできる。私は適当にその辺の石をひっくり返して、くっついていた虫を捕まえ、針に刺した。

「じゃあ始めよう」

「釣れるといいですね」

「うん」

　こうして私は、アレクと一緒にしばらく釣りを楽しんだ。釣りが終わった後は散歩を再開したのだけど、アレクも誘ってみたら喜んで付いてきた。

　一人で釣りをしていたときのアレクは、ずいぶんと焦っていて余裕がない様子だったけど、一緒に釣りをしたり散歩をしたりしているときのアレクは、とてもリラックスしていて落ち着いた雰囲気だった。誘ってよかったと思う。

　病気や怪我を治すのは得意な私だけれど、心の病を治すのはあんまり得意じゃない。けれど、今回はちゃんとできたと思う。しっかりアレクを癒やすことができた。

　またアレクがおかしくなっていたときは、散歩に誘ってみよう。アレクはよくおかしくなるので、近いうちにまたそんな機会もあるだろう。
















　いよいよ時間がなくなってきた。

　というより、もう時間がない。明日は僕の十歳の誕生日。初狩りの儀式は明日行われる。

　初狩りまでにレベルを10に上げ、チートルーレットで戦闘用チートを獲得する──これを目標として、僕は今まで努力してきた。

　──だがしかし、僕のレベルは未だに９のままだ。

　まいった。いったいどうしたものか。なんとか今日中にレベルが上がらないものかと、朝から黙々と木工をしているのだけど、果たしてこれで間に合うのだろうか……。

「というか、何故レベルアップまでに必要な経験値を教会は教えてくれないんだ……」

　普通は教えてくれるものだろう、教会ならば……。それすらないのだから、僕はなんの変化もない鑑定結果を、もう何度も何度も何度も見ることになったぞ。なんだかローデットさんにも同情的な目で見られたぞ。

「獲得経験値も必要経験値もわからないのだから、傾向と対策を練ることもできない……」

　やっぱり剣か弓の方がいいのだろうか？　聞くところによると、ジェレッド君は現在レベル12で、僕よりも三つもレベルが上だという。

　考えたのだけど、これはジェレッド君が普段から弓に重点を置いているからじゃないか？　やっぱり弓の練習の方が経験値的に美味しいんじゃないだろうか？　それで、あれだけ僕と差がついたって可能性も……。

　ちなみに昨日は、もしかしたら釣りも経験値的にはありなんじゃないかと思って、朝から釣りをしていた。

　そうしたところ、偶然通りかかった美人女医のジスレアさんに話し掛けられた。どうもジスレアさんは、健康のために散歩中だったらしい。

　……健康とか、あんまり耳慣れない言葉だ。この世界には回復魔法がある。『病気になったら魔法で治せばいい』、そんな世界だ。

　そんな考えの元締めみたいなジスレアさんが、健康のために散歩とは……。一瞬ギャグか何かと勘違いしそうになったほどだ。

　さておき、そんなジスレアさんと一緒に、釣りや散歩を楽しんでしまった。こんなにもギリギリの段階で、悠長に何をしているんだという意見もあるかもしれないが……なにせ美人女医さんとの釣りや散歩だ。

　むしろそれは、かなりの経験値になり得るんじゃないか？　そんな思いもあり、ついつい楽しんでしまった。というか、最終的には経験値とかレベル上げとか忘れて、単純に楽しんでいた気もする。

　……よく考えると、一昨日はサッカーで昨日は釣りに散歩と、この最終盤にきて、遊んでいただけじゃないか僕は？

「そんなこんなで、結局やっぱりレベルは上がらなかったわけだが……」

　もういっそのこと、村をこっそり抜け出して森でモンスターでも狩ってこようか──そんな考えまで浮かんでくる。

　なんだか本末転倒もいいところだ。初めてモンスターを狩るから『初狩り』と呼ばれているのに、その初狩りに向けた準備として、モンスターを狩ろうっていうんだから……。

　だがしかし、ユグドラシルさんやジスレアさんも言っていた。結局一番いい経験値稼ぎは、モンスターを狩ることだと……。

「まぁさすがにそこまで無茶なことはしないけど、このまま木工を続けていてもいいのかな……」

　どうなんだろう。残り少ない限られた時間の中で、僕はいったい何をするべきなんだろう。やっぱり弓を射うちに行った方がいいのだろうか……。答えを出せないまま、僕は木工作業を続ける……。

　そこでふと尿意を覚えた僕は、朝からやっていた人形制作の手を一旦止め、トイレに行こうとして──

「そういえば、この家にも一匹モンスターがいたな……」

　トイレで思い出した。我が家にも一匹モンスターがいる。というか、住んでいる。

　我が家のゴミ処理を一手に引き受けてくれている、働き者の頼れるモンスター──スライムだ。

「……いやいやいや、だけどあれは倒しちゃダメだろ、怒られちゃうよ。あれは悪いスライムじゃないから、家庭用の良いスライムだから……」

　あのスライムとは長年一緒に暮らしていて、愛着も湧いている。スラ吉なんて名前を付けて、毎日感謝を捧げているくらいなんだ。スラ吉を殺すなんて、僕にはできない。

　そもそもスライム一匹が、どの程度経験値をくれるかもわからない。所詮スライムだし、あんまりくれそうにもない……。

「うん。やっぱり倒すのはなしだな。……倒しはしないけど、とりあえず尿意はあるのでトイレには行こうか」




　いつものようにスライムに感謝を捧げてから、部屋に戻ってきた僕。ドアを開けて、一歩室内へ足を踏み入れると──

「痛っ」

　え、何？　なにやら腕に軽い衝撃を……。

「あ、すまぬ」

「え？　あぁ、お久しぶりです──ユグドラシルさん」

「うむ」

　緑の髪と瞳をもつ美しい幼女が、いつの間にか僕の部屋に侵入していた。その幼女とは、何を隠そう僕らエルフ族の神──世界樹ユグドラシルさんだ。

　かれこれ一年ほど前になるだろうか、僕はユグドラシルさんと出会い、そして別れた。それはそれは感動的なシーンだった。

　あのときはユグドラシルさんは、『では、またいつか』と、言い残し去っていった。僕としても、『長い時を生きるエルフなら、いつか再会することもあるかもしれない』なんてことを考えていたけれど──実際、すぐに再会した。

　別れてから二週間ほど経ったある日のことだ。ユグドラシルさんは僕の部屋にひょっこり現れて、そのまま一泊してから帰っていった。

　その後もユグドラシルさんは度々この村に現れて、一緒に遊んだりご飯を食べたりしている。……案外暇なのかな？

　今日の来訪もそこそこ久しぶりではあるけど、前回から一ヶ月も経っていない。二週間ぶりくらいだろうか。大体このペースだ。ユグドラシルさんは大体、二週間に一回のペースでやってくる。……やっぱり暇なのかな？

　とにかく、そんなユグドラシルさんが僕の部屋で──フラフープを回していた。

「今日来たのは、お主に……なんじゃ？」

「え？　いえ、なんでもありません……」

　いや、だって気になるだろう、部屋でフラフープを回している人がいたら……。

　実は以前から、度々見掛けるユグドラシルさんのフラフープ姿だったりするのだが、やっぱり気にはなる。

　ユグドラシルさんが回しているフラフープは、ずいぶん前に僕が竹で作った『木工』シリーズ第二十五弾『フラフープ』だ。

　ユグドラシルさんにも見せたところ、大層気に入ってくれたようで、それ以降ちょくちょく回している姿を見るようになった。今日も僕の部屋に侵入して、何とはなしに早速フラフープを回し始めたらしい。

　僕はそんなユグドラシルさんに気が付かず、部屋に戻ってきたところで腕にフラフープがぶつかってしまったわけだ。

「今日来たのは、レベル上げの進捗を聞きに来たのじゃ。確かお主の初狩りは明日じゃろう？」

「それは……。わざわざありがとうございます」

　なんとも情に厚い神様だ。わざわざ覚えていて来てくれたのか。……まぁ普段から用事がなくとも頻繁に遊びに来ている神様だけど、ちゃんと覚えていてくれたのは嬉しいじゃあないか。

「それで、実際どうなのじゃ？」

「残念ながら……」

「そうか、まだレベルは上がらんか……。まぁそもそも初狩りに対してそこまで身構える必要はない、気楽に挑め──と言っても、お主は聞かんからのう」

「すみません……」

　会話自体はシリアスな雰囲気だし、真面目なトーンで話しているんだけど、なんせユグドラシルさんがフラフープを回し続けているからな……。どうしてもシュールな感じになってしまう。

「とりあえず今日の夜までは粘ろうかと思います。そういうわけで、こんなふうに朝から木工をやっているところでして」

　僕はユグドラシルさんに、作りかけの人形を見せた。

「ふむ。これは、わしじゃな？」

「はい」

　初めてユグドラシルさんと出会った日、ユグドラシルさんは僕を庇かばうため、僕に話を合わせてくれた。あの日あのときの恩義に報いるため、僕はこうしてコツコツとユグドラシル人形を作り続けている。

　まぁこれが恩義に報いることになるのかはわからないけど……あの瞬間、僕は人形を作ろうと心に決めたので、それを実践している。

　今作っているのは、通算四体目のユグドラシル人形だ。ちなみに記念すべき一体目は、ユグドラシルさん本人にプレゼントした。

「前に貰った物もそうじゃが……どうにも神像という感じがせんのう」

「そう……ですかね？」

「うむ。わしの像を彫る人間は他にもおるし、教会に置かれることもあるのじゃが……そのどれとも一線を画しておるように感じる」

「そこまでですか……」

「幼い姿のわしというのも原因じゃと思うが……それにしても威厳や貫禄がなく、神秘性もない気がする」

　僕は『木工』スキルで、モデルを再現するだけなので……。いや、ユグドラシルさんに威厳や貫禄が皆無だとは言わないけれど……。

「代わりに、愛嬌やら可愛らしさが出ておる気がする」

「愛嬌やら可愛らしさ……」

　自分でそんなことを言ってしまうのかユグドラシルさん……。

「それに、なんというか妙に躍動感があるのがのう……」

「ダメですか？　躍動感」

「あまり教会に安置する神像には求めんじゃろ、躍動感は……」

「そういうものですかね？」

「服も風でなびいとるし、わしは片足を後ろに上げとるし……何故片足を上げとるのじゃ、わしは……？」

「さぁ……？」

　元々は、前世の美少女フィギュア的な物を作りたいと思って始めた感じだからな。フィギュアではよくあった気がするんだよね、片足立ち。

「まぁよくできとると思うし、わしも悪い気はせんが」

「あ、そうですか、なら良かったです」

　嫌ではないそうなので、ユグドラシル人形──ユグドラシル神像は、これからも感謝を込めては作っていこう。

　ユグドラシル神像ばかりだと、母が不機嫌になるし、姉がしょんぼりしてしまうので、母人形や姉人形とローテーションさせながらね。

「それでレベル上げのために、夜まで木工作業を続けるつもりなのじゃろうか？」

「ええ、たぶんそうなるかと。あぁ、もしかしたら途中で弓を射ちに行くかもですが」

「ふーむ。そうか……」

　ユグドラシルさんはぽつりとそうつぶやいたあと、下を向いて何かを考え込んでいる。どうしたんだろう？

「のう、アレク……」

「なんでしょう？」

「お主がどうしてもというなら…………してもよいぞ？」

「え……？」

　しばらく下を向いて考え込んでいたユグドラシルさん。顔を上げたと思ったら、なんだか覚悟を決めたような表情で、おかしなことを言い出した……。

　と、突然何を言い出すんだユグドラシルさん……。こんな昼間っから────というか、ちょっと前にもあったねこれ。レリーナちゃんのときと、よく似ている。

　あのときの経験が活いきたな……。あれがなければ、僕はまたおかしな勘違いをしたまま慌てふためいて、すれ違いコントを始めていたことだろう。

　あと、ユグドラシルさんがフラフープを回し続けていたこともプラスに働いた。さすがにフラフープを回しながら誘惑してくる人はいないだろう。どんだけ前衛的なアプローチだって話だよ。

「どうした？」

「えぇと……してもいいとは、なんのことでしょう？」

　僕は素直に聞き返すことにした。レリーナちゃんのときも、素直に聞き返せばよかったな……。というか、そのあたり話す側が気を付けてほしい。大事な部分を省略して話さないでほしい。

「うむ。わしがお主を、死なない程度に痛めつけてもよいぞ？」

「えぇ……」

　なんだかユグドラシルさんが、とても物騒なことを言い出した……。急にユグドラシルさんがとんでもない提案をしてきたかと勘違いしそうになったけれど、実際にとんでもない提案だった……。

　僕は業界の人じゃないから、そんなことをされても嬉しくはないんだけど……。そもそも業界の人だって、そこまでガチでやられたら喜ばないんじゃないのかな……。

「な、何故そんな酷いことを……？」

「べ、別にわしもお主をなぶりたいわけではない。……じゃがな、わしがお主にダメージを与えることで、お主はレベルが上がるのじゃろ？」

「あ、世界樹式パワーレベリングですか」

「変な名前を付けるな……」

「す、すみません」

「それで、どうじゃ？　やってみるか？」

　どうじゃって言われてもな……。

「申し出はありがたいですけど、そんなズタボロにされるのは嫌ですよ……。明日にはもう初狩り本番ですし」

「魔法で治せばよいじゃろ？」

　魔法で治せばいいかぁ……その考え方もどうかと思うんだけどなぁ僕は……。

　とはいえ、魔法か。魔法で治せるとなると、一考の余地はあるだろうか？

「だけど大丈夫なんですかね？　いくら魔法でも、そんな瀕死状態から一日で完治できるのでしょうか？」

「まぁ大丈夫じゃろ。お主もこの村のヒーラーは優秀じゃと言うておったじゃろ？　なら問題はないはずじゃ、たぶん」

「たぶんて」

　確かにジスレアさんは優秀だと思う。なんでもすぐに治してくれるし。

　だけど僕は今までそんな重傷を負ったことはないし、重傷を治してもらったこともない。ちょっと不安だ。

「うーん。とりあえず保留させてください。ユグドラシルさんは、いつまでいてくれるんですか？」

「お主の初狩りが終わるまではおるかの？」

「あぁそうなんですか、ありがとうございます。……それなら、僕はこれから初狩り前、最後の鑑定に行ってきます。そこでレベルが10に上がっていなかったら──」

「ふむ？」

「もしかしたら……軽めにいたぶってもらうかもしれません」

「う、うむ……」

　ソフトＳＭかよ……。自分で言っててなんだかなぁ……。とりあえずソフトなやつでレベルアップできるかはわからないけれど、さすがにガチでボコられるのは勘弁だ。

　痛いのも嫌だけど、何よりユグドラシルさんに半殺しにされたくない。ユグドラシルさんの存在自体がトラウマになってしまいそうで、ちょっと怖い。

「というわけで、僕は教会へ行ってこようと思います。ユグドラシルさんも行きますか？」

「ん？　うーむ……やめておこう。どうにもローデットを見ると、小言を言ってしまうのじゃ」

「まぁ、それは……」

「それに、もう少しこれを続けたい」

「フラフープですか？」

「もう少しで何か摑める気がするのじゃ……」

「そうですか……」

　よくわからないけど……とりあえず僕が作ったフラフープを、ここまで楽しんでくれているのは嬉しい。

　しかし、これだけ長いこと話しているのに、ユグドラシルさんは途切れることなくフラフープを回し続けている。もう十分フラフープ熟練者と言えるんじゃないだろうか？　これ以上練度を上げたところで、何か変化があるようにも思えないんだけど……。

　あ、それなら、もう二つ三つ作ってもいいかもな。前世では、大量のフラフープをいっぺんに回している人を見たことがある。あれにチャレンジしてもらおうか？

　まぁユグドラシルさんの体格では、それほど多くのフラフープを回すことはできないかもしれないけど…………ん？　あれ？

「……ユグドラシルさん、ちょっと大きくなっていませんか？」

「お主は久しぶりに会った親戚か……」

　なんだか俗世にまみれたツッコミだなぁ……。確かに親戚って、会うたびにそんなこと言いそうだけど。

「いや、しかしですね、初めて会ったときに比べて、ちょっと大きくなっているような……？」

「うむ。成長させておる」

「え、成長させて……？　どういうことです？」

「この村に初めて来たとき、わしは外見をお主の年齢に合わせたのじゃ」

「ああ、チラッと言っていましたね、そんなこと」

「元々はお主を怖がらせないためじゃったが……今は別に子どものナリをしている意味はない」

　そういえば、そんな配慮からユグドラシルさんは幼い姿で僕の前に現れたんだったか。……まぁ結局僕はユグドラシルさんのサイズよりも、ユグドラシルさんの緑髪に怯えてしまったわけだが。

「とはいえ、この村ではこの姿で認知されておる。わしが急に大人になったら、みんな戸惑うじゃろ？　なので、今もお主の年齢に外見を合わせておる」

「はー、なるほど」

　僕に合わせるように、自身の外見も成長させていると……なんだか面倒なことをさせて申し訳ない。

「──って、え？　それはまずいですよユグドラシルさん！」

「な、何がじゃ？」

「あと数年で、立派な大人ver.になってしまうってことじゃないですか!?」

「そうじゃが……？」

「の、のじゃロリではなくなってしまうということですよ──痛っ」

　ユグドラシルさんがフラフープを回しながら僕に近づいてきて、僕の側頭部にフラフープを直撃させた。

　ふ、フラフープを武器として使いこなしている……。

「その言葉は二度と使うなと言ったじゃろうが」

「も、申し訳ありません……。いや、ですけど、ですけどね？　さすがにそれは……」

「なんなのじゃいったい……」

「できたらでいいんですが、これ以上の成長は控えていただけると……」

「なんでじゃ……」

「それはその、需要がですね……」

「お主は何を言っておるのじゃ……」

　のじゃロリを捨てるなんて、とんでもない。今さら大人になられたら、ユグドラシルさんのキャラクターが薄まってしまう。

　それに、もし大人バージョンになるとしても、もっと魅せ方ってのがあると思うんだ。そんなふうにだんだん成長していったら、なんのインパクトも残せない気がする。

「ここはやはり──普段は幼いバージョンで過ごしていただき、いざという場面のみ大人ver.に変身してもらって、颯さっ爽そうと登場なんかしていただけると感無量なんですが……」

「意味がわからん……」

　僕がピンチに陥った場面では、是非そんな感じで登場して、僕を助けていただきたい。
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　教会に着いた。これから行う鑑定が、初狩り前にできる最後の鑑定。いよいよこれがラストチャンスとなる。

　もうギリギリのギリギリ、時間いっぱい待ったなしの状況だ。正直、ここまで追い詰められる前になんとかしたかった。普通に考えたら、もう無理だろう……。

　だけど、僕は思うんだ。──ここで決めてこそ、異世界転生者だと。

　異世界転生者ならば、こうやってギリギリまで追い詰められてから、逆転勝利を収めるものだ。そうだろう？　それこそ異世界転生者であり、主人公なはずだ。

　ある意味、これから鑑定されるのはレベルとかステータスとか、そういうものじゃあない。鑑定するのは、僕の異世界転生者としての力量や、主人公としての才能。

　──いうなれば、異世界転生者力と、主人公力が鑑定されるんだ。

　……だがしかし、もしもその主人公力が振るわなかった場合。つまりはレベルが上がっていなかった場合……僕は自宅に帰ってから、ユグドラシルさんにソフトＳＭをお願いしなければいけない。

　そして痛めつけられるたびに、『ありがとうございます』と感謝しなければいけない。……それは避けたい、避けねばならない。その行為は、どう考えても主人公ではない。

　なんてことを考えながら、並々ならぬ決意を固め、僕は教会のドアを開ける。

「おはようございまーす！　アレクでーす！」

　教会へ入ると同時に、僕は元気よく挨拶した。教会に入る前のおかしなテンションに軽く引きずられた感はあるけれど、そうでなくても最近僕は、教会内でつとめて明るく振る舞っている。

　最近は特に頻繁に教会へ通っているわけだが……毎回毎回焦燥感を漂わせながら教会へやって来て、絶望感を撒まき散らしながら教会を去っていく僕。

　そんな僕の相手をローデットさんにさせるのは、さすがに申し訳ない気がしたのだ。そのため、なるべく負のオーラを出さないように、明るく元気よくを意識的に心掛けている。

「ローデットさんいますかー？　アレクでーす」

「はいはーい。いますよー」

　起きているようだ、珍しいな。

「中へどうぞー」

「ありがとうございまーす」

　ここら辺はもう阿あ吽うんの呼吸だな。なんせ何度も何度も繰り返しているやり取りだ。ここ最近は特に頻繁に繰り返している。

　応接室に入ると、机の上にはすでに鑑定用魔道具が置かれていた。僕は「よろしくお願いします」と言いながら硬貨をローデットさんに渡し、ローデットさんも「ありがとうございますー」と答えながら硬貨を受け取った。阿吽阿吽。

「それにしてもアレクさんは鑑定が好きですねー。二日に一度は来てますけど？」

「ええまぁ……。ただ明日からは、ここまで頻繁に来ることはないと思います」

　この鑑定が終わったら、その結果に関わらず、しばらく来ることもないだろう。また隔週ペースに戻す予定だ。

「あれ？　そうなんですか？」

「はい。初狩りは明日ですからね」

「あぁ、そうでしたかー。明日ですかー」

「ええ。これが初狩り前、最後の鑑定ですね」

「正直私は、初狩り前だから頻繁に鑑定するって意味もよくわからないですけど……？」

「えぇと、やっぱり初めての狩りなので、不安なんですよ……」

　チートルーレットのことを説明することもできないので、適当に取り繕って回答した。

　……まぁ、案外それが本心なのかもしれないね。なんとなく不安だから鑑定する。ただそれだけな気もする。

「そんなに心配することはないと思いますよ？」

「みんなそう言ってくれるんですけどねぇ……」

　というよりも、みんなに言われすぎて逆に不安になった。

　家族はもとより、レリーナパパママ、ユグドラシルさん、ジスレアさん、ローデットさんと、みんな揃って『そんなに心配することはない』『危険なことは起こらない』『大丈夫、問題ない』と、繰り返し僕に伝えてくるのだ。もはやフラグとしか思えない。

「とにかく、そんなわけで最後の鑑定です。これでレベルが10に上がってくれていると嬉しいんですが」

「アレクさんは、ずいぶんレベル10にこだわっていますよねー。確かにキリのいい数字ですけど、だからって、別にボーナスとかないですよ？」

　……あるんすよ。

「まぁ目標でしたからね。十歳になるまでに、レベルを10に上げることが」

「そうですかー。上がっているといいですね？」

「ありがとうございます。それじゃあ鑑定しますね」

「……上がってなくても、そんなに落ち込まないでくださいねー？　アレクさんはいつも頑張っていますから、すぐ上がりますよー」

　ローデットさんがニコニコ笑いながら僕を励ましてくれた。というか、上がらない前提でこちらを慰めにきた。

　……まぁいいさ。確かにこんな土壇場で目標を達成するなんてことは、普通はないさ。そんな都合のいいことは、普通なら起こり得ない。

　けど僕なら……僕ならできるはずだ。異世界転生者の僕ならば──僕が主人公ならば、きっとできるはずだ！　今こそ異世界転生者力を！　主人公力を！　この世界に示す時だ！

　いざ──！
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「あ」

「あ」

　マジか……。主人公だわ……。

「やりましたねー！　おめでとうございますー！」

「いやぁ、ありがとうございます！」

　レベル10達成を祝福してくれるローデットさんに、僕は笑顔で応えた。

「アレクさんすごいですー。正直なところ、私は無理じゃないかと思っていたんですー」

「いや、まぁそれは……」

　うん。ローデットさんが期待していなかったのは、薄々勘付いてはいたけどね……。

　というか、正直僕も無理だと思っていた。異世界転生力とか主人公力とか言って自分を鼓舞していたけど、内心無理だろうと諦めかけていた。

「一昨日は確かにレベル９でしたから、この三日間で上がったんですねー」

「そうですね──ん？」

　いや……違う、違うな。普通のレベルアップならそう考えるべきだけど、今回はレベル10に到達したレベルアップだ。それならば、レベルが上がったその日の夜、僕が眠った時点で例の会議室に転送されたはずだ。

　そして、一昨日も昨日も僕は会議室に呼ばれなかった。

　だとすると、今日の朝からさっきの鑑定まで──そのどこかで僕はレベルが上がったのだと推測できる。

「どうしたんですかー？」

「え？　あぁ、いつレベルが上がったのかなぁと思いまして」

「あー、レベルアップって実感ないですよねー。いつの間にか上がっている感じでー」

「ですねぇ」

　やっぱりみんな気付けないものなんだな。もしかしたら、みんなもファンファーレを求めているのかもしれない。

「アレクさんは毎日真面目に訓練されているそうですから、その訓練中に上がったんでしょうけどー」

「はい、たぶん……そうですかね」

　レベルが上がったのは今日で確定した。そして今日は木工しかしていない。となると──

「ユグドラシルさんの人形──ユグドラシル神像を彫っていたので、それで上がったんですかね？」

「へー、ユグドラシルさんの」

「もしかして、ご利益みたいなものがあるんでしょうか？　なんといっても僕らの神様ですから、普通の人形を作るよりも経験値を多く貰えたり？」

「別に経験値は普通の人形と変わらないと思いますけど……。あ、私の人形でも貰える経験値は同じだと思いますよー？」

「そうですか……」

　ローデットさんがチラッチラッと僕を見ながら、何やらアピールしてきた。また自分の人形が欲しいのかもしれない。

　いやしかし、仮にも教会の人間が『ユグドラシル神像も、ローデット人形も変わらない』と言ってしまっていいのだろうか……？

「そういえば今日ユグドラシルさんが、僕の家に来ましたね」

「そうなんですか？」

「なんだか明日の応援に来てくれたみたいで────あ」

　……あぁそうか、アレだわ。

「どうかしたんですかー？」

「えぇと、ユグドラシルさんにフラフープで腕と側頭部を攻撃されたのを思い出しまして……」

「フラフープ？　あー、あの竹の玩おも具ちゃでしたっけ？　……え、なんでフラフープで側頭部を？」

「まぁそれはいいんですが」

「いいんですか……？」

「いえ、別によくもないんですが……」

　そりゃあよくはない、よくはないよ。別に僕だって好き好んで側頭部を差し出したわけじゃない。

「とにかくですね、ユグドラシルさんのフラフープを受けたことで、レベルが上がったんだと思います」

「あー、前にもありましたねー。ウッドクローでしたっけ？」

「ええ、はい」

　そう呼ぶと、ユグドラシルさんは怒りますけど。

「あ、そういえば私もあのウッドクローでレベルが上がってたんですよねー」

「へぇ、やっぱりそうでしたか、おめでとうございます」

「ありがとうございますー」

　ローデットさんは無料ですぐに鑑定できるんだよな……。従業員特典ってやつか。ちょっと羨ましい。

　ところで、『レベルいくつになったんですか？』とは、やっぱり聞いたらまずいのだろうか？　他人のステータスは聞かないのがマナーらしいけど、レベルもダメなのかな？　そこら辺の感覚が未だに摑めない。

「じゃあ今回も、ユグドラシルさんのおかげだったんですねー」

「はい。『生命力』が上がっていないので、そこまで多くの経験値ではなかったようですが、最後の追い込みというか、最後のひと押しを」

「なるほどー」

　ふーむ……。結局は世界樹式パワーレベリングの効果だったのか。

　主人公らしくギリギリで奇跡を起こしたとか、ご都合主義が発動したのかと思ったけど、よくよく考えたら必然と呼べるものだったんだな。

　初狩り直前でレベルが上がったのは、初狩り直前でユグドラシルさんが来てくれたから──それだけのことだったんだ。

　なんだか少しガッカリかもしれない。もちろんレベルが上がったのは嬉しいし、ユグドラシルさんには感謝しかないけど……僕の異世界転生者力や主人公力が発揮されたわけじゃなかったのか。

　まぁそうか、そうだよな……。初っ端からタワシを引いている時点で、僕の異世界転生者力は諸先輩方よりもだいぶ低いのかもしれない……。うわっ、僕の異世界転生者力、低すぎ……。

「アレクさん？」

　僕が自分の異世界転生者力と主人公力の低さを嘆いていると、ローデットさんから心配そうな声を掛けられた。

「ああいえ、どうにか頑張ってレベルを上げることができたかと思ったのですが、結局ユグドラシルさんに助けられただけなんだなぁと……」

「そうですかー……」

「頑張って、目標を達成できたと思ったんですけどねぇ……」

「んー……。けど、今まで頑張ってきたから、ユグドラシルさんの最後のひと押しでレベルが上がったんじゃないですかー」

「それはまぁ……」

「ユグドラシルさんだって、アレクさんの頑張りを知っていたから、初狩りの応援に今日来てくれたんですよね？　……やっぱりこのレベルアップは、アレクさんが今まで頑張ってきた結果なんだと、私は思いますー」

「…………」

「だから、アレクさんはもっと自分を誇っていいと思いますー」

　ローデットさんが、良いことを言っている。とても良いことを言っている……。なんだか初めてこの人のことを、教会に仕える修道女なんだと思うことができたような……。

　いやー、けどなー。そんな良いことを言い出しちゃったら、ローデットさんのキャラがブレちゃうんじゃないかなー？　ローデットさんは、もっとやる気がなくて、だらしない感じじゃないとなー。

　とりあえずまぁ、励ましてくれたし、一応感謝はしますけどねー──

「あ、ありがとう…………ございばず…………」

　後半、涙声になってしまった……。頭の中で散々茶化してみたけれど、やっぱりダメだった。なんだか感情を抑えきれなかった……。

　だって頑張ってきたんだもの……。その頑張りを認めてくれたんだもの……。

「恥ずかしいところをお見せしました……」

　僕はローデットさんの温かい言葉で、思わず泣き出してしまったことを謝罪した。……いや違う、泣いてない。断じて泣いてはいない。ちょっと涙声になっただけだ。

「いいえー、いいんですよー？　けどアレクさんのそういうところを、初めて見た気がしますー。アレクさんは普段落ち着いていて、なんだかちょっと大人びていますからねー」

「そうですか……」

　ローデットさんはクスクス笑っている。恥ずかしいなぁ、ほんとに恥ずかしい。たぶんあれだ、この幼児ボディに引っ張られたんだ。赤ちゃん時代に泣き出すのを我慢できなかったように、どうしようもないやつだったんだ。

　ところで、大人びているのは『ちょっと』なのか……。いやまぁいいんだけどさ。

「けどー、やっぱりアレクさんは頑張っていましたから。だからみんなも応援してくれてー、それでその努力が実ったんですよー」

「はぁ……」

「『ユグドラシルさんに助けられただけ』って言ってましたけどー、アレクさんはみんなが助けたいと思えるだけの努力を──」

「も、もうやめてください……」

　ローデットさんが、さらに追加で引き続き僕を励まして──というか、さらに追加で僕を泣かせようとしているみたいだ。なんかニヤニヤしているし……。

「とにかく良かったですねー。これで明日の初狩りもバッチリですね？」

「あー、そうですねぇ」

　まぁそれは、このあと行われるチートルーレットの結果次第なんだけどね。ある意味、僕はようやくスタートラインに立っただけにすぎない。ここからが本当の勝負だ。

　とはいえだ、とりあえずレベルが上がったことは喜ばしい。無事スタートラインに立てて良かった。

「そういえば、レベル10に気を取られて、他を見ていませんでしたが」

「んー、『筋力値』『魔力値』『器用さ』が上がってますねー」

「なるほど。普段やっている訓練の影響が、そのまま出ている気がしますね」

　三項目とも剣、弓、木工、釣りの影響だと思われる。『魔力値』の方も、『ニス塗布』や『パラライズアロー』で魔力を消費したことで成長したのだろう。

　うーむ、それにしても……。
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「相変わらず偏ったステータスですね……」

「そうですねー」

　どうしたらいいんだこれ？　ここからステータスを均等にならすとか可能なのか？　なんといっても『素早さ』が、『素早さ』が死んでいる……。未だに２しかない。２って、えぇ……。

　さすがに鍛えた方がいい気がする。だけど、どうやったら『素早さ』って上がるんだろう？　真っ先に思い浮かぶのが、反復横跳びなんだけど……。

　え、普段やっている木工と同じくらい反復横跳びするの？　下手したら僕は一日四時間くらい木工をやっていたりするんだけど……反復横跳びを四時間するの？

「まぁエルフですからねー。そんなに心配しなくてもいいんじゃないですか？　エルフはみんな偏ってますよー？」

「そうなんですか？」

「やっぱりエルフは弓と魔法が基本ですから、どうしても戦いは遠距離戦になるんですよー」

「ああ、ですよね」

「結果として、エルフはみんな『生命力』が低くなりがちですー」

「『生命力』が低くなりがち……」

　嫌な言葉だな、『生命力が低い』って……。というか、長命のエルフなのに生命力が低いとはこれいかに。まぁ紙装甲ってことなのかね。

「それと、気になるのがスキルのレベルなんですが……」

「スキルレベルですか？」

「もうレベルが10まで上がったというのに、スキルは全部レベル１なんですよね」

「そうですねー」

「木工くらいはレベル２に上がってもいいんじゃないかと思ったのですが」

　日々結構な時間を木工に費やしているというのに、こんなにも上がらないものなの？

「うーん……。アレクさんは、なんだか勘違いしてますねー」

「勘違いですか？」

「勘違いというか、少し認識がズレているというか。スキルレベルなんて、そうそう上がるものじゃないですよ？」

「そうなんですか？　いえ、スキルレベルの現状を見ていると、それもわかりますけど」

「そもそもレベル１の時点ですごいことなんですよ？」

「レベル１で？」

「はい、レベル１でもですー。そうですねぇ……ですから……」

　ローデットさんが指を顎に当て、中空を見上げながら「うーん」と考え込んでいる。

　しばらくして考えがまとまったのか、こちらに向き直り、言葉を紡ぐ──

「例えばアレクさんが──木こりになったとします」

「……え？」

「木こりですから、『伐採』スキルがほしいですよね？」

「…………はい」

　ここはたぶん、頷くしかない場面だろう。僕としては唐突な会話の流れに困惑するばかりだけど、ここで『木こりにはなりませんけど』などと否定するほど、僕は空気が読めない男ではない。

「そうですよねー。やっぱり欲しいですよねー」

「欲しいですね」

　欲しいのかな……。まぁ木こりなら欲しいか。

「『伐採』スキルを獲得するには、樹木を伐採するしかないわけですー」

「はい」

「毎日何十本も、木を伐採しなければいけないわけですー」

「はい」

「毎日毎日、木を伐採し続けなければー──って、あれ？　どっちにしろ、木こりの仕事なんてそれだけですかね？」

「はい…………いや、どうなんでしょうね？」

　ローデットさんが、木こりを軽くディスった気がする……。

　とりあえず話を合わせていた僕だったけど、さすがにその言い方には同意できない。木を切る以外にも、もうちょっとなんかあるだろ、知らないけど。

「とにかく、そうして木を切り続けて……二十年ほどで、もしかしたら『伐採』スキルを取得できるかもしれませんー」

「二十年……？」

「二十年ですー。普通はそのくらいかかりますー」

「母は、新しいスキルを覚えるまで五年から十年ほどだと……」

「ミリアムさんはー……ちょっと普通ではないのでー……」

　ローデットさんが、母を軽くディスった気がする……。

『普通じゃない』は酷い。その言い方には同意できない。あるいは『ちょっと変わっている』だったならば、それは同意せざるを得ないけど……。

「というわけで、レベル１でも凄いことなんですよ？」

「なるほど……。よくわかりました、ありがとうございます」

「いいえー」

　となると、やっぱりチートルーレットは大したものなんだな。僕は二十年分を省略して『木工』スキルを覚えてしまったのか。つまり、あのとき飲んだ黄土色の美味しくないジュースには、二十年分の木工作業が詰まっていたわけだ。

　……なんだろう。わからないけど、そのジュースはあんまり体に良くない気がする。

「あ、それではスキルを取得してから、さらにそのスキルレベルを上げるには、どのくらいかかるのでしょうか？」

「そうですねー。『伐採』スキルを取得してからも、さらに木を切り続けて──」

　やっぱり木こりで例えるのか……。

「レベル２になるまで、少なくとも五年……」

「へー、レベルアップは五年でいけるんですか」

「もしくは上がらないか……」

「えぇ……」

「アレクさんに、木こりの才能があるかどうかが重要になりますねー」

「いや、たぶん僕は木こりにはなりませんけど……」

　あぁ、結局『木こりにはなりませんけど』と、言ってしまったな……。

「というか、上がらないことがあるんですか？」

「いくら時間をかけても経験を積んでも、上がらない人は大勢いますー」

「そうなんですか……」

「五年で上がる人、三十年で上がる人、いつまで経っても上がらない人、人それぞれですねー」

「なるほど……。では、レベル２からレベル３に上がるには？」

「レベル３までいくと、歴史に名前が残るレベルですねー。数が少なすぎて、上がるまでの平均なんてわかりませんよー」

　レベル３は、歴史に名が残るレベル……。そうだったのか。ずっとレベル１で不思議というか不安だったんだけど、そもそもこの世界のスキルはかなりレベルが上げづらく、レベルの上限もずいぶんと低いみたいだ。

「最高でレベルいくつまであるんですかね？」

「うーん……。レベル４で、もうお伽話の世界ですねー。……あぁ、そういえばレベル５まで上がった人の話を、古い書物で読んだことがありますー」

「へー、レベル５ですか」

「はい、『牧畜』スキル、レベル５らしいですー」

「『牧畜』スキル……」

　なんで、よりによって牧畜……。

「その書物によるとー、その人が手をかざしただけで、何もない空間からヤギが百頭出現したらしいですよ？」

　それはもう牧畜ではないと思う。
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　ローデットさんが解説キャラとしての実力を遺憾なく発揮したところで、僕は教会を後にした。

　スキルレベルの話は、なかなかに有益な情報だった。牧畜の話も、大変興味深いものだった。

　ちなみにローデットさん曰いわく、この『牧畜』スキルレベル５の逸話には諸説あり、ヤギ百頭ではなく、牛百頭だったという説もあるらしい。……まぁ僕はどっちでもいい。

　しかしながら、思えばずいぶんと悠長に話し込んでしまった。むしろ僕的に本番はここからで、この後のチートルーレットが本当の勝負だというのに。

　とはいえ、結局は夜まで待たなければいけない。チートルーレットが前回と同じ流れだとすれば、僕が夜眠った後で、例の会議室に転送されるはずだ。それならまだ時間的に余裕はある。というか、急いだところでどうしようもない。

　今日は早めに寝ようかな──そんなことを考えながら僕は歩みを進め、自宅へと戻ってきた。

「痛っ」

「あ、すまぬ」

　帰ってきた僕が自室のドアを開け、一歩室内に足を踏み入れたその瞬間──僕は腕に軽い衝撃を覚えた。

「え、何？　……あぁ。えぇと、ただいま戻りました」

「うむ」

　部屋にいたのは、何を隠そう僕らエルフの神様、世界樹ユグドラシルさんだ。世界樹ユグドラシル様が──フラフープをしていた。

　よく見ると、じんわり汗をかき、肌も上気している。……ずっとやっていたのか。

　そんなユグドラシルさんに気が付かず、またしても僕はフラフープを受けてしまったわけだ。……そういえば、これのおかげで僕はレベルが上がった可能性が高いんだっけか。

「それで、どうじゃった？」

「あ、はい、レベル10に上がっていました」

「なんと！　そうか……それは凄いのう。このギリギリで達成したか」

「ありがとうございます。状況的に今日レベルが上がったと考えられるのですが、おそらくユグドラシルさんの──」

「なるほど、わしの神像を作っておった成果じゃな？」

「え？」

「今日、お主はずっとわしの神像を作っておったのじゃろ？」

「えぇと…………あー、そう、そうですね。その成果だと思います。さすがユグドラシルさん、さすが世界樹様の神像」

「うむうむ」

　まぁ、そういうことにしておこう……。『世界樹様の神像を彫るよりも、世界樹様にフラフープでぶん殴られた方がご利益がある』なんて言われたら、ユグドラシルさんだってちょっと複雑だろう。

「それで、これからどうするのじゃ？　天界とやらへ行くのじゃろう？」

「はい。天界でチートルーレットを回してきます」

「チートルーレット？　あぁ、例の抽選のことか、確か前に聞いたのう」

「あ、ちなみにユグドラシルさんは、ルーレットって知ってますか？」

「いや、聞いたことがないのう」

　フラフープを回しながら、首を傾げるユグドラシルさん。

「抽選はあるんですよね？」

「うむ」

　フラフープを回しながら、頷くユグドラシルさん。

　以前姉に聞いたところ、抽選という仕組み自体はあるらしいが、ルーレットなるものは聞いたことがないと姉も言っていた。ユグドラシルさんも知らないとなると、どうもこの世界にはルーレットがないらしい。

「ルーレットというのは、抽選するための道具の一種です。今度作ってみましょうかね」

「ふむ。では、チートとはなんじゃ？」

「チートというのは──」

　……たぶん、ユグドラシルさんってチートだよね。この世界のチートキャラだと思う。

「どうした？」

「あぁ、はい。『チート』は、『ズルい』って意味です。ズルいくらいに強力なアイテムやスキルを、チートアイテムとかチートスキルと呼ぶんですよ」

「ズルいくらいに……」

「そういったチートを抽選で獲得できるのが──チートルーレットです！」

「アレクブラシはズルいくらいに強力なのか？」

「…………」

「あ、すまぬ」

　もうすぐそのチートルーレットを回せるということもあって、なんだか熱く語っていたところ、ユグドラシルさんに冷や水をぶっかけられた。

「えぇと、今度はちゃんとしたチートが貰えるといいのう？」

「そうですねぇ……」

「それで、どうやって天界へ向かうのじゃ？」

「前回の話ですが、レベル５になった日の夜にベッドで眠っていると、いつの間にか僕は天界に呼ばれていました。おそらく今回もそんな流れかと」

　今回も、寝ていたらいつの間にか転送させられるのだろう。それが肉体ごとなのか、あるいは魂だけとかだったりなのかは知らないけれど。

「とりあえず夜になるまで待って────あれ？　今寝たらダメなんですかね？」

「今？」

「別に夜まで待たなくてもよくないですか？　今ちょっとお昼寝したら、天界まで呼んでくれないですかね？　ダメなんでしょうか？」

「いや、わしは知らぬが……」

　行けるんじゃないか？　たぶん今も女神ズは天界から見ているだろうし、呼んでくれるんじゃないだろうか。……ちょっと寝てみようかな？

「じゃが、今寝たら夜眠れなくなるじゃろ？　明日が初狩りの本番じゃというのに」

「それは……まずいですね」

「それにもうすぐ夕飯じゃ」

「そうですか……」

　……なんだがユグドラシルさんが母親みたいなことを言う。優しく諭されて、危うく母性すら感じてしまうところだった。見た目は髪を振り乱しながらフラフープにふける幼女だというのに……。

　……母性といえば、自らを母親だと言い張った、母性を全く感じないあの女神様はどうなったのだろう。もうすぐ会うわけだが……。

「では、夕食へ向かうかの」

「あ、そういえばユグドラシルさんが来ていることを、両親に伝えていませんでしたが」

「うん？　いや、少し前にセルジャンがこの部屋に来た。お主がいない間じゃ」

「そうなんですか？　じゃあユグドラシルさんの夕食も大丈夫ですかね」

「じゃな。それにしても……」

「どうかしましたか？」

「いや、セルジャンがな、何やらわしを不思議そうに見ておってのう。まぁ息子の部屋に来たはずが、息子はおらず神がおったのじゃ、不思議そうにもするか」

　けらけらと笑うユグドラシルさん。

　たぶん父は、一心不乱にフラフープを回し続けるユグドラシルさんの様子が気になったんじゃないかな……。




「では寝るぞー」

「はい」

　僕らは夕食を終え、シャワーを浴びてから部屋に戻ってきた。

　……いや、シャワーは別々ですよ？　そりゃあ見た目だけならお互い九歳だし、一緒に入っても、まだほのぼのとした感じで済むのかもしれないけど、そこは別々です。

　まぁ我が家の浴室はあまり広さもないし、二人でゆったり入れるような浴槽もないしね。僕としては、そんな温水が出る魔道具が備え付けられただけの狭いシャワールームでも十分なんだけど、やはり異世界転生者ならば広いお風呂を作らなければいけないのかと、ときどき悩んだりもする。

「明かりを消すぞー」

「お願いします」

　ユグドラシルさんが照明用魔道具の明かりを消してから、ベッドで横になる僕の隣へ滑り込んできた。

　初めてユグドラシルさんが家に泊まったときも成り行きで一緒に寝てしまったが、それ以降も、なんとなく僕らは同じベッドで一緒に寝るようになった。

　二回目以降は起き抜けのユグドラシルさんに前蹴りをいただくこともないので、僕としては構わないのだけど、どうなんだろうね……。

　お互い見た目だけなら九歳だし、ほのぼのとした感じで済むかな……？　済めばいいな……。

「いよいよこれから天界へ向かうわけじゃな？」

「そうですねぇ」

　ユグドラシルさんが真横から僕に話し掛けてきた。

「そうなると、お主の体はここから消えるのじゃろうか？」

「どうでしょうね。もしかしたらそうかもしれません。案外長いこと消えていたりするのかもです」

「ふむ……見ていてもいいじゃろうか？」

「はい？　消えるところをですか？」

「うむ」

「別に構いませんが……」

　構わないけど、ずっと寝ているとこを見られ続けるのか。いや、それはちょっと構うかもしれない……。

「あぁ、そういえば、これからディースさんに会いますけど、何か伝えることあります？」

「ディースにか？　うーむ……いや、何もないのう」

『コンビニ行くけど何か欲しい物ある？』みたいなノリで聞いてみたけど、ないみたいだ。というか、何もないのか……。

「じゃあ僕の方から、『ユグドラシルさんはここの神様として頑張ってます』って、一応ディースさんに伝えておきますね？」

「いや、別に……。う、うむ、まぁお主のその気持ちは、ありがたく受け取ろう」

「はい」

　といっても、わざわざ後で伝えるまでもなく、今の台詞もディースさんはリアルタイムで聞いているんだろうけどさ。

　ユグドラシルさんの頑張りも、僕よりディースさんの方が知っていることだろう。……そもそも僕は、普段ユグドラシルさんがどんなふうに頑張っているのかよく知らない。

　玩具で楽しそうに遊んでいるユグドラシルさんや、ご飯を美味しそうに食べている姿しか基本知らなかったりする。

「さて、ではそろそろ行ってきます。というか寝ますね」

「うむ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　ユグドラシルさんに就寝の挨拶をしてから、僕は目を閉じる。

　──さぁ、いよいよチートルーレットだ。明日の初狩りでは、戦闘用のチートは必須だ。なければ戦闘は相当厳しいものになることが予想される。僕は無事に、戦闘用チートをゲットできるだろうか。

　不安だ。こんな不安を抱いたまま眠らなければいけないなんて──というか、眠れるだろうか？　ルーレットへの不安もそうだし、ユグドラシルさんに今もじっと見られているということも気になる。ただでさえユグドラシルさんと一緒に寝るときは、ドキドキして眠りに入りづらいというのに……。

　いや、ドキドキするといっても、別にそれは『隣に女の子がいるから』的な意味じゃない。さすがに幼女のユグドラシルさんではドキドキしたりしない。

　僕がドキドキしてしまうのは、幼おさな馴な染じみのレリーナちゃんにこの状況を見られたら、果たして僕はどうなってしまうのか、という不安からである。あまりにも決定的過ぎる瞬間だ、以前にあった『早朝並んで家を出る』の比じゃない。

　というか、あのときでさえレリーナちゃんの怒りは凄まじいものだった……。もしも、いつものように、いつの間にか僕の部屋に侵入した彼女が、この状況を見たら──

　たぶん僕の物語は、その日で最終回を迎えることとなるだろう……。
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　気が付くと、僕は例の会議室にいた。二度のチートルーレットを行った、あの会議室だ。

　辺りを見回すと、ホワイトボードの前にはチートルーレットが鎮座しており──その前には二人の女神様がいた。

　僕に突進しようとしているキトン姿のディースさんと、それを羽交い締めにして押さえ込んでいる巫女装束姿のミコトさんだ。

　……そうか。僕はちゃんと眠れたのか。このまま朝まで眠れないんじゃないかと心配になってしまい、より眠れない悪循環に陥っていたんだ。

　もしもそうなっていたら、本当に最悪だった。あんなに頑張っていたのに初狩り前にルーレットを回せず、初狩りも酷いコンディションで挑む羽目になっていた。もうこうなったら、ユグドラシルさんに締め落としてもらおうかとまで僕は考えていたんだけど……。

　ちなみにユグドラシルさんは、僕より先に寝ていた。なんだか穏やかな寝息が横から聞こえてきて、『消えるところを見るんじゃなかったのか……』と、ぼんやり思ったことを覚えている。

　とにかく、僕は無事に天界へ転送されたらしい。……というか、ここは天界で合っているんだよね？　なんとなく便宜上『天界天界』と呼んでいたが、正確にはここがどこなのか聞いていなかった気がする。女神様に軽く確認をとっておきたいかもしれない。

　それ以外にも話したいことはたくさんあるんだ。なんせ二人に会うのは四年ぶり、積もる話もある。

　というわけでそろそろ女神様達と話をしたいんだけど……今も二人は激しくもみ合っている。どうしたものかな……。

「放して！　放してミコト！」

「落ち着け！」

「四年よ!?　四年も待ったのよ!?」

「わかった！　わかったから落ち着け！」

　ディースさんの症状が、四年前より悪化している気がする……。なんかもうレリーナちゃんみたいになっているじゃないか……。

「ディース、おい！　……く、この！」

「え、きゃっ！」

　ずっと後ろからディースさんを両腕で羽交い締めにしていたミコトさんだったが、突如その両腕を離し、拘束を解いた。

　突然自由の身となったディースさんはバランスを崩し、たたらを踏む──

「すまないディース」

「ガッ」

　前方によろけたディースさんの後頭部目掛けて、ミコトさんは握り締めた右拳の底面を上から叩きつけた。いわゆる『鉄てっ槌つい打ち』と呼ばれるものだ。

　そうか……これが神の鉄槌か。神の鉄槌って、こういうものだったのか……。

　神の鉄槌により、床に激しく叩きつけられたディースさん。それでも勢いは止まらず、大きくバウンドして吹っ飛んでいった。

　椅子や机をなぎ倒しつつ会議室の端まで飛び続け、そのまま壁に激突する。そして壁から床に落下し、ディースさんは大の字で動かなくなった。

　もうめちゃくちゃだよ……。

「ふぅ……」

「いや、あの……」

「あぁ、すまないなアレク君。着いて早々、こんな見苦しい場面を」

　確かに僕も、着いていきなり神対神のバトルシーンを見せられるとは思わなかった……。

　といっても、一連の戦闘はエルフである僕の目でも見ることができなかった。僕が認識できたのは、ディースさんがバウンドして、飛び始めたところからだ。

　ミコトさんによる神の鉄槌も、『そうか、これが神の鉄槌か』などと響きだけは妙に格好良い台詞を心の中でつぶやいたものの、実際には打ち終わったあとの姿勢や状況から推察したにすぎない。
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「ディースさんは大丈夫でしょうか……」

　会議室の端で倒れたままのディースさんを見ながら、僕はミコトさんに尋ねる。ディースさんは未だにピクリとも動かない。

　どうでもいいけど、キトンの隙間から肌が見えていたり、ふとももがあらわになっていて、なんだか無駄にセクシー。

「仮にも神だし、あのくらいでどうにかなる存在じゃないさ」

「ずいぶんとその……錯乱している様子でしたが、いつもああなのでしょうか？」

「普段上から君を見ているときも、あれほどじゃなかったんだけど……どうも久しぶりに直接会ったせいか、我を忘れてしまったみたいだね」

「はぁ……。というかディースさんはまだ僕のことを自分の息子だと？」

「……すまない」

「そうですか……」

　ミコトさんが謝ることでもないけれど、できたら僕が来る前にどうにかしておいてほしかった。僕がここに来てから物理的にどうにかするんじゃなくて、その前にどうにか……。

「次回のチートルーレットまでには、なんとかしたいと思う」

「お願いします。それにしても、あそこまで過激な対応をとらなくても……とは思うのですが」

　僕としては、前回みたいにちょっと抱きしめられるくらいなら、別にまぁ……。絶対に嫌かと聞かれると……それはまぁ……。

「少し──というかかなり我を忘れていたようだったから……。あの勢いで君に抱きついて締め上げたら、たぶんアレク君は千切られていたんじゃないかな……」

　怖ぇな！

　いや、さすがにそれはちょっと怖いな……。いつの間にか僕は死の危機に瀕ひんしていたのか。それはミコトさんも必死に止めるし、神の鉄槌も下すわ。

「そ、そうなんですか。それは危ないところを助けていただいたようで……」

「いや、いいんだ」

「やっぱり次回のチートルーレットまでには、是非ディースさんのこと、よろしくお願いします」

「うん。なんとか頑張ってみるよ」

　いやしかし、来て早々に大騒ぎだ。よく考えたらろくに再会の挨拶すらしていない。ディースさんに至っては、挨拶どころかまともに会話できるかどうかも怪しいものだ。

「ディースさんが起きたら、また僕を殺そうとするんでしょうか……？」

「別にディースも君を殺そうとしたわけでは……」

「──もう大丈夫よ」

「ヒッ」

　いつの間にかディースさんは起き上がっており、こちらへゆっくり向かってきた。さすが神、復活が早い。

「だ、大丈夫なんですか？」

「ええ、もう落ち着いたわ。ありがとうミコト」

「ああ、いいんだ」

『ありがとう』なんだ、あれは『ありがとう』と感謝すべき行為なんだ……。ピンポン玉みたいに吹っ飛んでいたけど……。

「久しぶりねアレクちゃん……」

「え、ええ、お久しぶりです」

「顔を……お母さんに顔をよく見せてちょうだい……」

　両手を伸ばしながら、フラフラと僕に近寄ってくる自称お母さん。正直ホラーでしかない。

「お、おいディース」

「だ、大丈夫ですミコトさん」

　またドンパチやられても困る。それに、ここで拒否するのもさすがに可哀想な気がして……。

「ありがとうアレクちゃん」

「いえ……」

　目の前までやってきたディースさんは、僕の頰にゆっくりと両手を添わせた。

「あぁ、アレクちゃん……。立派に、立派になって……」

　声を震わせながらそうつぶやき、僕の顔をじっと見つめるディースさん。彼女の瞳から、涙がポロリとこぼれ落ちた。

　──こうして僕はミコトさんと再会し、ディースさんとも感動の再会を果たした。

　……たぶん感動の再会だろう。母と子の感動的な再会シーンだ。母親が赤の他人であることと、子が顔面を握りつぶされないか怯えていることを除けば、きっと感動のシーンだ。




「いやー、悪いわね。ちょっとおかしくなっていたわ」

　僕の頭のすぐ上から、ディースさんがそんなことを言う。

　会議室の椅子に座る『自称ちょっとおかしくなっていた母親』のディースさん。彼女の膝の上に、今僕は座っている。というか座らされている。

　依然として母親を自称し、膝の上に僕を無理やり座らせている時点で、『ちょっとおかしくなっている』状態は継続中なんじゃないかと、少し思う。

　とはいえ、かなりの錯乱状態で、今いま際わの際きわに息子との再開を果たした母親みたいなテンションよりは、ずいぶんマシになった気もする。感動の再会シーンが無事に終わったことにより、なんとか以前の明るさを取り戻してくれたようだ。

「やっぱりちょっと重くなっているわねアレクちゃん。成長したのね」

「そうですねぇ」

　四年前の僕の重さを、しっかり覚えているディースさんの愛が重い。

　……ただまぁ、僕自身も自分の成長を感じていたりする。前回は後頭部のあたりに柔らかさを感じていたが、今回は首筋から肩にかけて柔らかさを感じている。

「とりあえず、レベル10おめでとうアレク君」

「あ、はい、ありがとうございますミコトさん」

　近くの椅子に腰掛けたミコトさんが、僕に向かって微笑みかける。……正直な話、ディースさんよりもミコトさんの膝の上に座りたい。そこならディースさんの発作が再発したとしても、ミコトさんが僕を守ってくれそうだ。

　──いや違う、別に膝の上に座らなくてもいい。ディースさんよりミコトさんの近くに座ればいいだけだ。なんだ『膝の上に座りたい』って、どんなフェチだ……。

「こうして無事に再会できて何よりだ」

「そうですね、無事ここへ──ここどこなんですか？」

「うん？」

「いえ、かなり今さらなんですけど……ここはどこなんでしょうか？」

　来て早々に湧いた小さな疑問だ。サクッと片付けておきたい。

「ここは天界だね」

「天界……」

「天界の会議室だね」

「会議室……」

　やっぱり天界で合っていたんだ。そして、会議室か。

「神様も会議するんですね」

「いや、しないけど」

「え、ではここは？」

「ずいぶん前に、そういうこともあるかと思って作ったんだ。……だけど、やっぱり神同士の会議なんてなかったよ」

「そうですか……」

「せっかく作ったけど誰も使わないんだ。それこそ誰かがここに入ったのは、前回のルーレット以来四年ぶりだね。実はチートルーレットもここに置きっぱなしなんだ」

　チートルーレットは僕の生命線なので、もう少し大事に扱ってほしい。

「その前に使ったのも、前回のルーレットからさらに六年前。君と初めて会った時まで遡さかのぼる。ここはもう、アレク君がダーツを投げるためだけの部屋だね」

「なんだかもったいないですね、四年も六年も使わないのは」

「仕方ないさ、なにせ肝心の会議が開かれないんだ……」

　開いたらいいのに。なんか話し合えばいいのに……。

「それにしても、前回は六年かかったところ、今回は四年か。ずいぶん短縮できたね？」

「そうですね、二年も短縮できたんですか。……なんだか、そんなに短縮できた印象はないですね。むしろ今回の方が長く感じたくらいです」

「ふうん？　なんだろう、それだけ内容の濃い時間を過ごしたってことかな？」

「あー、確かにそうかもしれません。前回のルーレット以降、いろいろ動き出した感じで──」

「そうね、いろいろあったわね！　まずセルジャン君に木工をしたいとお願いして、断られて、それから何故か三日間引きこもって、その後教会へ行って、ローデットちゃんと出会って──」

　僕の頭の上から、ディースさんが早口で捲まくし立ててきた。……まさかディースさんは、レベル５以降の流れを全部振り返るつもりだろうか？

　というか、懐かしいなぁ三日間の引きこもり。『何故か』じゃないよ、ディースさんが余計な話をしたせいで、両親の顔を見れなくなったんだよ。

「──あ、だけど母親として、ローデットちゃんとの付き合い方には疑問を呈するわ」

「はい？　ローデットさんとの付き合い方ですか？」

「アレクちゃんは教会をキャバクラ扱いして、ローデットちゃんをキャバ嬢だと思っているでしょ？」

「…………」

「何を言っているんだディース……。すまないアレク君、気を悪くしないでほしい。ディースはときどきこれを言い出すんだ」

　ディースさんの発言について、ミコトさんが僕に謝罪してくれた。

　むしろ僕としては、そんなミコトさんに対して申し訳ない気持ちになる。ディースさんの言うことがだいたい事実だなんて、ミコトさんは欠片かけらも思っていないようだ……。

　いや、すごいなディースさん。母親を自称するだけのことはある──少しだけ、そんなことを思ってしまった。

「あ、えぇと、教会で思い出しました。その教会で信仰されているユグドラシルさんは、ディースさんが命じて神様になったと」

　僕は露骨に話題を変えた。

「え？　ええ、そうね、私がお願いしたの。現地にもちゃんと神様がいてほしいと思って探したのだけど、ちょうどいい人材だったわ」

「んん？」

　てっきりディースさんが『世界樹』という存在を生み出したのかと思っていたのだけど……そうじゃないのか？

「どうかした？」

「あー、いえ、なんでもありません」

　あんまり詳しく聞くのはやめておこう。それはユグドラシルさんのプライバシーな気がするから。

「それで、ディースさんの方は人族の神だそうですね？　確か創造神ディースとか」

「あ、そう、そうなのよ。──ちょっとごめんねアレクちゃん」

「え？　はい」

　ディースさんが自分の膝から僕をどかし、立ち上がった。そして少し離れた場所に移動してから両手を水平に広げ、瞳を閉じて宣言する──

「私が創造神ディースよ」

「……え？　あの？」

「私が創造神ディースよ」

「そうですか」

　ちょっと何がしたいのかわからない。

　なんだろう？　もしかしたら、ディースさんの考える『創造神っぽいポーズ』なのかな？　ひょっとすると人族の間では、このポーズをとったディース神像が流通していたりなんかして──

「いつかアレクちゃんが人族の町に行ったら、こんな私の神像を見ることになるわね」

　合ってたわ。

　とりあえず『創造神ディース』を披露して満足したのか、ディースさんは戻ってきて椅子に座った。その途中で僕も捕獲され、再び膝の上へ連行された。

「あぁ、そういえば姉が言っていました。ディースさんの神像が、人族の教会には置いてあるって」

「そうなの。ときどき置いてあるの。……あ、そうだわ。アレクちゃんも私の神像を作っていいわよ？」

「え？　あーいえ、僕達エルフの神はユグドラシルさんなので……」

「けど──私の方が胸が大きいわよ？」

「……はい？」

「幼女姿のユグドラシルちゃんはもちろん、魔改造を施したミリアムちゃんの人形よりも、『ディースさんの方が大きい』わよ？」

「…………」

　やっぱり聞かれていたじゃないか……。前に新型母人形を見ながら僕がつい漏らしてしまった発言──『こう見ると、ディースさんの方が大きいんじゃないかな？』──あれのことを言っているんだろう。

　なんてことだ……。あれだけは聞いてほしくなかったのに……。

「ああぁぁ……」

　思わず顔を手で覆い、ディースさんの膝の上で小さくなる僕。そんな僕に大きいアピールしているつもりなのか、ディースさんが後ろからその大きな胸をあててくる。『あててんのよ』だ。

　……もはやどうでもいいけど、やっぱり新型母人形でもディースさんには勝てなかったんだな。当然実際の母ならば惨敗だ。勝負にもならない。

　たぶん母ではこの柔らかさは感じられないだろう。感じられるとしたら、肋骨の硬さくらいだ……。

「だ、大丈夫かアレク君」

「いえ、はい、大丈夫です……」

　僕が母に対して、なかなかに侮辱的な発言を頭の中でしていたところ、ミコトさんが僕を気遣ってくれた。

「その、なんとも恥ずかしい台詞をお聞かせしてしまったようで……」

「あ、あんまり気にしない方がいい。えぇと、ほら、普段のアレク君の独り言と比べても、そこまで恥ずかしい台詞ってわけでもないと思う」

「…………」

　フォローのつもりだろうか？　前から思っていたけど、ミコトさんはフォローがあんまり上手くない……。

「どうにも僕は、迂う闊かつな独り言が多いんですよね……」

「そうだね、いろいろと助かっている」

「……助かっている？」

　よくわからない。何故僕の独り言が多いと、ミコトさんが助かるのだろう……？

「僕としては、あんまり独り言を言わないように気を付けているんですけど……」

「「えっ？」」

「えっ？」

　僕の言葉を受け、驚くミコトさんとディースさん。いや、僕的には気を付けているつもりなんだけど……どうも二人の反応を見る限り、全然自重できていないらしい。

「姉、ユグドラシルさんと立て続けに、独り言から転生のことがバレてしまったので、それ以降言わないように気を付けているんですが……」

「そうか……気付かなかったな」

「そうですか……」

「ま、まぁいいじゃないか。二人には知られてしまったけど……結果的には知られて良かったんじゃないかな？　そんな印象を受けるけど」

「まぁ、確かに」

　姉もユグドラシルさんも、バレてしまったときは大層慌てたが、特に問題にはならなかった。それどころか、いろいろと相談にも乗ってくれている。だからまぁ、結果としては悪くなかった。

「そういうわけでアレク君は、これからもバンバン独り言を言うといい、その方が助かる」

　だからその、助かるってなんなのよ……。

「まぁいいです……。とりあえず独り言は置いといて──そろそろチートルーレットを始めてもいいですかね？」

「えぇ？　もうなの？」

「はい。なにせ今回は、かなり重要なルーレットですから……どんなものが当たるか、早く知りたいって気持ちがありまして」

「そう……わかったわ。じゃあ、ちょっと待っててね？」

「お願いします」

　そう伝えてから、僕はディースさんの膝からどいた。ディースさんは立ち上がり、チートルーレットの裏側まで移動して──ダーツを一本手にして戻ってきた。

「はいこれ」

「ありがとうございます」

　僕はディースさんからダーツを受け取る。ちなみに受け取ったダーツには、デフォルメされた笑顔の僕とディースさんが描かれていた。芸が細かいね……。

　さてさて、いよいよルーレットだ。天界へ来て、いきなりの神様同士のバトルがあったり、穏やかに歓談したり、ひどい辱めを受けたりと──いろいろあったが、いよいよレベル10のチートルーレットが始まる。

「いよいよだね、頑張れアレク君」

「ありがとうございますミコトさん。是非とも今回は、戦闘用のチートが欲しいところですが……」

「それは、やっぱり初狩りがあるからかな？　なんだかアレク君は、ずいぶん初狩りのことを気にしているみたいだけど」

「ええ、まぁ……」

　なにせ僕の初戦闘──異世界転生者である僕の初戦闘だ。そりゃあまぁ、普通は何かあるよね。

「みんなも危険はないと言っていたし、そこまで心配しなくてもいいんじゃないかな？」

「ダメよミコト。そうはいってもアレクちゃんは初めてモンスターと戦うのよ？　何が起こるかなんてわからないでしょう？　いくら警戒しても、警戒し過ぎなんてことはないと思うわ」

「それもそうか……じゃあ、何か戦いに役立つものが手に入るといいね」

「はい」

　……ミコトさんもみんなと同じように、『大丈夫だ、問題ない』と言ったが──ディースさんは『何が起こるかわからない』と言った。一番あの世界のことを知っているディースさんがだ。

　これはやはり、何かしらのピンチやアクシデントが訪れるのでは？　そう考えるのは勘繰り過ぎだろうか？　……ただの過保護な母親ムーブってだけな気もする。

「じゃあ、行くわよアレクちゃん？」

「お願いします」

「チートルーレット──スタート!!」

　こうしてチートルーレットが──運命の歯車が回り始めた。この結果で僕の運命が決まる。狙うは戦闘用チート！　是が非でも、何が何でも手に入れるぞ！

　そんな決意を胸に、僕は──

「パー◯ェーロ！　パー◯ェーロ！」

「…………」

　……シリアスな空気が台無しなんですけど？

「あ、あの」

「パージェー……え？　何かしらアレクちゃん？」

「いえ、ちょっとコールが気になるのですが？」

「コール？　……あ、もしかしてアレクちゃんは、もう日本でパ◯ェロを販売していないことを気にしているのかしら？」

「え？」

　いや、そんなことは別に……というか売ってないんだ、知らなかった。

「安心してアレクちゃん。海外ではまだ売っているわ」

　ディースさんが良い笑顔をしながら、僕に向かって親指を立てた。

　いや、意味がわからない。ちなみに日本も海外も、すでに僕からしたら異世界だ。

　そもそもの話、僕はパ◯ェロが当たったら困るんだ。実は今後もチートルーレットで何か当たったら、ユグドラシルさんに貰ったことにしてしまおうと考えているんだけど……さすがのユグドラシルさんも自動車は無理じゃないか？

　それに、初狩りで自動車が活躍するとも思えないし……ん？　いや、どうだろう、案外いけるのか？　案外自動車で突貫したら、モンスターも倒せるか？　十歳の少年が自動車でモンスターに突撃するシーンは、なかなかシュールな絵だと思うけど……。

　車の運転はかなり久々なんだけど、そこは大丈夫だろうか？　ペダルに足が届くかも不安だ。今世では無免許だけど、それは仕方ないよね？

「パー◯ェーロ！　パー◯ェーロ！」

　僕が自動車の活用法に悩んでいると、いつの間にかコールも再開していた。

　……うん。パ◯ェロのことを考えて、パ◯ェロコールを聞いていると、なんとなくパ◯ェロでも大丈夫な気がしてきた。

　よし行くぞ、狙うはパ◯ェロか戦闘用チートだ！　いざ──！

「やー」

　いつもの掛け声とともに投とう擲てきされた僕のダーツは、『トスッ』という心地よい音を響かせながらボードに突き刺さった。まずは一安心。

　僕はダーツがボードにしっかりと刺さっているのを確認してから、視線をボードからディースさんに移した。どうせこの真っ黒なボードを見ても何もわかりはしない。

「ふむふむ……なるほど」

　ディースさんはルーレットの回転を止めて、ダーツの刺さった場所を確認している。そして確認が終わり、こちらへ向き直った。

　……さぁ頼むぞ、パ◯ェロか戦闘用のチートだ。戦闘用の……今さらだけど具体的な希望とか考えていなかったな。もう初狩りは今日なので、簡単で強くて便利なやつ、お願いします。

「アイテムね──」

　アイテム！

「戦闘用といってもいいわね──」

　戦闘用！

「おめでとうございます────『回復薬セット』獲得です！」

　回復薬セット!!　回復薬セット？　回復薬セット……？

　え、ちょっと微妙じゃない？　いや、正直微妙じゃないそれ？

「回復薬セット……ですか」

「回復薬セットね」

　まぁ神様から贈られる回復薬だし、それはそれはよく効く回復薬なんだろうけど……。といっても回復薬だろう？　所詮は回復薬……。まさかの消耗品……。

　チートルーレット──チートを貰えるルーレットの景品としては、あまりにも微妙な結果ではないだろうか？

　なにせ僕らの村にはジスレアさんがいるんだ。心の病以外は、どんな病気や怪我も治してしまうジスレアさん。歩くエリクサーこと、美人女医ジスレアさんがいるんだよ？

　だというのに、今さら回復薬を貰ったところで……。いや、確かに携帯して持ち運べるのは嬉しい。初狩りの準備としては良い物かもしれない。とはいえなぁ……。

「大丈夫か？」

「え？　ええ、大丈夫です」

　思わず腕を組んで考え込んでしまった僕に、ミコトさんが声を掛けてくれた。

「ずいぶん難しい顔をしていたけど？」

「回復薬……どうなんでしょう。とりあえず実物を見たいところですが──」

「お待たせー」

　特に待っていなかったけど、無数のビンを載せたキャスター付きのワゴンをディースさんが運んできた。……うっかり見逃したけど、ワゴンもチートルーレットの裏から排出されたのかな？

　ワゴンの高さは一メートルに届かない程度だろうか、台の上には、多面的なカットを施された妙に豪華なクリスタルボトルが、色ごとに規則正しく並んでいる。綺麗。

「綺麗ですね」

「そうだね」

　いや、ビンの造形はこの際どうでもいいんだ。問題はこの回復薬の効果だ。……というか、多いな。一本一本は小さいけれど、ずいぶん数がある。

「いっぱいありますね」

「そうだね」

　数えてみると、縦に十列、横に十列──合計百本の回復薬が並んでいた。色が違うのはなんだろう？

　試しに一番右側に並んでいる緑色のビンを、一本手に取ってみた。近くで見てみると、緑色はビンではなく、中の液体が緑色をしているのだとわかった。この緑のビンが一番数が多い。四列あるから四十本だ。

「えーと……『回復薬』？」

　よく見ると、ビンには『回復薬』と彫られていた。文字が彫られているだけなので、ちょっと読みづらい。

「回復薬ですね？」

「そうだね」

「これって効果のほどは、どうなんでしょうか？」

　とりあえずミコトさんに聞いてみるが──

「えぇと……」

　チラリとディースさんを窺うかがうミコトさん。

「ごめんなさいアレクちゃん。詳しいことは説明できないの。前に言ったと思うけど、試行錯誤することもまた、チートルーレットの醍だい醐ご味みだと思うから」

「だ、そうだ。すまないアレク君……」

「そうですか……」

　やっぱり教えてくれないか。さっきからミコトさんが『そうだね』としか言わなかったのは、余計なことを喋らないように気を付けていたんだろう。

　いや、けどさ、回復薬でしょ？　薬なんでしょ？　どうなのそれ？　病院で薬を出されて、『試行錯誤して飲んでね』なんてこと、普通はあり得ないだろうに……。

　前世で僕は、薬の用法用量はきちんと守る人だった。病院で出された薬も、ちゃんと最後まで飲む人だったのに、それが試行錯誤とは……。ビンは一本が百ミリリットルくらいだろうか？　いったいどれだけ飲めば、どれだけ効くのだろう……。

「なんか……副作用とかないですよね？」

「…………」

　黙んないでよ、怖いよ。

「……わかったわ。アレクちゃんにひとつだけ情報というか、ヒントをあげるわ」

「ヒント？」

「そっちの青色の薬があるでしょう？」

「これですか？　えぇと……『治療薬』？」

　ディースさんが指示した青色のビンを手に取ってみると、そのビンには『治療薬』と彫られていた。……回復薬と治療薬の違いがわからない。

「これがいったい？」

「その治療薬、ＥＤにも効くわ」

「…………そうですか」

　どんなヒントの出し方だ。

「ＥＤって何かな？」

「…………」

　ミコトさんが、僕に純粋な疑問を投げかけてきた。そんなあどけない顔で聞かれても……。というか、何故僕に聞くんだ。というか、何故知らないんだ。

「えぇと、男性特有の病気ですね」

「へぇ」

　とにかく、この治療薬はＥＤ治療薬らしい。……いや、さすがに限定じゃないだろう。『ＥＤにも効く』と言ったのだから、ＥＤ以外にも効くのだろう。もしかしたら病気を治す薬なのかな？

　病気か……。病気ならジスレアさんも治せるけど──果たしてジスレアさんは、ＥＤを治すことができるのだろうか？

　ＥＤは心理的な原因でなることもあると聞く。ジスレアさんはよく『心の病は治せない』と、決め台詞のように言っているが……。まぁ以前僕がストレスで体調を崩したときも、体調不良の部分はサクッと治してくれた。

　そう考えると、心理的な原因を取り除くことは無理でも、ＥＤの部分は治してくれそうな気がする。

　この治療薬はどうなんだろう？　ディースさんは自信満々で『ＥＤにも効く』と言った。そこまで言うのなら、もしかして心理的な悩みやストレスすらも癒やすことが──心の病さえも治すことができるのだろうか？　もしそうだとすれば、その部分ではジスレアさんを超えている。

　……この治療薬をディースさんやレリーナちゃんに飲ませたら、僕の周りはちょっと平和になるんじゃないか？

「どうかした、アレクちゃん？」

「……いえ、なんでもないです。とりあえず治療薬が二十本ですね。ではその隣は──『若返りの薬』」

　若返りの薬！　へぇ、凄いな。若返っちゃうんだ。

「これは凄い──ですけど、ふむ……」

「今度はどうしたの？」

「いえ、確かに凄いことは凄いんですけど、なにせ僕はエルフですからね……」

「そうね、結構な長寿種族ね」

　とすると、なんだかありがたみが薄れる。なにせ僕はエルフ。千歳まで生きる、今日十歳になったばかりのエルフなのだ。

　ふーむ……まぁいいや。そりゃあしばらくは必要ないと思うけど、結構なチートアイテムには変わりない。

　そんなわけで『回復薬』が四十本、『治療薬』が二十本、『若返りの薬』が二十本。──これで合計八十本だ。

「あと二種類が十本ずつですか」

「そうねー」

「そうだね」

　僕が薬を見ては、いちいち喜んだり難しい顔をして考え込んでいるのが楽しいのだろうか、ディースさんはニコニコしている。ミコトさんは余計なことを喋らないように必死だ。

　僕はそんな二人に見守られながら、黄色の薬を手に取る──

「えぇとこれは、『エリクサー』…………エリクサー！」

　おおぉぉ……これがエリクサー。すごいな、エリクサーか。なんとなく上下左右からしげしげと眺めてしまった。心なしか、黄色じゃなくて金色に見えてきた。すごいなぁ、大事に使おう。

　……いや、『大事に使おう』っていうこの考え方は、なんだか危険な気がする。大事にし過ぎて、使えなくなっちゃうような……。

　前世でも僕は使うことができなかったけど、今世でもやっぱり使えないのだろうか？　思い返せば、正直ゲットしても嬉しくないよねエリクサーって、どうせアイテム欄の肥やしになるだけだし……。

　とはいえ、これはゲームではなく現実だ。必要なときには躊ちゅう躇ちょなく使っていくことを心掛けよう。

　──っていうかさぁ、たぶん流れ的に、僕は初狩りでこれを使うわけでしょ？　初狩り前に回復薬セット獲得ってことは、僕は初狩りで怪我をして、回復薬を飲むわけでしょ？　流れ的にはそういうことでしょ？

　しかもエリクサーとか……。つまり大怪我するってことじゃないの？　エリクサーが必要になるくらいの重傷を僕が負う。そういう流れじゃないの……？

　なんだかちょっと憂鬱な気持ちになりながら、僕は最後の十本を確認する──

「『蘇生薬』」

　死ぬじゃん！

　流れ的に死ぬじゃん僕！　これを使うってことは──僕、死ぬじゃん!!





■第四章幕間　マザー・ディースの愛






　はぁ、アレクちゃん尊い……。

　アレクちゃんが、可愛くて愛おしくて尊い……。

　今日は一人息子のアレクちゃんが、四年ぶりに私に会いに来てくれた。神として長い時間を生きる私だけど、たった四年をこんなにも長いと思ったことはない。

　そんな私の愛が溢れてしまい、再会した瞬間に思わず我を忘れ、ミコトに後頭部をぶん殴られることになってしまったけれど……それくらいアレクちゃんは可愛らしい。

　今アレクちゃんは、チートルーレットの景品である回復薬セットを眺めながら、うんうんと唸っている。そんな姿もまた愛おしい。

「なんだかずいぶん悩んでいるようだけど、どうしたのかな？」

「え、えぇまぁ……」

　ミコトはアレクちゃんが悩んでいる理由がわからないらしい。もちろん母である私にはわかる。きっとアレクちゃんは──

『ここで蘇生薬を手に入れたということは、初狩りでこれを使う流れなんじゃないかと思いまして……』

　なんてことを考えているはず。

「ここで蘇生薬を手に入れたということは、初狩りでこれを使う流れなのかなぁと……」

　おしいわ。最後の辺りだけ、少し文章が違ったわ。

「ここで手に入れたから、このあと使う流れ……？　そんなことあるのかな？　そんなオカルトめいたこと」

「…………」

　ミコトのつぶやきに対し、微妙な顔で押し黙るアレクちゃん。これはあれね、『ミコトさんのような存在自体がオカルトめいた人に、そんなことを言われても……』って顔ね？

「というか、ディースはさっきから何をニヤニヤしているんだ？」

「アレクちゃんが尊くて」

「そ、そうか……」

　アレクちゃんの考えることが、手に取るようにわかる自分が少し誇らしい。母と子の絆を、この上なく感じている。

「それにしても、この回復薬セットですが……」

　今度は少し考え込むアレクちゃん。これは何かしら……そうね、『こんな良い物を貰って、ディースさんにどうお礼をしたものか』──そんなことを考えているのね？

「こんなにたくさんの薬、どう持って帰ったものですかね」

　少し違ったわ……。まぁ、こんなこともあるわね……。

「安心してアレクちゃん、私が送ってあげるわ」

「送る？」

「そうねぇ、それじゃあ……アレクちゃんが普段使っているマジックバッグ、その中に後で転送してあげるわ」

「あ、そうですか。それは助かります。ありがとうございます」

　まぁこのくらいはね、このくらいのサービスはしてもいいでしょう。

「とりあえず家に着いたら、ユグドラシルちゃんに蘇生薬を渡しておくといいかもしれないわね」

「へ？　あぁそうですね、それが良さそうです。死んじゃったら自分で使えないですもんね。ありがとうございます」

　……あら？　今のはどうだったかしら？　今のはかなり出過ぎた真似だった気がするわ。あれほど試行錯誤するように言っていたのに、笑顔で感謝するアレクちゃんが可愛くて、ついうっかり追加でアドバイスを……。

「とはいえ、やっぱり僕としては蘇生薬を使うようなことにならないと嬉しいのですが……」

「まぁそうよね」

「ですが本当に死んじゃった場合を考えると……これほど助かるものはありませんね。蘇生薬は十本あるわけで、少なくとも十回は生き返れるわけですか」

「……そうねぇ」

「あれ？　だけどこれって、別に一本全部飲まなければいけないわけではないんですかね？　ちょこっと飲んだだけでも、もしかして蘇生でき──」

「ダメ、ダメよアレクちゃん。答えられないわ。試行錯誤してほしいの。そんなふうに甘えられても、こればっかりは答えられないわ」

「え、別に甘えたつもりは……いえ、そうですか、わかりました」

　危ないところだったわ、情にほだされて、ペラペラとなんでも答えてしまいそうになったわ。恐ろしい。アレクちゃん、恐ろしい子。

「それよりもアレクちゃん。チートルーレットも無事に終わったことだし、お話しましょうお話。ここ四年間のことを、私にいろいろ聞かせて頂戴？」

「ここ四年のことですか？　それは構いませんが……お二人はしっかり見ていたのでは？」

「アレクちゃんの口から聞きたいのよ」

「あ、見ていたことを否定はしないんですね……。いえ、まぁ別にいいですよ？　僕も聞いてもらいたいことがたくさんありますしね」

「じゃあアレクちゃん、こっちこっち」

「はぁ……」

　お話を聞かせてくれるというので、私は椅子に座り、アレクちゃんを手招きした。アレクちゃんは照れながらも近寄り、私の膝の上に座ってくれた。あぁ、アレクちゃん尊い……。




「行ってしまったわね……」

「そうだなぁ」

　アレクちゃんが、ディルポロスに旅立ってしまった。私はもっとお話ししたかったけれど、『また来るから』と言い残し、アレクちゃんは旅立ってしまった。

「その、大丈夫か？」

「ええ、大丈夫。やっぱり別れは寂しいけれど、また会えるもの」

「そうか……。いや、なんというか体全体を使って本気で嫌がっていたから……」

「そうね、少し感情的になってしまったわね」

「少しってレベルじゃなかったと思うが……」

　仕方ないじゃない。次に会えるのはまた数年後なのだから……。

　アレクちゃんが初狩りを無事に終えて狩りをするようになったら、レベルアップのペースも上ってくれると嬉しいのだけど……。

「それにしても、やっぱりアレク君はずいぶん初狩りを気にしていたな。さっそく蘇生薬を使うことになるかもしれないと思っていたようだが……」

「そうねぇ」

「そんなことがあるのかな。別に大して危険はないんだろう？」

「普通はそうね、怪我ひとつしないはずだけど……とはいえ、安全な村から外に出て、モンスターの出る森の中で戦うんだもの、絶対に安全安心とは言い切れないわ」

「んー、まぁそうか」

　それにしたって心配しすぎだと、母である私も思うけど……。

「やっぱりアレクちゃんは、思い込みが少し激しいから」

「アレク君も、お前にだけは言われたくないと思うがな……」

「何よそれ？」

「まぁいいさ……。それで、今回アレク君が手に入れたのは『回復薬セット』か。他のはまだしも、蘇生薬はいろいろと大変だな」

「そうね、ディルポロスのシステム自体を、いろいろといじらないといけないわね」

　急いで変更しておきましょう。少し大変だけど、アレクちゃんのためなら頑張れるわ。

「……あ」

「うん？」

「実はね、アレクちゃんが死んじゃったら、ここへ来るように設定していたの」

「んん？　それは、私がやったようなことか？　死んでしまった佐さ々さ木きさんを天界に呼んだように、アレク君をここに呼ぶと？」

「そう。そういう設定にしていたんだけど……。蘇生薬を手に入れた今、アレクちゃんはノーリスクでここへ来られるということよね？　簡単に私に会いに来られるということよね？」

　今までは、数年に一度チートルーレットを回すときにしか会えなかった。だけどこれからは、私に会いたくなったらサクッと自ら命を絶てば、ノーリスクで会いに来られるわ。

「ノーリスク……？」

「あとで生き返らせてくれるようユグドラシルちゃんに言っておけば、ノーリスクでここまで来られるでしょう？」

「確かに行き帰りはできそうだが……。いや、行き帰りというより──生き返り？」

　なんだかちょっと上手いことを言ったわねミコト……。自分でもそう思ったのか、軽くドヤ顔をしているわ……。

「けれどアレクちゃんがそれに気付くには、一度死なないとダメよね……。うーん、悩ましいわ」

「たぶんアレク君は、ちょっとお前に会いたいからって自ら死を選ぶようなことは、しないと思うがなぁ……」

　そうかしら？　まぁアレクちゃんは少し気弱な面があるから、そうかもしれないわね……。でも、もっと私には会いたいはずだし……。

「まぁいいわ。とりあえず私はアレクちゃん視聴室行ってくるわね」

「うん？　いや、今アレク君は寝ているだろう？」

「でも行くわ。アレクちゃんの寝顔を見ながらディルポロスのシステムを変更してくるわ」

「だから寝顔を見てやるなというのに……。あと、世界の管理を片手間でやるなというのに……」

　どっちも最優先事項なのよ。なにせ久々に会ったばかりなのだから、起きてから私に対してのリアクションを何かしてくれるかもしれないわ。

　それと、蘇生薬もちゃんと機能するようにしっかり準備しておかないと。

「あぁ、その前にこれを送らないといけないわね」

　テーブルに置きっぱなしだった回復薬セット。この百本の薬を、アレクちゃんのマジックバッグに転送しておかないと。

「そうだな、それを忘れたら大変だ」

「まぁうっかり忘れていたとしても、マジックバッグになくて焦るアレクちゃんを見たら、否が応でも思い出すでしょうけど」

「それまで忘れていたことで、お前の評価はだだ下がりしそうだがな」

「それは由々しき事態だわ……」

　考えるだけで恐ろしいわ……。忘れないうちに、送っておきましょう。

「じゃあ、ささーっと」

「うん。無事に送れたようだな」

「…………」

「どうした？」

「他にも何か送りたいわ……。ダンボール箱にお米か野菜でも入れて、送りたい気分だわ」

「お前は田舎の両親か何かか……」

　似たようなものじゃない……。
















「ヒッ」

「む、起きたか」

「……あぁ、おはようございますユグドラシルさん」

「うむ、おはよう」

　目を覚ますと、緑色の瞳が僕を上から覗き込んでいた。驚いて思わず悲鳴を上げてしまったけど……ユグドラシルさんか。

　そういえば、以前は僕の方が寝ているユグドラシルさんの寝顔を、こんなふうに凝視してしまったんだっけ？　そりゃあ驚くし、前蹴りもくらうわな。

「あの、いったいどうしたんですか？　じっと僕を見つめて」

「うむ。消えるところを見たかったのじゃが……」

「あぁ、それで」

「実はな、いつの間にかわしは寝てしまったようなのじゃ……」

　僕より先に寝ていましたね……。

「ついさっき起きてのう。慌ててお主を見ておったのじゃが……どうやら間に合わなかったようじゃな」

　ユグドラシルさんがしょんぼりしている。というか、何故そこまで僕が消えるところを見たいのか。

「えぇと、とりあえず無事にチートルーレットは終了しました」

「お、そうか。して、何を貰えたのじゃ？」

「結構──いえ、かなり良いものだとは思うんですけど……」

　とはいえ、そもそも使う機会が訪れてほしくないってのが本当のところだよね。

　僕はベッドから起き上がり、部屋に置いてあるマイマジックバッグを取りに向かう。回復薬セットはマジックバッグに転送してくれると、ディースさんが約束してくれたのだ。

「ここに入れておいてくれると、ディースさんに言われたのですが」

「ふむ？」

　ユグドラシルさんの近くまでマジックバッグを持ってきて、中身をあさる僕。

　なんだかちょっとドキドキする。ちゃんと入ってるかな？　あのルーレットが夢だったなんてことはないよね？

「あぁ、ありますね。これが今回チートルーレットで手に入れた──『回復薬セット』です」

「回復薬セット？」

　よかったよかった。ちゃんとディースさんはマジックバッグに回復薬セットを転送してくれたみたいだ。天界で別れたときは大層グズっていたディースさんだけど、しっかり約束は守ってくれたんだな。

　いやしかし、あんなに駄々をこねる大人を見たのは初めてだ……。床に寝転がって、泣きながら手足をバタバタさせていたぞ……。

「これが回復薬で、これがＥＤの治療薬で、これは若返りの薬ですね──」

「アレクー？　起きているかい？」

「あわわわわわわ」

「な、なんじゃなんじゃ」

　部屋の外から聞こえた父の声に、激しく動揺する僕。急いでテーブルに出したばかりの回復薬セットを、再びマジックバッグに詰め直す。

　その姿はさながら、えっちな本を見ていたら親が部屋に入ってきたときの少年のようであっただろう……。

　といっても、最近はもうえっちな本とかないのかな？　スマホかパソコンで見れる時代だからなぁ。……あ、いや、最近じゃないか。僕が転生する前の話だから、もう十年も前の話だ。今はどうなっているんだろう？

「アレクー？」

「呼んどるぞ？」

「あ、すみません」

　焦って回復薬を隠していたはずが、いつの間にか青少年の性事情について考えていた……。

「どうしたの父？」

「朝ごはんだよ？」

「え？　もう？　あーそうなんだ。すぐ行くよ、ありがとう」

　そうか、昨日は寝るのがずいぶん遅かったから、起きるのも遅くなってしまったのか。

「何をそんなに慌てておったのじゃ？」

「いえ、父にも回復薬セットを見られたらまずいので」

「わしがまた与えたことにすればよいじゃろ？」

「ユグドラシルさん……」

　なんだろう、このユグドラシルさんから感じる『都合のいい女』感は……。そりゃあ僕としてはありがたい。ありがたいのだけれど……それでいいのかユグドラシルさん。

「とりあえず、朝食へ行くか」

「そうですね」

「今日は初狩りじゃからのう。しっかり食べるんじゃぞ？」

「はい」

　さらにユグドラシルさんは、母性までかもしだしてくる……。このままユグドラシルさんに甘やかされ続けたら、僕はどんどんダメな男になってしまいそうな気がする……。




「今日も美味いのう、ミリアムの食事は」

「ありがとうユグちゃん」

「ユグドラシル様、こちらもどうぞ」

「うむ」

　四人での食事も、ずいぶん回数を重ねた。最初はユグドラシルさんに緊張していた父だったけど、今ではだいぶ慣れたようだ。母なんて、もうユグドラシルさんを愛称で呼んでいる。

「アレクもユグちゃんも、たくさん食べて大きくなりなさい」

「うん」

「う、うむ」

　たぶんユグドラシルさんは、たくさん食べても大きくはならないと思う。

「あぁそれでアレク、わかっていると思うけど今日は初狩りだからね。朝食が終わったらすぐに出発するよ？」

「そうなんだ。ずいぶん早くから出るんだね」

　まぁそれもそうか、日があるうちに帰ってくる予定だろう。僕なんて森に入ることすら初めてなのに、夜の森なんて危険すぎる。きっと視界もきかないだろうし……きかないのかな？　エルフの目なら見えるような気もするけど。

「準備があるからね、早めに出発するんだ」

「準備？」

「夕食の準備があるから」

「うん？」

「初狩りで狩った獲物を夕食で食べるから、その準備だよ」

「ああ、なるほど……」

　すごいな父……。始まる前からもう勝った気でいる。肝心の僕がこんなに不安だというのに、父はこの余裕だ。なんだか妙な格好良さを感じてしまった。

　まぁ、戦いが終わったあとの予定を話すというのは、若干死亡フラグの雰囲気を漂わせるけど──

「この初狩りが終わったら、みんなで誕生日パーティーをしようね」

　そこまでいくと完全に死亡フラグだ。




　朝食が終わり、部屋に戻ってきた僕は初狩りの準備を始めた。

「まずは弓と矢。何はなくとも弓と矢だ。矢は多めに持って行こう」

「うむ」

「そして貰ったばかりの回復薬セット。これを忘れるわけにはいかない」

「そうじゃな」

　すぐに出発ということなので、僕は大慌てで自分のマジックバッグに必要な荷物を詰め込んでいく。

「水と食料もいるな……。母からパンか何か貰ってこよう」

「水はいると思うが……食料？」

「剣はどうしよう、魔剣バルムンクは……。そうだな、一応持って行こう」

「それはただの木剣じゃろ？」

「替えの服も何着か持って行こう」

「それはいらんじゃろ……」

　ユグドラシルさんが、僕の荷造りにイチャモンをつけてくる。

　いや、だって何が起こるかわからないんだもの。下手したら森の中で何日も動けなくなる可能性だってある。入念な準備が必要だと思う。むしろ何故その準備を怠っていたのか、自分で自分を罰したいところだ。

「ユグドラシルさん、他に何かいりますかね？　あ、母人形を持って行くのはどうでしょう？　お守り代わりに」

「いらんじゃろ……。置け、その乳のでかいミリアムを」

「そうですか……。セルジャン落としもいらないですかね？　なんか魔除けとかになりそうじゃないですか？」

「いらん。それを出してくるな、笑っていて怖いのじゃ。……というか、お主はこれから魔を倒しにいくのじゃろうが、魔をよけてどうする」

「それはそうなんですけど……」

「少し落ち着けアレク」

　ユグドラシルさんは若干呆れながらも僕の肩に手を置き、落ち着きを取り戻すように促す。

　確かに今の僕は、だいぶ浮き足立っている。お世辞にも落ち着いている状態とはいえないだろう。……よく考えたら、怖いから母親の人形を持って行くってのは、かなり恥ずかしい行為な気がしてきた。

「すみません、少々冷静さを欠いていました」

「ふーむ……のう、アレク」

「はい？」

「わしも行こうか？」

「……ユグドラシル神像を連れて行け、ということですか？」

「いや、そうではなく……まぁわしの神像は持って行ってもよいと思うが」

「じゃあ一応……」

　僕はユグドラシル神像をマジックバッグに詰めた。

「ではなくて、わしじゃ。神像ではなく、わし自身がお主の初狩りに付いていこうかと話しておるのじゃ」

「え……いいんですか!?」

「うむ。なるべく手は出さぬようにするが、しっかりお主を見守ろう。さすればお主も安心じゃろ？」

　それは嬉しい、願ってもないことだ。なんだかどんどんユグドラシルさんに依存してしまっているような気もするが、もうこの際気にしない。

「ありがとうございます。──あぁ、ではこれをユグドラシルさんにも渡しておきます」

　僕はマジックバッグに詰めた回復薬セットの中から、若返りの薬以外をテーブルに出していく。さすがに若返りの薬は初狩りには使わないだろう。

「回復薬、治療薬、エリクサー、最後に蘇生薬です」

「ふむ。回復薬に治療薬に……エリクサーってなんじゃ？」

「たぶん怪我が癒えて、体力も魔力も回復する薬かと」

「なるほど。蘇生薬とはなんじゃ？」

「たぶん生き返るのかと」

「なんじゃと!?」

　大層驚くユグドラシルさん。一瞬体を硬直させたあと、恐る恐る蘇生薬に手を伸ばした。その手は若干震えているようにも見える。

「た、確かに蘇生薬と書いておる……。こ、これで死んだ者が生き返るのか？」

「わからないです」

「え？」

「もしかしたら、寝ている人を起こすだけかもしれないです……」

「それだとだいぶ違うんじゃが……」

　たぶん生き返ると思うんだけど……そこら辺、詳しいことは女神ズも明言してくれなかったからなぁ。

「あぁけどディースさんも、蘇生薬はユグドラシルさんに預けておくといいって言っていました。ですから、やっぱり死んだ人を生き返らせることができるんだと思います」

「そうか……。凄すさまじい薬じゃのう……」

「この世界には、死者を蘇生させる薬とか魔法ってないんですか？」

「いや、わしは聞いたことがない……」

　そうなのか、だとすると凄いな。もしも本当に生き返るとしたら、この蘇生薬は紛れもなくチートアイテムだ。初めてチートルーレットが仕事したんじゃないか？

「とりあえず、僕が死んだらお願いします」

「ど、どう使えばよいのじゃ？」

「えーと……わからないです」

「飲ませるのか？　というか、死んでおるのに飲めるのか？」

「わからないです」

「もしかして、体にかける物なのじゃろうか？」

「わからないです」

「やはりすぐに使わねば、間に合わなくなるのじゃろうか？　猶予はどれだけ──」

「わからないです」

「使う量は──」

「わからないです」

「なんなのじゃ、貴様！」

　ユグドラシルさんがキレた！　し、仕方ないじゃないか、わからないものはわからないんだ！

「ぼ、僕だってわからないんですよ。貰ったばかりですし、あんまり女神ズも説明してくれませんし……」

「う、うむ。すまん……」

「いえ、こちらこそすみません。時間があれば、実験でもしたかったところなのですが……」

　なにせ全てがギリギリで進行してしまった、もうそんな時間も残されていない。

「とりあえず死んじゃったら飲めないと思うので、僕の口に含ませていただければ」

「うむ……」

「蘇生薬は十本しかないので、できることなら節約したいです。少量ずつ投与していただいて、生き返ったら止めていただけると」

「う、うむ。わかった」

「では、よろしくお願いします」

　僕はユグドラシルさんに頭を下げる。

「うむ。ところで、これを入れる用にマジックバッグ貸してくれぬか？」

「あぁ、じゃあ母に聞いてきますね」

　僕はユグドラシルさんに回復薬セットの半分を預けることにした。若返りの薬は除いたので、現在テーブルには四十本のビンが並んでる。色とりどりのビンが並んでいて、妙に綺麗。

「しかし蘇生薬か、本当に生き返ったらすごいのう。というか、こんな物わしは作れんぞ？」

「あー……。ユグドラシルさんに貰ったことにするのは難しいですかね？」

「うむ」

「そうですか。まぁその話は初狩りが終わってからにしましょうか。全て終わって、帰ってきてから……あ」

「うん？　どうした？」

　戦いが終わったあとの予定を話してしまった……。僕もまた、死亡フラグを立ててしまった……。

「いえ、じゃあ僕は母にマジックバッグと──パンを貰ってきます」

「……うむ、まぁ好きにせよ」

「あと、役に立ちそうな物を家の中からかき集めてきます」

「えぇ……」

　父と息子、親子揃って死亡フラグを立ててしまったので、それを打ち消す何かを探してきます……。
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「パンを貰ってきたのかい？」

「うん」

「ふーん、おやつかな？　途中で食べるのかい？」

「明日食べるんだ」

「……日帰りだよ？」

「大丈夫。父とユグドラシルさんの分もあるから」

「えぇと……」

「気にするなセルジャン、緊張しておるのじゃろう」

「はぁ……」

　──ついに初狩りが始まった。僕と父とユグドラシルさんの三人は、家を出発して、村から森へ向かっている最中だ。

　そんな中、父が僕に話し掛けてきたようだが、あまり上手く応えられた気がしない。それだけ僕は舞い上がってしまっている。なんだかふわふわしていて、地に足がついていない状態だ。

　そもそも初狩り初狩りといっているが、そもそも僕が初めてなのは狩りだけではない。森に入るのも初めてだし、実はモンスターを見ることすら初めてなんだ。

　我が家のトイレにはスライムが住んでいて、長年一緒に暮らしているのだが、実際の姿を見たことはなかったりする。彼は僕が用を足しているときに、奥に隠れてしまうからだ。まぁ、穴の直下で準備万端待ち構えられても困るから、それはいいんだけど……。

　というわけで今回僕は、初めて森へ入り、初めてモンスターを確認し、初めてモンスターを狩る。初森で初モンで初狩りだ。

「ねぇ父、僕はモンスターを見るのが初めてなんだけど……そもそもモンスターってなんなの？」

「モンスターっていうのは、動物や植物が魔物化した存在だね」

「魔物化……」

「体に瘴しょう気きを溜めすぎた動物は、魔物化してしまうんだ」

「瘴気!?」

　出た、瘴気。ファンタジー世界の不思議物質。

「動物と植物だけなの？　人間は瘴気を吸って魔物化しないの？」

「しないらしいよ？　人間には影響を与えないって聞くけど？」

「そうなんだ。というか、瘴気ってなんなの？」

「さぁ……？　ユグドラシル様は知っていますか？」

「えっ？　……わ、悪い気じゃろ？」

　ユグドラシルさんも知らないみたいだ。なんなんだろう瘴気って……。

　ディースさんならたぶん知っていると思うけど……いや、知っているもなにも瘴気を作ったのはディースさんか。そこら辺の詳しい設定は考えているのだろうか？

「──あれ？　その瘴気を溜めた魔物を……僕達は食べているんだよね？」

「そうだよ？」

「……だ、大丈夫なの？」

「たぶん大丈夫じゃないかな？」

「本当に？　一見大丈夫でも、その悪い気がちょっとずつ体の中に蓄積していって──なんてことはないの？」

「僕はもう三百年食べ続けているけど……」

「……大丈夫そうだね」

　安心した。とりあえず体に害はないみたいだ。さすがに三百年食べ続けて問題ないなら大丈夫だろう。

　ふーむ。だとすると、やっぱり瘴気が人の体に蓄積することはないのかな？　それとも悪影響がないだけで、すでに父の体内は瘴気でパンパンになっているのだろうか……？　それはなんだかちょっと気味が悪い話だけれど、害がないならまぁいいのかな……。




「森だ……」

「うん」

「これがエルフの森……」

「エルフの森？」

　エルフの森に到着した僕たち三人のパーティ。僕らの目の前には、緑の木々が鬱うっ蒼そうと生い茂った、深い森が広がっている。まだ昼間だというのに、森の中はずいぶんと暗そうだ。背の高い木が何本も立ち並んでいて、陽の光を遮っているせいだろう。

　エルフは夜目がきく理由がわかった気がするな。確かに普通の人なら、歩くだけでもちょっと難儀しそうだ。

「それで、僕はどうしたらいいの？　森で魔物を見つけて仕留めればいいのかな？」

「え？　いや、えーと……とりあえず僕が先導するから、アレクは付いてきてくれればいいよ？」

「そうなんだ」

　ここまできても言葉を濁す父。いつもそうなのだ。父だけでなく他の村人達も、僕に初狩りの具体的な内容を教えてくれない。これは同年代のレリーナちゃんやジェレッド君も同じらしい。

「じゃあ行くよアレク、付いてきて」

　僕に声を掛けながら、父はマジックバッグから剣を取り出して、腰に下げた。

　おぉ、なんだかかっこいいな父。僕も父のように、魔剣バルムンクを腰に装備したい。……しかし、残念ながら僕はそのためのホルダーをもっていない。

　とりあえず手にバルムンクを持って歩こうかと一瞬考えたけど、たぶん道を歩きながら棒切れを振り回す少年にしか見えなくなりそうなので、やめることにする。

「アレク？　どうしたの？」

「あ、うん、行くよ」

　というわけで、父の後に続いて森へ入る僕。そんな僕の後ろにはユグドラシルさんが付いている。

　よく考えたら、結構なパーティなんじゃないかな、この面めん子つは？　『剣聖』と『世界樹』と『木工師見習い』の三人パーティだ。少なくとも、そんじょそこらのモンスターには負ける気がしない。

　いよいよ始まった初狩りだけど、なんだか少しだけ勇気が出た。このパーティならなんとかなりそうだ。この三人ならきっと……。

　……いや、うん、わかってる。三人パーティとかなんとか言っているけど、一人どう考えても見劣りする職業の奴がいることは、僕だってわかっているさ……。

「どうしたアレク、進まんのか？」

「あ、はい。進みます世界樹さん。剣聖さんの後を、木工師見習いの僕は進みます」

「なんじゃその喋り方は、何故職業名で……？」

「……アレク？　剣聖さんって呼ばれ方は、あんまり好きじゃないかな……」

「あ、ごめん父」

　そういえばそうだった。うっかり父を傷つけてしまった。開始早々、パーティの絆にヒビが……。

　まぁそれはさておき、僕も森の中へ入っていく。うん、初森達成。

「ふぁ？」

「ん？　どうかした？」

「いや、なんか不思議な感覚……」

「あぁ、エルフだからね。森の中だといろいろと違うでしょ？」

「うん。なんか凄い……」

　そうか、エルフの特性か……。こうして父の後に続き、森を歩いているとよくわかる。薄暗い森の中でも夜目がきき、視界良好なことはもちろん凄いけど、エルフの森適性はそれだけじゃない。

　まず踏破性の高さだ。こんなにも歩きにくい森だというのに、僕はすいすい前へ進んでいる。足元には木の根や、折れた枝、石が転がっていて、さらにそれらは草や枯れ葉に覆い隠されている。──だというのに、僕はろくに足元を確認もせずに進んでいる。

　確認せずとも歩く道がわかる、足を置くべき場所がわかるのだ。転ぶことはおろか、つまずきもしない。間違いなくエルフの特性だろう。

　そして方向感覚、空間認識能力の高さだ。父の後ろを歩いている僕の頭の中には、どんどん地図が作られているのがわかる。

　おそらく僕一人でも、ここから自宅まで悠々戻ることができるだろう。迷う気がしない、今まで通った道を間違える気がしない。たとえ違う道を通ったとしても、その瞬間僕の脳内マップには、新たな道筋がアップデートされるはずだ。

　なんだか少し楽しくなってきてしまった。ある意味エルフらしいな。森に来てついついはしゃいでしまうというのは、ある意味とてもエルフらしい。

　とはいえだ、楽しんでばかりもいられない。すでに初狩りは始まっているんだ。ここからは何が起きても不思議じゃない。気を引き締めていこう──

「そう力んでも仕方ないじゃろ。落ち着けアレク」

「あっはい」

　気を引き締めた瞬間、僕の後ろを歩いているユグドラシルさんから指導が入った。

「この辺りには、モンスターなぞおらん。そこまで気を張る必要はない。それに、わしもセルジャンもおるのじゃ。安心せい」

「はい、ありがとうございます」

　確かにその通りかもしれない。残念ながら今の僕では、『世界樹』『剣聖』コンビと肩を並べて戦うのは難しいだろう。なんせこちとら『木工師見習い』だ。

　ここはサポートに徹しようじゃないか。僕には神様から貰った回復薬セットがある。戦いはできないが、回復薬が使えるんだ。

　パーティの誰かが傷を負ったときには、すぐさま回復薬を使おう。いざというときに、すぐさま回復薬を──あれ？　どう使えばいいんだ？

　やっぱり飲ませるんだよね？　え、それって結構難しくないかな？　この二人が怪我をするようなモンスターだろう？　そんなモンスターとの戦闘に割って入って、口の中に回復薬のビンを突っ込むのか？　難しくないか？　というより邪魔じゃないか？

　あ、そうだ。ユグドラシルさんがちらっと言っていたけど、体にかけるんじゃだめなのかな？　それでも回復薬の効果が発揮されるのなら、僕はユグドラシルさんの背中に隠れて、タイミングを見計らってチョビチョビ彼女の背中に回復薬を振りかける役に徹するんだけど……。

　ただ、それはあまりにも格好悪い。それに、その行為を僕の初狩りと呼んでいいものかどうか──

「これアレク」

「いたっ」

「安心しろとは言うたが、さすがに気を抜きすぎじゃろう……」

「すみません……」

　いつの間にか僕は思考の海へ沈んでいた。それに気付いたユグドラシルさんに、再び後ろから指導されてしまった……。

「歩きっぱなしで、少し疲れたのかな？」

「ありがとう父、大丈夫だよ」

「そうかい？　けどまぁ、ちょうどあそこで一旦休憩の予定だからね、少し休もうか」

　父が示す先には、ぽっかりと開けた空間があった。ここで休憩らしい。ここだけは高い木々もないので、陽の光も差し込んでいる。

　なんだかレジャーシートでも出して、お弁当を食べたくなる雰囲気だ。一応母から貰ったライ麦パンはあるけど、このパンは明日明後日あさってに食べる用だからな……。

「ねぇ父、ユグドラシルさんも言っていたけど、この辺りにモンスターはいないの？」

　とりあえずパンは我慢して、水筒の水を飲みながら父に尋ねる。

「そうだね。もう少し奥へ進まないといないかな」

「へー」

「まぁこっちの方角はどれだけ進んでも、そこまで手強いモンスターはいないけど」

「そうなの？」

「うん。このまま真っ直ぐ進むと、ルクミーヌっていう村があるんだ。村と村の間だからね、あんまりモンスターもいないんだよ」

「ふーん」

　ルクミーヌ村か。当然僕は行ったことがないけれど、ときどき大人が話しているのを聞いたことがある。隣村の名前だったのか。

　そう考えるとエルフの村は大変だな。どの村も、隣村との間にはもれなく森があるんだから。ちょっと隣村へ行くにも、モンスターが出る森を抜けなければいけないとは。

　──その後も、なんだかのんびりとした時間を過ごす。父やユグドラシルさんに森のことや他の村のことを聞いたり、モンスターのことを聞いたり、やっぱりライ麦パンを食べようかと悩んだり。

　しばし弛し緩かんした時間が過ぎた後────それは唐突に訪れた。

　何かが動く物音を、僕の耳は聞き取ったのだ。音のする方向に視線を向けると、微かすかに揺れる草むらに気が付いた。

　父はこの辺りにモンスターはいないと言っていた。それじゃあ、あれは──

「父！」

「うん」

　僕が慌てて父とユグドラシルさんを見ると、すでに二人とも気が付いていたようだ。僕の声に言葉だけで返事をして、視線は物音がした草むらから外さない。

　僕も草むらに再び視線を戻した。そして、揺れる草木を眺めながら思う──ついにこの時が来た。

　これこそ僕がずっと恐れていたこと、そして僕がずっと準備していたことだ。予想外のピンチや、想定外アクシデントが襲ってきた──敵が襲ってきたんだと、僕は確信する。間違いない。異世界転生者としての僕の勘が、そう告げている。

　緊張からか、うるさいくらいに鳴り響く自分の心臓の音を聞きながら、草むらをじっと睨にらみつけると、茂みをかき分けて、ある人物が姿を現した──

「え……？」

　その人物とは、レリーナちゃんのお父さん──レリーナパパだった。

「レリーナパパ……」

　さすがの僕も、これは予想外で想定外だ……。まさか、レリーナパパが敵だったなんて……。

「て、敵!?」

「え？　いや、よく見てごらん。レリーナちゃんのお父さんだよ？」

「うん。敵？」

「え？　いや、レリーナちゃんのお父さんだよ？　アレクが普段レリーナパパさんと呼んでいる」

「敵じゃないの？」

「いや、レリーナパパさんだよ……？」

　だからそのレリーナパパが敵かどうかを聞いているのに！　父の話は要領を得ない！　混乱しているのか父よ！　……というか父もレリーナパパと呼ぶのか。

　いや、混乱するのも無理はない。僕だって信じられないんだ。ずっと親しくしていたレリーナパパが、まさか敵だったなんて……。だけど僕の勘が告げている。異世界転生者の勘が訴えかけてくれるんだ。

　残念だけどレリーナパパは──

「おや？　申し訳ありません、驚かせてしまいましたか？」

「いえいえ、大丈夫です」

　レリーナパパの問いかけに、父がのんきに答えた。

　あれ？　なんか違うな。なんか僕が予想した会話の流れじゃないんだけど……？

「あぁアレクシスさん、十歳の誕生日おめでとうございます。こうしてアレクシスさんが無事に初狩りの日を迎えられたこと、心よりお祝い申し上げます」

「あー、ありがとうございます……？」

　レリーナパパが僕の誕生日を普通に祝ってくれた。

『そして今日が貴様の命日となる！』──とでも付け加えてくれたら敵なんだけど、そういうのもない。……これは、違うんじゃないか？　違うみたいだぞ？　敵ではないみたいだぞ？

　なんてことだ……。どうやら僕はレリーナパパに対して、ひどい勘違いをしてしまったようだ……。危うく僕は、弓を構えて──

『両手を頭の後ろに組んで、ゆっくり地面に膝をつけ！　いいな？　ゆっくり、ゆっくりだ！』

　などと叫んでしまうところだった……。当然それから僕はレリーナパパを押し倒し、後ろ手に縛り上げるつもりでいた……。何が『異世界転生者としての勘』だ。なんて当てにならない勘だ……。

　とはいえ、仕方ないじゃないか。あのタイミングで出てきたら、そりゃあ敵だと錯覚してしまうのは仕方ないことじゃないか……。

　そもそもの話、レリーナパパはいったいここで何を──って、うん？　あれは？

「父、あれは？」

「大ネズミだね」

「大ネズミ……」

　今さらながら、レリーナパパが太い麻縄を握っていたことに気が付いた。麻縄の先を視線で辿たどっていくと、動物の前足を括くくっているのが見て取れる。父曰いわく『大ネズミ』らしい。

「大ネズミって、魔物だよね？」

「そうだね」

　名前の通り、大きなネズミの姿をした魔物のようだ。今日聞いた話からすると、きっとネズミが瘴気を溜め込んでしまい、魔物化した姿なんだろう。

　遠目からだけど、造形自体は普通のネズミとさして変わらない気がする。ただでかいな、サイズがでかい。大型犬くらいありそう。なんだか遠近感が狂う。

「あれは生きているの？」

「生きているね」

　それならあの大ネズミは、僕が見た初めての生きているモンスターってことになるんだけど……肝心の大ネズミは眠っているのか気絶しているのか、目を閉じて動かない。

　それにしてもなんなのだろう？　何故レリーナパパは大ネズミを引き連れているんだろう？　おそらくは以前話に聞いたように、罠にかけて捕まえたのだ。珍しい魔物の素材が欲しいときに、罠にハメるとかなんとか言っていた気がする。ただ、大ネズミはあんまり珍しい魔物には見えないが……。

　だとすると……趣味？　レリーナパパの個人的な趣味なんだろうか？　やっぱり、そういうことなんだろうか？

　そうなるとレリーナパパは、敵とまでは言わないものの、危険人物だという認識に間違いはないってことになるんだけど……。

「少々お待ちくださいアレクシスさん」

「え？　あっはい」

　言われた通り、僕はレリーナパパの動向を見守る。いきなり何を始めるのか心底ドキドキしてしまった僕だったけど、レリーナパパは特別変わったことをするわけではなかった。

　手に持った麻縄を、丈夫そうな木の幹に結びつけただけだ。ほどけないことをしっかり確認した後、レリーナパパはこちらへ歩いてきた。

「では、ご健闘をお祈りします」

「へぁ？」

「おや？　ひょっとして、まだセルジャンさんから説明を受けていませんか？」

「はい？　説明ですか？」

　僕はレリーナパパから父へと視線を移す。

「えぇと、あの大ネズミが初狩りでアレクが戦うモンスターなんだ」

「あ、そうなんだ」

　そうか、僕はあの大ネズミを狩るのか……狩るっていうか、うん？

「え、なんか寝ているけど？」

「そうだね」

「なんかここから弓を射うつだけで勝てそうだけど？」

「うん。頑張って」

　頑張って？　……え、それでいいの？　というか、それは狩りなの？　それを狩りと呼んでいいの？

「こ、これで倒したとしても、僕は初狩りを達成したって言えるのかな？　初めて狩りをしたと言えるのかな……？」

「いや、そんなこと言われても……初狩りってこういうものだし……」

「だって、これは……これじゃあ──ヤラセでは？」

「ヤラセって何かな？」

　いや、ヤラセとは微妙に違うか？　だけど僕の中では、そんなイメージを抱いてしまった。

　テレビ番組で例えるなら、あらかじめ釣り竿の先に魚を仕込んでおいて、タレントは竿を上げるだけみたいな、そんなイメージ。

「元漁師見習いとして、それを許すわけには……」

「何を言っているんだいアレク……？」

「とにかくさ、これが初狩りなの？　これでいいの？」

「けどアレク、一人でいきなり本当の狩りをこなすのは、さすがに難しいよ？」

「それはそうかもしれないけど……」

　いや……うん、そうだな。思わずヤラセだなんだと騒いでしまったが、父に当たっても仕方がないか。

　そもそも初狩りがゆるくてぬるい儀式だったとしても、僕としては一向に構わないんだ。別に過酷で厳しい試練に挑みたいと思っていたわけでもない。しっかり安全性を確保してくれていたのだから、それは喜ぶべきで、文句をつけるのもおかしな話だ。

「ごめん父。なんだか僕が思っていたのと違ったから」

「確かにアレクが言いたいこともわかるんだ。……ごめんね。初狩りがこういうものだって事前に話せたらよかったんだけど、言ってはいけない決まりだから」

「決まり？」

「うん。初狩り前の子どもに、初狩りの内容を話してはいけない決まりなんだ。あぁそうだ、アレクもこのあとで、他の子に初狩りの内容を喋ってはいけないよ？」

「そうなんだ……」

　確かに父や大人達は、初狩りについて口を閉ざしていた。やっぱりそんな掟があったのか。

　といっても、みんなそれとなく初狩りがゆるい儀式だとは教えてくれた気がする。なんだか掟もゆるいな……。

「うん、とりあえず初狩りのことはわかったよ。少し予想とは違ったけど、頑張ってみるね」

「そっか、応援しているよ」

「ありがとう父」

「頑張ってくださいアレクシスさん」

「頑張るのじゃ」

「レリーナパパさんもユグドラシルさんも、ありがとうございます」

　みんなの声援を受けて、僕は戦いの準備を始めた。……いやまぁ、正直戦いと呼んでいいのかすら謎だけど。なんというか、これ以上ないほど一方的な戦いになりそうだ……。

　とにかく僕は弓と矢を持ち、大ネズミと対たい峙じした。大ネズミまでの距離は八十メートルほど。距離的には問題ない。それに、対象は未だに眠りこけたままだ、まず弓を外すようなことはないだろう。

　とはいえ、さすがにちょっと緊張する。生き物を殺すってのは、それだけでも結構なストレスだ。安全でゆるくてぬるい試練だとは思うけど、試練であることに違いはなさそうだ。

　さて、どうしようかな？　スキルアーツの『パラライズアロー』を使った方がいいんだろうか？　正直あんまり必要ない気がするけど……一応使っておこうか？

　……そうだな、もし初撃が致命傷にならず、さらに大ネズミを起こしてしまったとしても、『パラライズアロー』の効果で動きを止められるかもしれない。

　──よし、『パラライズアロー』だな。いくぞ、これが僕の初戦闘だ！

　僕は一度深呼吸をしてから、大ネズミに向かって弓を構えた。そして、いつものように弦を引き、呪文を唱え、矢を放つ──！

「パラダイスアロー」

　……嚙んでしまった。

　やはりいつも通りとはいかなかったようだ。緊張があったのだろう。みんなの見ている前で、盛大に嚙んでしまった。なんだか妙に流りゅう暢ちょうに嚙んで、楽園っぽい矢を放ってしまった。

　というわけで、残念ながらスキルアーツの発動には失敗した。しかし、楽園っぽい矢自体は、しっかり大ネズミに命中したようだ。大ネズミの首筋には矢が刺さっている。

　いくら相手がモンスターとはいえ、少し痛々しい。たぶん相手がネズミのモンスターじゃなかったら、僕はもっと躊ちゅう躇ちょしていただろう。

　ある意味ネズミで助かった。ネズミは敵だ。前世では屋根裏を走り回られたり、電気ケーブルをかじられた経験があるからな。ネズミは駆逐すべき敵だ。そんな考えがあったので、それほど躊躇ためらわずに済んだ。

　……まぁ前世のネズミの中には、人々に夢を見せる黒いネズミや、電気を帯びた黄色いネズミみたいに、人気のあるげっ歯類もいたけどね。

「とりあえず当たったけど……どうなんだろう？　やったのかな？　──あ」

　パラダイスアローに続いて、二度目の失敗だ。ついつい攻撃後に、『やったか!?』みたいなことを口走ってしまった。

　それはすなわち────やってないってことだ！

「くそっ──」

「うん、倒したみたいだね」

「え？」

　慌てて二撃目を準備し始めたところで、父から予想外の報告。

　そうなのか、やったのか……。『やったか!?』と言って、本当にやっていることなんてあるのか……。

「おめでとうアレク」

「あ、うん。ありがとう父」

「おめでとうございます」

「おめでとう」

「ありがとうございます」
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　みんなに『おめでとう、おめでとう』と祝福されて、ふと前世で見たアニメの最終回を思い出したり、結局僕は劇場版を最後まで見られずに転生してしまったことを思い出したりもしたけど──とにかく僕は初戦闘を無事に乗り切ったらしい。

「お疲れ様アレク。じゃあ、僕は大ネズミを解体してくるね」

「え、あぁ、そっか……」

　確か初狩りで狩った獲物は、その日のうちに食べるんだっけ？　……そうか、ネズミを食べるのか。

　……いや、モンスターとはいえ、僕の矢で命を奪ったんだ。命に感謝して、しっかりいただこう。そもそもあの大ネズミも、元はただの動物、ただのネズミだったんだ。やはりここは感謝して──なんだかネズミだったと思うと、少し感謝する気がそがれるなぁ……。

　まぁいいや、一応感謝しよう。それと──

「ねぇ父」

「なんだい？」

「僕も見ていていいかな？」

「え、解体をかい？」

「うん」

　僕が命を奪ったんだ。それなら最後まで、しっかり見届けるべきなんじゃないかな。

「あ、できたらその解体、僕も手伝えないかな？」

「うーん。やめといた方がいいと思うけど……」

「駄目かな？」

「別に構わないし、そのうち解体も覚えなきゃいけないと思うけど……たぶん見ちゃったら、夕食で食べられなくなるよ？」

「……じゃあ、やめとくね」

「うん……」

　それならまぁ……やめておこう。

　なにせ僕は、このあとの誕生日会で解体したお肉を食べなければいけない。それも大事な初狩りの儀式の一部なんだ。

　だというのに、主役の僕が食べられないのはまずい。下手したら、見ただけで吐いてしまうかもしれない。そんなリスクは回避すべきだという、至って冷静な判断だ。

　……あと、父の言葉にちょっとビビってしまっただけだ。

「それじゃあ、僕は解体してくるね」

「あ、私もお手伝いしましょう」

　そう言って父とレリーナパパは、大ネズミの解体へ向かった。二人を見送りながら、とりあえず僕は大ネズミに対して心の中で合掌した。

　──ありがとう大ネズミ、お前もまさしく強敵ともだった。

「うむ。お疲れじゃったなアレク」

「ありがとうございますユグドラシルさん」

「解体が終わったら、さっさと帰るとしよう。お主も疲れたじゃろう？」

「そうですね……そうかもしれません。そこまで長く歩いたわけでもないですし、矢を一本射っただけなんですけどね」

「まぁ、そういうものじゃ。ともかく、無事に終わって良かったのう」

「ええ、はい」

　そうだな、無事に終わって良かった。帰ろう。父とレリーナパパが大ネズミを解体し終わったら帰ろう。家に帰ったら誕生日会だ。

　……お誕生日会でネズミを食べよう。
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　──異世界転生者的なピンチやアクシデントは、どこへいったんだ？

　ふと、そんなことを思った。僕はむしろ初狩りよりも、そのことを心配していたはずだ。『初狩りが終わった直後や、帰り道、そんな気が緩んだ瞬間こそ、より警戒した方がいいのでは？』──そんなことも考えていた気がする。

　だというのに、僕は大ネズミを討伐してから、『あぁ終わった。帰ろう帰ろう』なんて達成した気になって。うっかりそのままユルユルの無警戒で家路についてしまった。というより──家路につけてしまった。

　──異世界転生者的なピンチやアクシデントは、どこへいったんだ？

　レリーナパパが敵として僕の前に立ち塞がったときには、これこそがアクシデントだと勘違いしそうになったけれど、結局レリーナパパは敵なんかではなく、それも予定通りの行程だった……。

　ちなみにレリーナパパは、初狩り後の誕生日会にも誘ったのだけれど、辞退されてしまった。大ネズミを捕まえたのはレリーナパパだし、一緒にどうかと思ったんだけど──

『いえ、やはりここは家族水入らずで──あ』

　なんてことを言い残し、レリーナパパは帰っていった。最後の『──あ』は、家族ではないユグドラシルさんが平然と誕生日会に参加していたことに気が付いたからだろう。

　レリーナパパは若干気まずそうな顔で帰っていったが、ユグドラシルさんの方は平然としていた。さすがユグドラシルさん。

　そんなわけで、誕生日会では家族とユグドラシルさんとで、ネズミ肉を食べた。味自体は美味しかった。ネズミ肉だと思わなければ、とても良いお肉な気がする。

　ただ、さすがに丸焼きのネズミ肉が出てきたのには少し閉口してしまった。なんだかそれも初狩りの風習らしい。スープかなんかに入れてくれればいいのに……。

　それから僕はシャワーを浴びた後、ユグドラシルさんと一緒にベッドで眠った。疲れていたのですぐに寝てしまうかとも思ったけど、案外目が冴さえて眠れなかった。

　たぶん初戦闘により、頭と体が興奮状態だったせいだろう。またしてもユグドラシルさんの方が先に眠っていた。

　そして翌朝、朝食を済ませた後、昨日の初狩りで持ち込んだ道具を整理しようとマジックバッグをあさっている最中に──僕はふと思った。

　──異世界転生者的なピンチやアクシデントは、どこへいったんだ？

　あれほど恐れて、あれほど備えていたはずの初狩り……。だというのに、初狩り自体も非常にゆるくてぬるい儀式だったし、道中でも結局は何事もなく、全てはあっさりと終了した。驚くほどあっさりと……。

　……僕はいったい今まで何をしていたのだろう？　どうにも形容しづらい、もやもやとした感情が僕の心の中で渦巻いて──

　とりあえず僕はベッドに横になり──拗ねた。

「なんなのじゃいったい……」

「だってだって……」

「よいではないか、初狩りが無事に済んだのじゃから」

　布団にくるまって拗ねる僕を、ユグドラシルさんが慰めてくれる。とりあえずユグドラシルさんには『もっと大変な事態が起きるかと思っていた』とだけ説明した。

　ユグドラシルさんの言う通り、初狩りが無事に済んだことはよかった。そりゃあよかったけど……というか、よく考えたらあんなものは無事に済むに決まっているじゃないか。

　確かに初めての森で、初めてのモンスターで、初めての戦闘ではあった。しかし、森に入ってからあのネズミと戦った場所まで、せいぜい歩いて十分程度。しかも、あの辺りはモンスターも出ないらしい。そこを往復するだけとか──軽いハイキングだそんなものは。

　そもそも、あれを戦いと呼ぶのがおこがましい。気絶させられたネズミに、パラダイスアローを一本射っただけじゃないか。

　要約すれば僕の初狩りは、往復二十分ハイキングして、道中でネズミに一本矢を射っただけで終了した。そんな初狩りに、僕はどれだけ怯えていたんだ。なんかもう数ヶ月くらい過剰にビビっていた気がする。

　そして初狩り当日のテンパりようたるや……。

「むーむーむー」

「なんなのじゃ……」

　ベッドの上で縮こまって、思わず呻き声を上げてしまう僕。ユグドラシルさんは呆れたように嘆息する。

「そもそも初狩りはそういうものじゃ。危険なことは起こらんと伝えたじゃろうが」

「ええ、はい。みんな言っていましたね……」

　みんな言うからフラグだと勘違いした部分もあるのだけれど……。

　そういえば、初狩りがあそこまでぬるい儀式だと、大人はみんな知っていたわけだ。……みんなはどう思ったのだろう？　そんな初狩りに対し、病的なまでに恐怖を抱いていた僕を、みんなはいったいどう思ったのだろうか？

　特にローデットさんだ。あれほどに初狩りを恐れ、二日に一度は教会へ通い続けた僕を、ローデットさんはどう思っただろうか？

「むーむーむー」

「そのむーむー言うのをやめい……」

　本当に僕は今まで何をしていたのだろう。この数ヶ月間は、いったいなんだったのだろう……。

「そうじゃのう。事前に初狩りがどんなものか、詳細を説明できたらよかったのじゃが……」

「はぁ……」

　まぁ僕が恐れていたのは異世界転生者アクシデントなので、詳細を聞いてもやっぱりビビっていた気もするけど。

「そういえば、喋ってはいけない決まりなんですよね？」

　初狩りのとき、父がそう言っていた。確かに父や大人達も、初狩りの詳細については口を閉ざしていた。

「……ふむ。昔はそんな決まりはなかったのじゃがな」

「そうなんですか？」

「そもそも初狩りという儀式も、子どもに本当の狩りをやらせるものじゃった。森に子どもを放して魔物を狩ってこさせる──そんな儀式じゃ」

「それは……かなり無茶なのでは？」

「そうじゃのう。実際子どもが危険な目に遭うことも少なくはなかった……。なのでいつしか、『魔物を捕まえておき、安全な場所から子どもに弓を射たせる』──そんなことをこっそりする親が増えたのじゃ」

「それって……昨日僕がやった初狩りですよね？」

「うむ、そうじゃな。気付けばそれこそが『初狩り』と呼ばれる儀式になっておった」

「へー」

　そんな歴史があったのか。歴史だな、歴史を感じる。ユグドラシルさんは歴史の生き証人だな。

「子どもに初狩りのことを言わぬのは、その頃の名残りじゃろうな」

「というと？」

「当時は子どもに協力するのは秘密で、他の者に知られてはまずいことじゃった。なので事前に初狩りの内容を子どもには伝えぬし、初狩りが終わった後も、子どもには口止めしたのじゃ」

「……それがいつの間にか、エルフの決まりごとになっていたのですか」

「うむ」

　はー、興味深い話だ。なにやら民俗学の講義を受けているような気分になったけど。

　つまり今のぬるい初狩りとは違って、昔の子どもはガチの初狩りをやらされていたのか。大変だなそれは。

「初狩りの歴史はそんなところじゃな。今となっては狩りそのものの練習というよりは、命を刈り取る練習といった趣旨になっておるが」

「そういえば弓を一本射つだけでも結構緊張しました」

　嚙んだしさ。

「実際に殺すことができぬ子どもも多いぞ？」

「あ、そうなんですか」

　まぁ気持ちはわかる。自分の弓で生き物の命を奪わなければいけないなんて、十歳の少年少女には少し厳しい気がする。昔と違ってぬるくなったとはいえ、やっぱり結構な試練なんじゃないかな？

　……なんだかこのあと初狩りを体験する二人の幼おさな馴な染じみのことが心配になってしまった。ジェレッド君は、無事にこの試練を乗り越えることができるだろうか？

　……レリーナちゃんの方は、なんとなく大丈夫な気がする。……いや、なんとなく。




「とりあえず、荷物の整理を再開します」

「うむ」

　いい加減初狩りのショックからも立ち直るべきだ。そう決心した僕は、もぞもぞとベッドから這い出てマジックバッグの元へ向かった。

　というか、一緒にいたユグドラシルさんは、さぞかし驚いたことだろう。荷物の整理をしながら普通に会話していたはずの僕が、突然無言でベッドに潜り込み、メソメソしだしたのだから……。

「えーと、ひとまず全部外へ出していきますか」

「ふむ」

　僕は再びマジックバッグをあさりだし──

「これは……」

「パンじゃな」

　パンが出てきた。結構たくさん。

　確か、『何日も動けなくなる可能性がある』とか考えて、母からライ麦パンをたくさん貰ったんだ。結局一つも食べなかったし、日帰りだったけど……。

　なんだか荷物整理の再開直後ではあるが、もう一度ベッドに戻ってメソメソしたい気持ちになってきた……。

　まぁいい、整理を続けよう。正直これでメソメソしだしたら、先に進まない気がしてきた。

「次は……着替えですね。何日分あるんだろうこれ」

「お主は何日森に泊まり込むつもりだったのじゃ」

　やはり何日も森から動けなくなる可能性を考慮していたので……。

「とりあえず続けます……あ、水筒ですね」

「あぁ、それは使っていたのう」

「あと、弓と矢が出てきました」

「ずいぶん大量に矢を詰め込んだのう」

「結局使ったのは一本だけでしたね」

　パラダイスアローの一本だけだ。

「ふーむ。初狩り前はずいぶんといろいろ準備していたが……結局使ったのは水筒と弓矢、それくらいではないか？」

　二十分のハイキングとパラダイスだったし、そう言われるとその通りかもしれない。

「そうですね。準備のときは焦っていたので、自分でも何を思って何を詰めたのか……」

「正直わしは見ていて、いらんものばかりじゃと思っておった」

「そうですか……」

「うむ。いらんと思っておった」

「まぁ確かに──あ、ユグドラシル神像も入っていました」

「…………」

「…………」

　この神像は、ユグドラシルさんも持っていけと言っていた気がするけど……。

「……まぁ弓矢と水筒、それとわしの神像。使ったのはそれくらいではないか？」

「えっ」

　ユグドラシルさんが、自分の非を認めようとしない……。

　いやまぁユグドラシル神像がお守りとしての効果を発揮して、僕の身を守ってくれたって可能性も、もしかしたらあったのかもしれないけど……。

「ほれ、次じゃ次、次にいけ」

「はぁ……。えぇと、剣ですね。魔剣バルムンクです」

「バルムンク……。いや前にも言ったが、それはただの木剣じゃろう？」

「まぁそうですが」

　冷静にそうツッコまれると、なんかちょっと恥ずかしい。

「というか、ちょっと前はフラガラッハと呼んでいなかったじゃろうか？」

「あー。確かにそんな名前を付けていたときもあったかもしれません。なんか懐かしいですね」

「ふむ。ちょっと見せてくれんか？」

「え？　別に構いませんが、ただの木剣ですよ？」

　そう伝えたが、ユグドラシルさんはちっちゃい手を僕に差し出したままなので、その手に僕は木剣を渡した。

　というか、ついつい自分でも『ただの木剣』だなんて紹介してしまった……。なんだろうな、何故だか少し寂しいような気持ちになってしまった。

　今までは『魔剣バルムンク』だったり『フラガラッハ』だったはずなのに、突然『ただの木剣』に変わってしまったかのような……。なんだか魔法が解けてしまったかのような──

「うむ。ただの木剣じゃな」

「…………」

　寂しいから、あんまりただの木剣と言わないでほしい。

「なかなか使い込んでおるな？」

「そうですね、もう二年以上使っていると思います。ほぼ毎日訓練で使用していますが、『ニス塗布』を頻繁に使っているせいなのか、案外壊れないですね」

「ふむ。やはり愛着があるのじゃろうか？」

「愛着……まぁ長年使っていますから。とはいえ、壊れたら新しく木を彫り直すだけだと思いますけど、今ならもっと上手く作れる気がしますし」

「なるほど……。どうじゃアレク、わしの枝で作ってみんか？」

「はい？」

　枝？　えぇと、つまり世界樹の枝ってこと？　……え、それって結構すごくない？　世界樹の枝とか、なんか貴重なアイテムっぽい感じがする。

　どうなんだろう？　案外そうでもないのかな？　本体の近くには結構ポロポロ落ちていたりするのかな？

「どうじゃ？」

「それは、本体の枝をいただけるということでしょうか？」

「本体……。まぁそうじゃな、わしの本身である世界樹、その枝じゃ」

「そうですか、それは……もしいただけるというのなら、是非お願いしたいです。なんだかすごい木剣ができそうですし」

「うむ。なんせ世界樹の枝で作る木剣じゃからな、いわば世界樹の剣じゃ。今お主が使っておるような、ただの木剣ではなく」

　僕の魔剣バルムンクが、どんどんただの木剣になっていく……。

「わしからお主へのお祝いじゃな。お主が無事に初狩りを終えたお祝いじゃ」

「あ、そうなんですか。それはありがとうございますユグドラシルさん」

「うむうむ」

「枝を採取？　伐採？　するときに、痛かったりはしないんですよね？」

「痛くはない。今度持ってくるとしよう、楽しみにしておくがよい」

　痛みはないのか。なら気兼ねなく貰える。貰ったら早速世界樹の木剣を作ることにしよう。……しかしそうなると、長年使った魔剣バルムンクもそこでお役御免か。ちょっと寂しくなるな。

　今日一日で、だいぶただの木剣に成り果ててしまったが、それでも僕の愛剣だった。今までありがとう魔剣バルムンク、さようなら魔剣バルムンク──

「さて、それじゃあ再び荷物整理に戻りますね」

「まだあるのか……。どれだけ詰め込んだのじゃ……」

「えーと次は……ん、回復薬セットですね」

「あぁ、結局使わなかったのう」

　これもフラグだと思ったんだけどなぁ。蘇生薬なんて貰ったものだから、てっきり僕は初狩りで死んじゃうんじゃないかと……。

　いや、これに関して僕は悪くないと思う。初狩り前に貰ったんだから、初狩りで使うと思うだろう？　普通はそういう流れだろう？

「まぁ使わないに越したことはないじゃろう。つまりは怪我一つなかったということじゃ」

「それは確かに」

「お、そうじゃ。わしもお主に借りた回復薬セットとマジックバッグを返しておこう」

「あぁ、半分渡していましたね」

「うむ。ちゃんと使えるのか内心ドキドキしていたのじゃが、使う場面がなくてよかった」

　無駄にプレッシャーをかけてしまったようだ。申し訳ない。

「えーと、まずは、これが回復薬じゃな」

「まさか回復薬すら使わないとは思いませんでしたよ僕は」

　ユグドラシルさんがマジックバッグから出した回復薬を眺めながら、ぼんやりとつぶやく僕。

「そしてこれが治療薬。……治療薬ってなんじゃ？」

「え？　あぁイー──じゃなくて、病気を治すらしいですよ？」

「ほうほう」

　まぁ僕が聞いたのは『ＥＤを治せる』ってことだけで、他の病気がどうなのかわからないけれど……。とはいえ、改めて考えると『これでＥＤ治せるんです！』ってユグドラシルさんに伝えるのも、なんかちょっとね……。

「最後に蘇生薬と、エリクサーとやらか」

　ユグドラシルさんが回復薬セット、合計四十本をテーブルに置き終わった。

「あ、そういえば実はもう一種類貰った薬があるんですよ。初狩りには必要なさそうだと思って渡さなかったのですが」

「ほう？」

「えぇと、これなんですが」

　僕は自分のマジックバッグに入っていた若返りの薬を、ユグドラシルさんに見えるようにテーブルへ置いた。

「これは？」

「若返りの薬らしいです」

「ほー」

　あれ？　なんだかユグドラシルさんの反応が鈍い気がする。若返りの薬って、結構凄い物だと思うんだけどな？

　もしかして、長寿の僕が若返りの薬にいまいち興奮できなかったのと同じ理由だろうか？　たぶんユグドラシルさんなんて、長寿とかそういうレベルじゃないだろうし。

「ふーむ。若返りの薬か。やはりこの世界の物とは違うのじゃろうな」

「……え？　あれ？　この世界にも若返りの薬ってあるんですか？」

「なんじゃ知らんのか、エルフが作っておるぞ？」

「へ？　あ、そうなんですか。なんと、同族が……」

　それは知らなかった。でもなんとなく納得できる気もするかな、長寿のエルフならそんな秘薬も作れちゃいそうだ。

「作って、他の種族に売っておる。……まぁその、なかなかの高額で」

「それはまた……」

　なんだか生々しい話だ……。そりゃあ売れるだろうさ。たとえどれだけ高額でも買う人はいるだろうさ……。

「じゃが、やはりエルフの物より効果は上なのじゃろうな。なにせ神からの贈り物じゃ」

「そうなんですかね。というか若返りの薬もそれ以外の薬も、ちゃんと効果のほどは知っておきたいのですが……」

　初狩りでは時間がなかったので諦めたが、さすがにぶっつけ本番は怖い。いったいどんな効果が現れるのかわからないのだ。……いや、例えぶっつけ本番じゃなくとも、こんな怪しい薬を使うのは普通に怖い。

「どうやって効果を確認したものか、悩ましいですね。正直飲むのが怖いです」

「それに飲むのか、かけるのかもわからんしのう」

「ですねぇ」

「……ふーむ。そうじゃな、やはりモンスターで試すべきではないか？」

「そうなりますか」

　ディースさんは試行錯誤しろと言ったが、なにも自分の体を使って試行錯誤することもないだろう。こんな怪しい薬の臨床試験を受けるのはごめんだ。

　やはりここは動物実験を行うべきか。となるとモルモット──大ネズミだな。

　そうだな。申し訳ないけど彼には犠牲になってもらおう。科学の進歩、発展に犠牲はつきものだ。大ネズミ君は科学発展の礎いしずえになってもらおう。

「モンスターで──大ネズミで試すのは賛成なのですが」

「大ネズミ？」

「しかしそれだと試すのはいつになるのか……」

　初狩りを終えた僕は、これから父と一緒に狩りをするらしい。それは安心安全に狩りの練習ができるので、ありがたいことではあるが……。

　父の見ている前で、怪しげな薬を突然大ネズミの口に突っ込むわけにはいかないだろう。『え……何それ？』と、父は不思議がるに違いない。ユグドラシルさんに貰った薬だと言えたらいいんだけど──

「初狩りの前に話していたことですが、やはりユグドラシルさんに貰ったことにするのは難しいんですよね？」

「ん？　うむ……。さすがに蘇生薬なんて物は無理じゃ、わしには作れん」

「そうですか……」

「そう考えると、回復薬や治療薬も無理かもしれんのう。わしでは到底作れぬほどの効果があるやもしれんし……」

「うーん。なんとかなりませんかね？　例えば……世界樹の樹液で作ったとかなんとか言って」

「と、突然恐ろしいことを言うのうお主……。世界中からわしの樹液を吸いに人間が集まったらどうするのじゃ……」

「す、すみません……」

　なんだかユグドラシルさんが怯えだしてしまった。申し訳ない。

「あ、それから若返りの薬も無理じゃ。絶対無理じゃ」

「そうなんですか？」

「うむ。若返りの薬はのう……なんというか権利関係がのう……」

「権利？」

「勝手にそんな物を流したと思われたら、どんな目に遭うか……」

「えぇ……？」

　なにそれ……カルテル？　カルテルなの？　巨大カルテルが──巨大若返りの薬カルテルが、市場を牛耳っているの？

　ユグドラシルさんはエルフの神なのに、そんなユグドラシルさんが恐れるほどなのか……。なんだろう、裏社会的な匂いを感じる……。エルフの闇を感じる……。

「というわけで、わしはあまり役に立てないようじゃ、すまぬな……」

「いえ、とんでもないです。僕が無理なお願いをしてしまったようで……。しかし、これだと表立って回復薬セットを使うことはできないですか」

「うむ……」

「少なくとも、僕が一人で狩りをできるようになるまで試せませんね」

「となると、使うのは一年か二年後かのう？」

「……え？　一年後か二年後、僕は一人で狩りをするんですか？」

「遅くてもそのくらいじゃのう」

　そうなんだ……。初狩りはあんなに手厚く補助してくれたのに、一年後にはもう独り立ちなのか。

　長命のエルフなんだし、もっとゆったり見守ってくれたらいいのに。どうせなら五十年くらい鍛えてくれたらいいのに……。

「さて、荷物整理はそれで終わりじゃろうか？」

「そうですね。初狩りのために準備したのは、もうないですかね」

　一応マジックバッグを確認してみるが、もう他には入って────あ。

「どうしたのじゃ？」

「……タワシですね」

「タワシ？」

「……アレクブラシです。そのオリジナルです」

　僕はマジックバッグから、少しくたびれたタワシを取り出した。

　そうか、忘れていたな。これも父に返さないと……。

「というと、お主が最初にチートルーレットで貰ったものか？」

「はい」

「……なんでそんな物をマジックバッグに入れておったのじゃ？」

「入れていたというか……まぁ、何かの役に立つかなぁと……」

「立たんじゃろ」

「そうですねぇ……」

　──正確にいえば、マジックバッグに入れたのは初狩りが終わってからだ。

　初狩り前、親子揃って死亡フラグを立ててしまったので、僕はそれを打ち消すためのアイテムを家中探し回った。

　そこで白羽の矢を立てたのが──タワシだ。

　なんといってもこのタワシはチートルーレットから排出されたアイテム。しかも初期アイテムだ。何かしらの力が眠っているのではないかと、僕は常々疑っていた。

　なので、大層困惑する父にお願いして、僕は父からタワシを借りた。そして初狩りの間、僕はずっと左の胸元にタワシを忍ばせていたのだ。それこそが『死亡フラグ』を打ち消し、生き残るための『生存フラグ』だと信じて──

　まぁ、結局チクチクするだけだったが……。
















「アレクちゃん！」

「ふわ……へ？　何？　なんなの？」

　いきなり何かが……え、何？

「アレクちゃん大丈夫!?」

「え、いや、大丈夫だけど……姉？」

「うん。お姉ちゃん」

　姉だ。姉の声と顔が、すぐ近くにある。

　えぇと……僕は寝ていたんだ。布団で寝ていたところ、突然姉に布団ごと抱きしめられていた。いや、いったいなんなの……？

「どうしたの……というか、帰ってたんだね」

「うん。さっき」

　ギルドのお仕事で人族の国へ行っていた姉だが、さっき帰ってきたらしい。そのお仕事のせいで僕の初狩りには立ち会えないと、ずいぶん悲しんでいたのだけれど──

「あれ？　ってことは、ギルドの方はもう終わったの？」

「うん。無事に成功したよ。怪我人はちょっと出たけど、みんな無事で大成功。おかげでお姉ちゃんは、Ａランクになれたの」

「あぁそうなんだ。それは良かったね、おめでとう姉」

「ありがとうアレクちゃん。Ａランクなの、Ａランクの姉なの」

「Ａランクの姉……」

『Ａランクの姉』か……。なんともランクの高い姉だな。というか、それはつまり今までの姉は、『Ｂランクの姉』だったというわけか。なんだか、そう呼んだら怒られそうな称号だ……。

「次はいよいよＳランクね」

「Ｓランク!?」

　Ｓランクなんてものもあるのか……。達成したら、姉は『Ｓランクの姉』になるわけだ。それはまた、なんともレアリティの高い姉だな……。

「えぇと、それはいいんだけど、Ａランクもおめでとうだし、Ｓランクも応援するけれど……これはいったいどういう状況なの？」

「うん？」

「なんか『大丈夫？』とか聞いてなかった？　そんでもって、ぎゅうぎゅうされているんだけど、これはいったい……」

　こうやって姉に抱きしめられることはときどきあるんだけど、今回は何やら僕を心配している様子だった。どうしたんだろうか。

「うん。アレクちゃんが初狩りで落ち込んでいるって聞いて……。それで慌てて部屋まで来たら、また布団に籠もっていたから」

「あぁ……」

　別に今回は、布団に籠もってメソメソしていたわけでもなくて、普通に寝ていただけなんだけどな……。

「私も付いていけたらよかったのに……。なんでも話では、世界樹様も付いていったとかなんとか」

「そうだね、なんか付いてきてくれたね」

「ずるい」

「ずるいて」

　しかし、姉もお仕事がなければ一緒に来てくれたのか。四人パーティで初狩りに挑む可能性もあったわけだ。

　そうなると──『剣聖』『世界樹』『木工師見習い』『暗殺者』の四人パーティだ。なんともバラエティに富んだパーティじゃないか。

　まぁ、相変わらず僕の格落ち感は否めないけれど……。

「元気出してアレクちゃん。初狩りでは満足いく結果じゃなかったかもしれないけれど、むしろこれからなんだから」

「いや、元気っていうか──うん？　これから？　これからって何が？」

「これからなの。初狩りなんて、言ってみれば最初のお試しみたいなもので、要は訓練なの。これからが本番なの。これからアレクちゃんの本当の狩りが始まるの」

「あー、まぁそうだね」

「アレクちゃんの冒険は、これからなの！」

「…………」

　……それだと僕の冒険は終わっちゃう感じなんだけど？　むしろそれは締めの挨拶なのだけど？

「アレクちゃん？」

「あ、うん、なんでもないよ。……というかね、別に僕はそこまで初狩りを失敗したわけでもないんだ」

「あれ？　そうなの？　なんかそんな話を聞いて、慌てて飛び出しちゃったんだけど」

　姉はろくに事情も聞かず僕の部屋に突撃して、僕を捕獲したらしい。というか今何時だ？　わりともう深夜なんじゃないのか……？

「まぁなんというか、思っていたのとだいぶ違くて、それで面食らっちゃったんだ。もっと大変なことになるかと……」

「あー、確かに初狩りって、ちょっと拍子抜けするよね。私も『え、これで終わり？』とか思った」

「そうなんだよね……。ちなみに姉のときはどんな感じだったの？」

「私？　私のときはねぇ、歩きキノコだったよ？　気絶させられた歩きキノコ」

「気絶した歩きキノコ……」

　気絶して、歩いてもいない歩きキノコ……。それはもう、ただのキノコだな……。

「なんか地面に伸びてるキノコを射てって言われて、とりあえず射ったら、お疲れ様って」

「それはまた……」

　達成感は皆無だろうな。そりゃあ『これで終わり？』と、思うだろう。

「だから元気出してアレクちゃん。初狩りとか、大抵そんなもんだから」

「あ、うん。ありがとう姉」

　そもそも僕は、もう大して落ち込んではいないのだけど……。もしも元気がないとしたら、今が夜中で眠いからってだけだ。

　とはいえ、せっかく励ましてくれる姉の好意を無下にすることもないだろう。

「僕は大丈夫だよ、心配してくれてありがとう」

「そう？　そうかな？　もう落ち込んでない？　なんだったら、一緒に添い寝してあげるけど？」

「いや、大丈夫だから……」

　姉は何かというと、僕の布団に入り込もうとしてくるな……。




　いい加減目が覚めてしまったので、起きて姉と話をすることにした。パジャマの上から軽く上着を羽織って、テーブルにつく。

「私もアレクちゃんが転送されるところを、ちょっと見たかったなぁ」

「そうなんだ？　なんか見られなかったユグドラシルさんも、妙に残念がっていたけど」

　姉は僕の事情を全部知っているので、レベル10のことも、チートルーレットのことも全て話しておいた。結局それらを見届ける前に出発することになり、そこも残念がっていたのだ。

「それで、これが回復薬セットか」

「まだ一度も試してないんだけどね」

「綺麗だね」

「うん、綺麗」

　姉にも見せようと、テーブルの上に五種類の回復薬セットを並べてみた。やっぱり綺麗。

「とりあえず一人で狩りができるようになったら、モンスターで試してみようかと思う」

「それまでお預け？」

「ん？　うん、まぁお預けかな」

「私的には、この若返りの薬とか少し気になるんだけど……」

　そうなんだ？　そうか、そういうものか。エルフとはいえ、やっぱり女性はその辺りが気になるものなのか。

　だけど、どのくらいの効果があるのかわからん物だしねぇ。下手したら、百歳近く若返ってしまうかもしれないのだ、それはさすがに……。

　あ、けど姉なら百歳若返っても平気なのかな？　えぇと、姉が百歳若返ると……十一歳かな？　え、凄いな、それでも僕より年上なのか。一歳年上の姉になるのか。

「アレクちゃん？」

「あ、うん、なんでもないよ？」

「それでその薬は、モンスターで試すまで使えないってことね？」

「うん、まぁ……」

　本気で使うつもりなのか……。まぁチートルーレットで貰ったものだし、問題ないとは思うけど……。

「いつ頃モンスターで試すのかな？」

「いつ頃って言われても……」

　どれだけ食い付いているのだ姉よ……。というかこの世界にはエルフ製の若返りの薬もあるって話だけど、それじゃあダメなのかな？　Ａランクの姉でも買えないほど高価なのだろうか？

「とりあえず父との訓練が終わって、一人で狩りができるようになるまでは無理だね。さすがに父の見ている前で、おもむろに実験しだすわけにもいかないし」

「そっかー」

「訓練は一年か二年程度って話だし、そこまで先のことじゃないと思うけど」

「ん？　あぁ、そっかそっか、そんなもんだっけ。あれかな？　やっぱりセルジャンさんと一緒に、ルクミーヌ村方面に向かうのかな？」

「そうみたい。ちょっと楽しみ」

　父が言っていたけど、あんまり強いモンスターの出ないメイユ村とルクミーヌ村の間で、訓練として一緒に狩りをするらしい。

　そのうちルクミーヌ村にも行くという話だ。僕は初めてメイユ村以外の村を訪れることになる。楽しみだね、そこではいったいどんな人と出会うのだろう？　素敵な出会いがあるのかな？

「それじゃあ回復薬セットは一旦置いといて──こっちの木は何かな？　私は木とかよくわからないけど、なんか凄い木な気がする……」

「お、さすが姉、お目が高い。この木はね、世界樹の枝なんだ」

「世界樹!?　へぇ！　そうなんだ！」

「初狩りを無事に終えたお祝いだって、プレゼントしてくれたんだ」

　ついでなので、姉に見せようと世界樹の枝も取り出してテーブルに置いたのだ。

「良かったねぇアレクちゃん。じゃああれかな？　庭とかに埋めるのかな？」

「……え？」

「庭に埋めて、新たな世界樹を生やすんじゃないの？」

「新たな世界樹……？」

　その発想はなかったわ……。そんなことができるんだろうか……。そう簡単に世界樹なんてものを複製できるとも思えないけど……。

　どうなんだろう、接ぎ木とかでもしたら、もしかしたら生やすことができるのかな？　むしろ世界樹ならば、そのくらいの生命力はもっているのか？

　そして、もし生えたらどうなるんだろう？　ひょっとするとユグドラシルさんの妹的な人が生まれたりもするんだろうか……？

「なんだか興味は尽きないお話だけど……これは剣にしようと思っていたんだ、世界樹の剣」

「あ、そうなんだ。ごめんね、お姉ちゃん勘違いしちゃった」

「いや、いいんだ姉。本当に興味深い話だったよ」

　とはいえ、ユグドラシルさんも剣を作るためにと渡してくれた枝だ、今回は剣を作ろう。……勝手に第二の世界樹育成を目もく論ろんだりしたら、なんか怒られそうだし。

「それにしても、アレクちゃんは予定がいっぱいだね」

「うん？」

「セルジャンさんと一緒に狩りの訓練をして、その中でルクミーヌ村を訪ねてみたり、訓練が終わったら回復薬セットの実験をしてみたり、そして私を若返らせてくれたり、さらには世界樹の剣を作ってみたり──」

「そうだねぇ、なんだか盛りだくさんだ」

　というか本気で若返るつもりなんだな姉よ……。

「さっきも言ったけど──これからだね？」

「これから？」

「これからいろいろ始まるね。──アレクちゃんの冒険は、これからだね！」

「…………」

　二回も言われてしまった。なんだろう、むしろ姉は僕の冒険を終わらせようとしているのだろうか……。

「どうしたのアレクちゃん？」

「あ、いや、そうだね、これからだ」

「うん。……あ、私も時間があるときは、アレクちゃんの狩りに付き合うね？」

「そうなんだ、ありがとう姉」

「いいのいいの。だから──私達の戦いは、これからだね！」

「……そうだね。僕達の戦いは、これからだ！」

　いよいよ僕も言わされてしまった……。いやまぁ確かにこれからなんだ。

　これから僕はいろんな場所に出かけたり、いろんな人達と出会ったりする。その中で厳しい戦いや、困難な冒険もあるだろう。全てはこれから──僕達の戦いは、これからだ！

　……うん。間違ってはいないんだけど、やっぱりどうにもこうにも不吉な台詞だよね。

　まぁいいや、そんなわけでこれからも、頑張っていこう。
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　何やらいきなりがっつり謝辞から入ったわけですが……どうでしょう？

　新しくないですかね。『最後に謝辞です』パターンはよく見ますが、『最初に謝辞です』は、見たことがない気がします。新しいです。画期的で最新鋭のあとがきな気がします。

　まぁ私が知らないだけで、案外同じネタをやっていた方はいるかもしれませんが……。もしかしたら二番煎じ三番煎じかもしれません。どうなんでしょうね……。
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　それというのも、つい最近自分が書いて提出したチートルーレットのキャラクター設定表を見直したのですが、あまりにもアレだなと思いまして……。

　容姿の欄では、『天使』やら『糸目』やら『活発そう』やら、一言どころか一単語しか書かれていないキャラも多く、服装の欄なんて十五人中十二人が『麻の服』でしたよ……。我ながらやべぇなって、めちゃくちゃだなって……。いやでも、服とかわからんくて……。
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